
科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

国際英語A（L&S）
Ⅰ

国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
多様な状況で英語の聞き取りおよび会話能⼒を向上させることを⽬的とする。英語
によるコミュニケーションが成り⽴つには、⾃分の考え・意⾒を表現する⼒と共
に、相⼿の⾔うことを聞き取る能⼒が必要である。この英語の聞き取りには、慣れ
が⼤切であるので、授業では英語による発話をたくさん聞き、発⾳・イントネー
ションのみならず、語彙・慣⽤表現に関する能⼒を向上させる。さらに、相⼿の⽂
化的背景についても理解する機会を提供する。

コミュニケーションと異⽂化理解の⼿段としての英語の中級レベルの運⽤能⼒を養
うことができる。
特に英語を聞き・応答するために必要な能⼒を向上させることができる。(異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒)

コミュニケーションと異⽂化理解の⼿段としての英語の中級レベルの運⽤能⼒を⼀
定程度養うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語A（L&S）
Ⅱ

国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
国際英語AⅠの履修を踏まえて、多様な状況で英語の聞き取りおよび会話能⼒をさら
に向上させることを⽬的とする。英語によるコミュニケーションが成り⽴つには、
⾃分の考え・意⾒を表現する⼒と共に、相⼿の⾔うことを聞き取る能⼒が必要であ
る。この英語の聞き取りには、慣れが⼤切であるので、授業では英語の発話をたく
さん聞き、発⾳・イントネーションのみならず、語彙・慣⽤表現に関する能⼒を向
上させる。さらに、相⼿の⽂化的背景についても理解する機会を提供する。

コミュニケーションと異⽂化理解の⼿段としての英語の中級レベルの運⽤能⼒をさ
らに向上させることができる。特に英語を正確に聞き・適切に応答するために必要
な能⼒を向上させることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

コミュニケーションと異⽂化理解の⼿段としての英語の中級レベルの運⽤能⼒をさ
らに⼀定程度向上させることができる。特に英語を正確に聞き・適切に応答するた
めに必要な⼀定の能⼒を向上させることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語B（W&R）
Ⅰ

国際学部 外国語等
科⽬

1 1

英⽂作成訓練を通して、パラグラフの書き⽅と英⽂の構成について⼤まかに理解
し、基礎的な英語を使って意味の通る⽂章を書く技術を⾝につける。さらに学⽣⾃
⾝が作成した論⽂の最低限の校正をする能⼒を獲得している。また、平易な英語の
読解⼒を⾝に付けることができる。

英⽂作成訓練を通して、パラグラフの書き⽅と英⽂の構成について⼗分に理解し、
⽂法的に正確で滑らかな英⽂を書く技術を⾝につける。さらに学⽣⾃⾝が作成した
論⽂の校正をする能⼒を獲得している。また⼀般的、学術的な英語⽂献の読解⼒を
⾝に付けることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

英⽂作成訓練を通して、パラグラフの書き⽅と英⽂の構成について⼤まかに理解
し、基礎的な英語を使って意味の通る⽂章を書く技術を⾝につける。さらに学⽣⾃
⾝が作成した論⽂の最低限の校正をする能⼒を獲得している。また、⼀般的、学術
的な平易な英語⽂献の読解⼒を⾝に付けることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能
⼒)

国際英語B（W&R）
Ⅱ

国際学部 外国語等
科⽬

1 1

英⽂作成訓練を通して、パラグラフの書き⽅と英⽂の構成について⼤まかに理解
し、基礎的な英語を使って意味の通る⽂章を書く技術を⾝につける。さらに学⽣⾃
⾝が作成した論⽂の最低限の校正をする能⼒を獲得している。また、平易な英語の
読解⼒を⾝に付けることができる。

英⽂作成訓練を通して、パラグラフの書き⽅と英⽂の構成について⼗分に理解し、
⽂法的に正確で滑らかな英⽂を書く技術を⾝につける。さらに学⽣⾃⾝が作成した
論⽂の校正をする能⼒を獲得している。また⼀般的、学術的な英語⽂献の読解⼒を
⾝に付けることができる。( 異⽂化理解・ ⾔語運⽤能⼒)

英⽂作成訓練を通して、パラグラフの書き⽅と英⽂の構成について⼤まかに理解
し、基礎的な英語を使って意味の通る⽂章を書く技術を⾝につける。さらに学⽣⾃
⾝が作成した論⽂の最低限の校正をする能⼒を獲得している。また、⼀般的、学術
的な平易な英語⽂献の読解⼒を⾝に付けることができる。( 異⽂化理解・ ⾔語運⽤
能⼒)

国際英語C（L&S）
Ⅰ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
このコースの主な⽬的は、時事問題を教材に、リスニング、スピーキングに加え、
オーラル・コミュニケーション、プレゼンテーション、ディスカッションの能⼒を
向上させることにある。それには、⽂法や語彙⼒という⾔語知識や技術を強化する
とともに、グローバルな視点での現代社会や異⽂化を理解する⼒を⾝につけること
が必要となる。
教材には、新聞や雑誌の記事、放送ニュース、映画、ビデオ、広告、⼈気の楽曲な
ど、さまざまなメディアからの資料を使⽤し、環境問題、政治・情報化時代、⼥性
問題、⽂化研究など地球規模の問題をテーマとする。

時事問題を扱った教材の学習を通して、教材の内容を⼗分に理解し、グローバルな
視点で様々な問題について考えることができる。さらに、⾼度な英語で独⾃の考え
を発表し、クラス内で意⾒交換や討論する能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運
⽤能⼒)

時事問題を扱った教材の学習を通して、教材の概要を理解し、扱われている問題に
ついて考えることができる。⾃分の意⾒を平易な英語で発表することができる。(異
⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語C（L&S）
Ⅱ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
「国際英語C(L&S)Ⅰ」の履修を踏まえ、このコースの主な⽬的は、時事問題を教材
に、リスニング、スピーキングに加え、オーラル・コミュニケーション、プレゼン
テーション、ディスカッションの能⼒を向上させることにある。それには、⽂法や
語彙⼒という⾔語知識や技術を強化するとともに、グローバルな視点での現代社会
や異⽂化を理解する⼒を⾝につけることが必要となる。
教材には、新聞や雑誌の記事、放送ニュース、映画、ビデオ、広告、⼈気の楽曲な
ど、さまざまなメディアからの資料を使⽤し、環境問題、政治・情報化時代、⼥性
問題、⽂化研究など地球規模の問題をテーマとする。

時事問題を扱った教材の学習を通して、教材の内容を⼗分に理解し、グローバルな
視点で様々な問題について考えることができる。さらに、⾼度な英語で独⾃の考え
を発表し、クラス内で意⾒交換や討論する能⼒を⾝につける。

(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

時事問題を扱った教材の学習を通して、教材の概要を理解し、扱われている問題に
ついて考えることができる。⾃分の意⾒を平易な英語で発表することができる。(異
⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語D（R）Ⅰ
国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・専⾨基幹科⽬です。
英⽂の要旨や⼤意を正確に把握できるように英語の読解⼒を養成する授業である。
対象は、2年⽣で各⽂化圏や国際社会の様々な問題について書かれた英⽂を多く読
み、速読ができるように体系的な読解の練習を⾏う。また、英⽂全体の論理的展開
に着⽬しながら内容を要約し、それについての解釈や意⾒を発表することで、語彙
⼒や表現⼒の向上をはかる。異なる⽂化や社会を理解する⽬を養い、国際的な視野
を広げることも⽬指したい。

徹底した英⽂読解訓練を通して、英語運⽤⼒、とりわけリーディングにおける上級
能⼒を養うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

徹底した英⽂読解訓練を通して、英語運⽤⼒、とりわけリーディングにおける能⼒
を最低限⾝につけることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

国際英語D（R）Ⅱ
国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
前期の授業を踏まえて、英⽂の要旨や⼤意をさらに正確に把握できるように英語の
読解⼒を養成する授業である。対象は、2年⽣で各⽂化圏や国際社会の様々な問題に
ついて書かれた英⽂を多く読み、速読ができるように体系的な読解の練習を⾏う。
また、英⽂全体の論理的展開に着⽬しながら内容を要約し、それについての解釈や
意⾒を発表することで、語彙⼒や表現⼒の向上をはかる。異なる⽂化や社会を理解
する⽬を養い、国際的な視野を広げることも⽬指したい。

徹底した英⽂読解訓練を通して、英語運⽤⼒、とりわけリーディングにおける上級
能⼒を養うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

徹底した英⽂読解訓練を通して、英語運⽤⼒、とりわけリーディングにおける基礎
的能⼒を養うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語E（W）Ⅰ
国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業では、⾝近なテーマに関する短めのエッセイを英語で執筆するトレーニン
グを⾏う。その際に必要となる語彙の拡⼤や⽂法事項の確認も適宜⾏う。また、パ
ラグラフとは何か、⽇本語で執筆する際の段落との違いは何かを理解し、パラグラ
フ構成の基礎を学修する。執筆と教員による添削内容の確認を繰り返しながら、着
実にパラグラフライティングの能⼒を向上させることを⽬指す。

パラグラフとは何かを理解することができる。⾃分でパラグラフを構成し、⾝近な
テーマに関する短めのエッセイを英語で執筆することができる。ライティングをす
る上で必要となる広範な語彙⼒と⽂法⼒を⾝に着け、それを執筆に活かすことがで
きる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

パラグラフとは何かを理解することができる。教員のサポートを得ながらパラグラ
フを構成し、⾝近なテーマに関する短めのエッセイを英語で執筆することができ
る。ライティングをする上で必要となる基礎的な語彙⼒と⽂法⼒を⾝に着け、それ
を執筆に活かすことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語E（W）Ⅱ
国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
⾝近なテーマに関する短めのエッセイを英語で執筆するトレーニングを⾏う。その
際に必要となる語彙の拡⼤や⽂法事項の確認も適宜⾏う。また、⾃⾝の主張とそれ
を⽀える客観的な根拠の提⽰の仕⽅を学び、執筆と教員による添削内容の確認を繰
り返しながら、着実にパラグラフライティングの能⼒を向上させることを⽬指す。

⾃分でパラグラフを構成し、⾝近なテーマに関する短めのエッセイを英語で執筆す
ることができる。その際、⾃分の主張とそれを⽀える客観的な根拠を説得的に⽰す
ことができる。ライティングをする上で必要となる広範な語彙⼒と⽂法⼒を⾝に着
け、それを執筆に活かすことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

教員のサポートを得ながらパラグラフを構成し、⾝近なテーマに関する短めのエッ
セイを英語で執筆することができる。その際、⾃分の主張とそれを⽀える客観的な
根拠を⽰すことができる。ライティングをする上で必要となる基礎的な語彙⼒と⽂
法⼒を⾝に着け、それを執筆に活かすことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

英語で読むエリア・
スタディーズA（ｱ
ｼﾞｱ･ｵｾｱﾆｱ）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業の⽬的は演習形式で英語⽂献を読みこなし、国際社会で活躍するための実
践的な⾔語を運⽤できる能⼒を養うのと同時に、教材となる英語⽂献の内容を通し
てアジア・オセアニアそれぞれの地域に関する幅広い知識について理解を深めるこ
とにある。まず速読、精読を通して、専⾨⽤語の語彙⼒を⾝につけ、次には英⽂の
要旨を的確に把握した上で、議論の展開や思考のプロセスなどに関する理解⼒の獲
得も⽬指す。
単に英語⼒を向上させるのみならず、受講⽣が現代のアジア・オセアニアそれぞれ
の地域に関する専⾨的知⾒を深めると共に、クラス内でプレゼンテーションやディ
スカッションを取り⼊れながら、英語⽂献の内容についての思考⼒や分析⼒を養
う。扱う教材のテーマはアジア・オセアニアそれぞれの地域の地誌や歴史、政治・
経済、社会、思想・宗教などを含む。

アジア・オセアニアそれぞれの地域に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂
要旨を常に的確に理解することができる。さらに英語⽂献から得られた知識をもと
に各⾃の意⾒を英語で発表し、議論することが⼗分にできる。これらの学習から国
際社会で活躍するための⾼度な実践的⾔語を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化
理解・⾔語運⽤能⼒)

アジア・オセアニアそれぞれの地域に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂
要旨を理解することができる。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意
⾒を英語で発表し、議論することが最⼩限できる。これらの学習から国際社会で活
躍するための基本的な⾔語を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運⽤
能⼒)

英語で読むエリア・
スタディーズB（ﾖｰ
ﾛｯﾊﾟ･ｱﾒﾘｶ）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業の⽬的は演習形式で英語⽂献を読みこなし、国際社会で活躍するための実
践的な⾔語を運⽤できる能⼒を養うのと同時に、教材となる英語⽂献の内容を通し
てヨーロッパ・アメリカそれぞれの地域に関する幅広い知識について理解を深める
ことにある。まず速読、精読を通して、専⾨⽤語の語彙⼒を⾝につけ、次には英⽂
の要旨を的確に把握した上で、議論の展開や思考のプロセスなどに関する理解⼒の
獲得も⽬指す。
単に英語⼒を向上させるのみならず、受講⽣が現代のヨーロッパ・アメリカそれぞ
れの地域に関する専⾨的知⾒を深めると共に、クラス内でプレゼンテーションや
ディスカッションを取り⼊れながら、英語⽂献の内容についての思考⼒や分析⼒を
養う。扱う教材のテーマはヨーロッパ・アメリカそれぞれの地域の地誌や歴史、政
治・経済、社会、思想・宗教などを含む。

ヨーロッパ・アメリカそれぞれの地域に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英
⽂要旨を常に的確に理解することができる。さらに英語⽂献から得られた知識をも
とに各⾃の意⾒を英語で発表し、議論することが⼗分にできる。これらの学習から
国際社会で活躍するための⾼度な実践的⾔語を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂
化理解・⾔語運⽤能⼒)

ヨーロッパ・アメリカそれぞれの地域に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英
⽂要旨を理解することができる。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の
意⾒を英語で発表し、議論することが最⼩限できる。これらの学習から国際社会で
活躍するための基本的な⾔語を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運
⽤能⼒)

英語で読むｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ･ｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞA（⽐
較⽂化）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業の⽬的は演習形式で英語⽂献を読みこなし、国際社会で活躍するための実
践的な⾔語を運⽤できる能⼒を養うのと同時に、教材となる英語⽂献の内容を通し
て⽐較⽂化に関する幅広い知識について理解を深めることにある。まず速読、精読
を通して、専⾨⽤語の語彙⼒を⾝につけ、次には英⽂の要旨を的確に把握した上
で、議論の展開や思考のプロセスなどに関する理解⼒の獲得も⽬指す。
単に英語⼒を向上させるのみならず、受講⽣が現代の⽐較⽂化に関する専⾨的知⾒
を深めると共に、クラス内でプレゼンテーションやディスカッションを取り⼊れな
がら、英語⽂献の内容についての思考⼒や分析⼒を養う。

⽐較⽂化に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂要旨を常に的確に理解する
ことができる。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意⾒を英語で発表
し、議論することが⼗分できる。これらの学習から国際社会で活躍するための⾼度
な実践的⾔語を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽐較⽂化に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂要旨を理解することができ
る。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意⾒を英語で発表し、議論す
ることが最⼩限できる。これらの学習から国際社会で活躍するための基本的な⾔語
を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

英語で読むｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ･ｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞB（⾔
語と⽂化）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業の⽬的は演習形式で英語⽂献を読みこなし、国際社会で活躍するための実
践的な⾔語を運⽤できる能⼒を養うのと同時に、教材となる英語⽂献の内容を通し
て⾔語学に関する幅広い知識について理解を深めることにある。まず速読、精読を
通して、専⾨⽤語の語彙⼒を⾝につけ、次には英⽂の要旨を的確に把握した上で、
議論の展開や思考のプロセスなどに関する理解⼒の獲得も⽬指す。
単に英語⼒を向上させるのみならず、受講⽣が⾔語学に関する専⾨的知⾒を深める
と共に、クラス内でプレゼンテーションやディスカッションを取り⼊れながら、英
語⽂献の内容についての思考⼒や分析⼒を養う。

⾔語学に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂要旨を常に的確に理解するこ
とができる。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意⾒を英語で発表
し、議論することが⼗分にできる。これらの学習から国際社会で活躍するための⾼
度な実践的⾔語を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⾔語学に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂要旨を理解することができ
る。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意⾒を英語で発表し、議論す
ることが最⼩限できる。これらの学習から国際社会で活躍するための基本的な⾔語
を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

英語で読むグローバ
ル・スタディーズA
（国際関係）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業の⽬的は演習形式で英語⽂献を読みこなし、国際社会で活躍するための実
践的な⾔語を運⽤できる能⼒を養うのと同時に、教材となる英語⽂献の内容を通し
て国際関係に関する幅広い知識について理解を深めることにある。まず速読、精読
を通して、専⾨⽤語の語彙⼒を⾝につけ、次には英⽂の要旨を的確に把握した上
で、議論の展開や思考のプロセスなどに関する理解⼒の獲得も⽬指す。
単に英語⼒を向上させるのみならず、受講⽣が現代の国際関係に関する専⾨的知⾒
を深めると共に、クラス内でプレゼンテーションやディスカッションを取り⼊れな
がら、英語⽂献の内容についての思考⼒や分析⼒を養う。

国際関係に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂要旨を常に的確に理解する
ことができる。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意⾒を英語で発表
し、議論することが⼗分にできる。これらの学習から国際社会で活躍するための⾼
度な実践的⾔語を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際関係に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂要旨を理解することができ
る。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意⾒を英語で発表し、議論す
ることが最⼩限できる。これらの学習から国際社会で活躍するための基本的な⾔語
を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

英語で読むグローバ
ル・スタディーズB
（国際協⼒）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業の⽬的は演習形式で英語⽂献を読みこなし、国際社会で活躍するための実
践的な⾔語を運⽤できる能⼒を養うとの同時に、教材となる英語⽂献の内容を通し
て国際協⼒に関する幅広い知識について理解を深めることにある。まず速読、精読
を通して、専⾨⽤語の語彙⼒を⾝につけ、次には英⽂の要旨を的確に把握した上
で、議論の展開や思考のプロセスなどに関する理解⼒の獲得も⽬指す。
単に英語⼒を向上させるのみならず、受講⽣が現代の国際協⼒に関する専⾨的知⾒
を深めると共に、クラス内でプレゼンテーションやディスカッションを取り⼊れな
がら、英語⽂献の内容についての思考⼒や分析⼒を養う。

国際協⼒に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂要旨を常に的確に理解する
ことができる。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意⾒を英語で発表
し、議論することが⼗分にできる。これらの学習から国際社会で活躍するための⾼
度な実践的⾔語を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際協⼒に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂要旨を理解することができ
る。さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意⾒を英語で発表し、議論す
ることが最⼩限できる。これらの学習から国際社会で活躍するための基本的な⾔語
を運⽤できる能⼒を⾝につける。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語F（P&D）
国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
国際協⼒に関する専⾨的な英⽂読解訓練を通して、英⽂要旨を理解することができ
る。（技能）さらに英語⽂献から得られた知識をもとに各⾃の意⾒を英語で発表
し、議論することが最⼩限できる。（思考・判断・表現）これらの学習から国際社
会で活躍するための基本的な⾔語を運⽤できる能⼒を⾝につける。（技能）

短めのプレゼンテーションを⾏うために必要なテーマ設定・調査能⼒、語彙や表
現、効果的なプレゼンテーションの⼿法を⾝に着けることができる。プレゼンテー
ションのテーマに関して、教員や他の学⽣と英語でディスカッションをし、⾃分の
考えや意⾒を説得的に⽰すことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

短めのプレゼンテーションを⾏うために必要なテーマ設定・調査能⼒、語彙や表
現、効果的なプレゼンテーションの基礎的な⼿法を⾝に着けることができる。プレ
ゼンテーションのテーマに関して、教員や他の学⽣と英語でディスカッションをす
ることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語G（AR）
国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
学術的なテーマに関する様々なスタイルの英⽂を、精読と多読を併⽤しながら読
み、その内容を正確かつ迅速に理解する能⼒を⾝につける。そのために、適宜、⽂
法、構⽂、表現の理解度を確認する他、語彙⼒の拡⼤を図る。授業は演習形式で⾏
い、英⽂内容に関する報告とそれに基づくクラスでの討論を中⼼に進める。英⽂か
ら得られた知識、また、それを踏まえて⾃分⾃⾝で考えたことや、新たに調査した
ことを⽇本語・英語で表現する能⼒を養う。

１．学術的なテーマに関する英⽂を正確かつ迅速に読み、その内容を説明する能⼒
を⾝につけることができる。２．英⽂から得られた知識をもとに、⾃分⾃⾝で発展
的な議論につなげたり、新たな調査・検討を加えることができる。３．⾃分⾃⾝で
考えたことや調査・検討した内容を、⼝頭発表やライティングを通じて⽇本語と英
語で表現することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

１．学術的なテーマに関する英⽂を正確かつ迅速に読むために必要な⽂法、構⽂、
表現、語彙を知識として定着させることができる。２．英⽂から得られた知識をも
とに、⾃分⾃⾝で発展的な議論につなげることができる。３．⾃分⾃⾝で発展的に
考えたことを、⼝頭発表やライティングを通じて⽇本語と英語で表現することがで
きる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語H（AR）
国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
学術的なテーマに関する様々なスタイルの英⽂を、精読と多読を併⽤しながら読
み、その内容を正確かつ迅速に理解する能⼒を⾝につける。そのために、適宜、⽂
法、構⽂、表現の理解度を確認する他、語彙⼒の拡⼤を図る。授業は演習形式で⾏
い、英⽂内容に関する報告とそれに基づくクラスでの討論を中⼼に進める。英⽂か
ら得られた知識、また、それを踏まえて⾃分⾃⾝で考えたことや、新たに調査した
ことを⽇本語・英語で表現する能⼒を養う。

１．学術的なテーマに関する英⽂を正確かつ迅速に読み、その内容を説明する能⼒
を⾝につけることができる。２．英⽂から得られた知識をもとに、⾃分⾃⾝で発展
的な議論につなげたり、新たな調査・検討を加えることができる。３．⾃分⾃⾝で
考えたことや調査・検討した内容を、⼝頭発表やライティングを通じて⽇本語と英
語で表現することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

１．学術的なテーマに関する英⽂を正確かつ迅速に読むために必要な⽂法、構⽂、
表現、語彙を知識として定着させることができる。２．英⽂から得られた知識をも
とに、⾃分⾃⾝で発展的な議論につなげることができる。３．⾃分⾃⾝で発展的に
考えたことを、⼝頭発表やライティングを通じて⽇本語と英語で表現することがで
きる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際英語J（AW）
国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
この授業では、アカデミックなテーマに関して英語でエッセイやリサーチ・ペー
パーを執筆することができる。その際、アカデミック・ライティングに必要な語彙
や表現に加えて、⽂献調査の⽅法を習得する。また、適切なパラグラフの構成能⼒
を磨き、資料による裏づけのある客観的な⽂章を英語で執筆する能⼒を養う。

アカデミック・ライティングに必要となる広範な語彙や表現を⾝に着けることがで
きる。必要な調査を⾏い、適切なパラグラフを構成した上で、資料による裏付けの
ある客観的な⽂章を英語で執筆することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

アカデミック・ライティングに必要となる基礎的な語彙や表現を⾝に着けることが
できる。必要な調査を⾏い、適切なパラグラフを構成した上で、資料による裏付け
のある客観的な⽂章を平易な英語で執筆することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤
能⼒)

国際英語K（AW）
国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
この授業では、アカデミックなテーマに関して英語でエッセイやリサーチ・ペー
パーを執筆することができる。その際、アカデミック・ライティングに必要な語彙
や表現に加えて、⽂献調査の⽅法を習得する。また、適切なパラグラフの構成能⼒
を磨き、資料による裏づけのある客観的な⽂章を英語で執筆する能⼒を養う。

アカデミック・ライティングに必要となる広範な語彙や表現を⾝に着けることがで
きる。必要な調査を⾏い、適切なパラグラフを構成した上で、資料による裏付けの
ある客観的な⽂章を英語で執筆することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

アカデミック・ライティングに必要となる基礎的な語彙や表現を⾝に着けることが
できる。必要な調査を⾏い、適切なパラグラフを構成した上で、資料による裏付け
のある客観的な⽂章を平易な英語で執筆することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤
能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

国際英語L（MS）
国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
この授業では、アカデミックな内容をテーマとし、英語のリスニング、スピーキン
グ、リーディング、ライティング能⼒を総合的に向上させることを⽬指す。アカデ
ミックな内容を扱いながら専⾨的な知識を⾝に着け、それを踏まえて⾃⾝の考え
や、新たに調査した内容を、ライティングやプレゼンテーション、およびディス
カッションを通じてアウトプットする能⼒を⾝に着ける。

アカデミックな内容を英語で理解し、専⾨的な知識を⾝に着けることができる。そ
れを踏まえて⾃⾝の考えや、新たに調査した内容を、ライティングやプレゼンテー
ション、およびディスカッションを通じて英語で表現することができる。(異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒)

アカデミックな内容を英語で理解し、専⾨的な知識を⾝に着けることができる。そ
れを踏まえて⾃⾝の考えや、新たに調査した内容を、ライティングやプレゼンテー
ション、およびディスカッションを通じて平易な英語で表現することができる。(異
⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

フランス語初級Ⅰ
国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
この授業は教養科⽬として開講されているフランス語Ⅰ・Ⅱとは別に、フランス語
を重点的に学習しようとする学⽣に対して提供される。フランス語に親しみなが
ら、基礎的な発⾳の練習、リスニングの練習を⾏い、初歩的な会話を学ぶ。

仏検5級レベルの初歩的な⽇常的フランス語を理解し、読み、聞き、書くことができ
る。初歩的な⽂、挨拶等⽇常的な応答表現、数について。(異⽂化理解・⾔語運⽤能
⼒)

仏検５級レベルの初歩的な⽇常的フランス語を理解し、読み、聞き、書くことが最
低限できる。初歩的な⽂、挨拶等⽇常的な応答表現、数について。(異⽂化理解・⾔
語運⽤能⼒)

フランス語初級Ⅱ
国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
この授業は教養科⽬として開講されているフランス語Ⅰ・Ⅱとは別にフランス語を
重点的に学習しようとする学⽣に対して提供される。Aの内容を踏まえて、初歩的な
会話と書き⾔葉を学ぶ。

仏検４級レベルの基礎的な⽇常的フランス語を理解し、読み、聞き、書くことがで
きる。基礎的な⽂、⽇常使われる基礎的応答表現、数について。（異⽂化理解・⾔
語運⽤能⼒）

仏検４級レベルの初歩的な⽇常的フランス語を理解し、読み、聞き、書くことが最
低限できる。基礎的な⽂、⽇常使われる基礎的応答表現、数について。（異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語中級A
（⽂法）Ⅰ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
主に初級⽂法の事項を確認しながら、フランス語の運⽤能⼒の向上を⽬指す。基礎
事項の復習・整理から始め、1年次で学んだ⽂法事項をさらに深めてゆき、中級の⽂
法に進んでいく。

フランス語の⽂構成についての基本的な学習を⼀通り終了し、仏検３級レベルの簡
単な⽇常表現を理解し、読み、聞き、話し、書くことができる。基本的⽂法知識全
般。動詞については、直説法、命令法、定型的な条件法現在。（異⽂化理解・⾔語
運⽤能⼒）

フランス語の⽂構成についての基本的な学習を⼀通り終了し、仏検３級レベルの簡
単な⽇常表現を理解し、読み、聞き、話し、書くことが最低限できる。基本的⽂法
知識全般。動詞については、直説法、命令法、定型的な条件法現在。（異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語中級A
（⽂法）Ⅱ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
Aの内容を踏まえて、初級⽂法の事項を確認しながら、フランス語の運⽤能⼒の向上
を⽬指す。1年次で学んだ⽂法事項をさらに深めてゆき、中級の⽂法へ進んでいく。

フランス語中級A(⽂法)Ⅰを踏まえ、フランス語の⽂構成についての基本的な学習を
⼀通り終了し、仏検３級レベルの簡単な⽇常表現を理解し、読み、聞き、話し、書
くことができる。基本的⽂法知識全般。動詞については、直説法、命令法、定型的
な条件法現在。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語中級A(⽂法)Ⅰを踏まえ、フランス語の⽂構成についての基本的な学習を
⼀通り終了し、仏検３級レベルの簡単な⽇常表現を理解し、読み、聞き、話し、書
くことが最低限できる。基本的⽂法知識全般。動詞については、直説法、命令法、
定型的な条件法現在。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語中級B
（会話）Ⅰ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
初級レベルでの学習内容をもとに、中級レベルの会話を学ぶ。⽇常的なボキャブラ
リーを増やし、会話に必要なリスニング⼒も向上させる。

フランス語の⽂構成についての基本的な学習を⼀通り終了し、仏検３級レベルの簡
単な⽇常表現を理解し、聞き、話すことができる。簡単な会話を聞いて内容を理解
できる。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語の⽂構成についての基本的な学習を⼀通り終了し、仏検３級レベルの簡
単な⽇常表現を理解し、聞き、話すことが最低限できる。簡単な会話を聞いて内容
を理解できる。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語中級B
（会話）Ⅱ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
Iの内容を踏まえて、中級レベルの会話を学ぶ。ボキャブラリーを増やし、会話に必
要なリスニング⼒も向上させる。⽇常のさまざまな場⾯に応じて、⾃分の意思を
はっきりと表現できるような、ある程度まとまった内容を話す練習を⾏う。

フランス語中級B(会話)Ⅰを踏まえ、フランス語の⽂構成についての基本的な学習を
⼀通り終了し、仏検３級レベルの簡単な⽇常表現を理解し、聞き、話すことができ
る。簡単な会話を聞いて内容を理解できる。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語中級B(会話)Ⅰを踏まえ、フランス語の⽂構成についての基本的な学習を
⼀通り終了し、仏検３級レベルの簡単な⽇常表現を理解し、聞き、話すことが最低
限できる。簡単な会話を聞いて内容を理解できる。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

フランス語特別演習
A（会話）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つフランス語の運⽤能⼒
の訓練を⾏う。ボキャブラリーを拡充しながら表現⼒、会話⼒を磨く。

仏検準２級程度の、⽇常⽣活における平易なフランス語を、聞き、話すことができ
る。⽇常的な平易な会話を理解できる。簡単な応答ができる。（異⽂化理解・⾔語
運⽤能⼒）

仏検準２級程度の、⽇常⽣活における平易なフランス語を、聞き、話すことが最低
限できる。⽇常的な平易な会話を理解できる。簡単な応答ができる。（異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語特別演習
B（リスニング）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つフランス語の運⽤能⼒
の訓練を⾏います。ボキャブラリーを拡充しながらリスニングの⼒をつけ、表現
⼒、会話⼒を磨く。

仏検２級程度の、⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、⼀般
的なフランス語を聞き、話すことができる。⼀般的な事がらに関する⽂章を聞い
て、その内容を理解できる。⽇常的⽣活のさまざまな話題について、基本的な会話
ができる。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

仏検２級程度の、⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、⼀般
的なフランス語を聞き、話すことが最低限できる。⼀般的な事がらに関する⽂章を
聞いて、その内容を理解できる。⽇常的⽣活のさまざまな話題について、基本的な
会話ができる。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語特別演習
C（講読）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つフランス語の運⽤能⼒
の訓練を⾏う。新聞や週刊誌の記事、⽂学作品などを扱いながら読解⼒を伸ばし、
⽂法事項も正しく運⽤できることを⽬指す。

仏検準２級程度の、⽇常⽣活における平易なフランス語を、聞き、話すことができ
る。⼀般的な内容で、ある程度の⻑さの平易なフランス語の⽂章を理解できる。
（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

仏検準２級程度の、⽇常⽣活における平易なフランス語を、聞き、話すことが最低
限できる。⼀般的な内容で、ある程度の⻑さの平易なフランス語の⽂章を理解でき
る。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語特別演習
D（⽂法）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・専⾨発展科⽬です。
中級レベルでの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つフランス語の運⽤能⼒
の訓練を⾏う。新聞や週刊誌の記事、⽂学作品などを扱いながら読解⼒を伸ばし、
とくに⽂法事項も正しく運⽤できることを⽬指す。

仏検２級程度の、⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、⼀般
的なフランス語を聞き、話し、読み、書くことができる。前置詞や動詞の選択・活
⽤などについて、やや⾼度な⽂法知識が要求される。（異⽂化理解・⾔語運⽤能
⼒）

仏検２級程度の、⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、⼀般
的なフランス語を聞き、話し、読み、書くことが最低限できる。前置詞や動詞の選
択・活⽤などについて、やや⾼度な⽂法知識が要求される。（異⽂化理解・⾔語運
⽤能⼒）

フランス語特別演習
E（時事）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つフランス語の運⽤能⼒
の訓練を⾏う。新聞や週刊誌の記事などを扱いながら読解⼒を伸ばし、ボキャブラ
リーを拡充し、⽂法事項も正しく運⽤できることを⽬指す。

仏検２級程度の、⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、時事
的なフランス語を聞き、話し、読み、書くことができる。（異⽂化理解・⾔語運⽤
能⼒）

仏検２級程度の、⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、時事
的なフランス語を聞き、話し、読み、書くことが最低限できる。（異⽂化理解・⾔
語運⽤能⼒）

フランス語特別演習
F（作⽂）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つフランス語の運⽤能⼒
の訓練を⾏います。ボキャブラリーを拡充しながら表現⼒を磨き、⽂法事項も正し
く運⽤して、作⽂をできることを⽬指す。

仏検２級程度の、⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、⼀般
的な事がらについて、伝えたい内容を基本的なフランス語で書き表すことができ
る。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

仏検２級程度の、⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、⼀般
的な事がらについて、伝えたい内容を基本的なフランス語で書き表すことが最低限
できる。（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

フランス語特別演習
G（総合）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つフランス語の運⽤能⼒
の訓練を⾏う。新聞や週刊誌の記事、⽂学作品などを扱いながら読解⼒を伸ばし、
ボキャブラリーを拡充しながら表現⼒を磨き、⽂法事項も正しく運⽤できることを
⽬指す。

仏検準２級レベルの⼀般的な内容で、ある程度の⻑さの平易なフランス語の⽂章を
理解し、⽇常⽣活における平易な⽂や語句を正しく書け、⽇常的な平易な会話を理
解し、簡単な応答ができる。基本的⽂法事項全般についての⼗分な知識がある。
（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

仏検準２級レベルの⼀般的な内容で、ある程度の⻑さの平易なフランス語の⽂章を
理解し、⽇常⽣活における平易な⽂や語句を正しく書け、⽇常的な平易な会話を理
解し、簡単な応答が最低限できる。基本的⽂法事項全般についての知識がある。
（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

フランス語特別演習
H（資格対策）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つフランス語の運⽤能⼒
の訓練を⾏う。新聞や週刊誌の記事、⽂学作品などを扱いながら読解⼒を伸ばし、
ボキャブラリーを拡充しながら表現⼒、会話⼒を磨き、⽂法事項も正しく運⽤し
て、フランス語検定などの資格の取得を⽬指す。

仏検２級レベルの⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、⼀般
的なフランス語を聞き、話し、読み、書くことができる。仏検２級などの資格取得
を⽬指す（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

仏検２級レベルの⽇常⽣活や社会⽣活を営む上で必要なフランス語を理解し、⼀般
的なフランス語を聞き、話し、読み、書くことが最低限できる。仏検２級などの資
格取得を⽬指す（異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒）

中国語初級Ⅰ
国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
教養教育科⽬の中国語Ⅰを履修している学⽣を対象に、基礎発⾳・リスニングの応
⽤的な練習を⾏うとともに初級会話を学ぶ。

発⾳を表記する表⾳ローマ字を読むことができ、中国語を正しく発⾳できるように
なる。また、短い会話⽂が暗誦できる。
基礎的な⽇常会話とそれに対応するリスニングができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能
⼒)

発⾳を表記する表⾳ローマ字を読むことができ、中国語を正しく発⾳できるように
なる。
基礎的な⽇常会話とそれに対応するリスニングができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能
⼒)

中国語初級Ⅱ
国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
教養教育科⽬の中国語Ⅱを履修している学⽣を対象に、基礎発⾳・リスニングの応
⽤的な練習を⾏うとともに初級会話を学ぶ。

発⾳を表記する表⾳ローマ字を読むことができ、中国語を正しく発⾳できるように
なる。また、短⽂・短い会話⽂が暗誦できる。
基礎的な⽇常会話とそれに対応するリスニングができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能
⼒)

発⾳を表記する表⾳ローマ字を読むことができ、中国語を正しく発⾳できるように
なる。
基礎的な⽇常会話とそれに対応するリスニングができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能
⼒)

中国語中級A（⽂
法）Ⅰ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・専⾨基幹科⽬です。
⽇本語や英語と異なり、語尾変化がなく語順によって意味が決まるという中国語の
特質（即ち⽂法）を理解することを主眼とする。主に初級レベルでの学習内容をも
とに既習の基本⽂型を復習、整理し、新たな基本⽂型を学び、実践的な応⽤練習を
⾏う。あわせて表⾳ローマ字を伴わない漢字のみの⽂を⾳読できるよう練習を⾏
う。

基本⽂型を体系的に理解し、実践的に使うことができる。
漢字のみの⽂を正しい発⾳で⾳読できる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

やさしい読み物が読めるようになる。
漢字のみの⽂を正しい発⾳で⾳読できる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

中国語中級A（⽂
法）Ⅱ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
⽇本語や英語と異なり、語尾変化がなく語順によって意味が決まるという中国語の
特質（即ち⽂法）を理解することを主眼とする。前提科⽬の学習内容をふまえ、更
に⾼度の⽂型を学び、実践的な応⽤練習を⾏う。あわせて短⽂の講読を⾏い、基礎
的な講読の能⼒を養う。

基本⽂型を体系的に理解し、実践的に使うことができる。基本⽂型を応⽤し、短い
⽂章の読解ができ、まとまった⽂の⽂意を理解できる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

基本⽂型を体系的に理解し、やさしい読み物が読めるようになる。語学を介した異
⽂化理解ができるようになる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

中国語中級B（会
話）Ⅰ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業は、⽇常⽣活や仕事の上でよく使われる会話の場⾯を設定し、実践的な語
学⼒を⾝につける。具体的には、⽂法事項と表現法を解説しながら会話・作⽂・リ
スニングなどのトレーニングを⾏う。

中国語の中級レベルの⽇常会話の表現を修得し、実践的な会話とリスニングの⼒を
⾝に付けることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

中国語の中級レベルの語彙や⽂法を理解し、実践的な運⽤を⼀定程度⾏うことがで
きる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

中国語中級B（会
話）Ⅱ

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
⽇常⽣活や仕事の上でよく使われる会話の場⾯を設定し、基本的な表現を⾃分で正
確に運⽤できるように練習する。また、翻訳・作⽂・リスニング練習を通して中国
語でのコミュニケーション能⼒の向上を⽬指す。

中国語の中級レベルの⽂法や構⽂を理解し、その実践的な会話と⽂法の⼒を⾝に付
けることができる。
中国語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、⾃⾝の⽂化とも⽐較しながら、正
確に説明することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

中国語の中級レベルの⽂法や構⽂を理解し、その実践的な運⽤を⼀定程度⾏うこと
ができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

中国語特別演習A
（会話）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習内容をもとに、上級レベルの実践の場で役⽴つ中国語⼒を養う
ためにビジネス会話・通訳等の訓練を⾏う。あわせて中国⼈の思考⽅法、⾔語習慣
等を学ぶ。

⽇常⽣活や仕事の上でよく使われる会話表現を正確に運⽤でき、より⾼度なコミュ
ニケーション能⼒を⾝につけることができるようになる。あわせて、中国語圏の⽂
化に関する⼀般的な事象について正確に説明することができる。(異⽂化理解・⾔語
運⽤能⼒)

より⾼度なコミュニケーション能⼒を⼀定程度⾝につけることができる。(異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒)

中国語特別演習B
（リスニング）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習内容をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つ中国語⼒を養うた
めにリスニング、会話等の訓練を⾏う。なかでも通訳を中⼼に⾏い、あわせて中国
⼈の思考⽅法、⾔語習慣等を学ぶ。

より⾼度なコミュニケーション能⼒を⾝につけることができるようになる。あわせ
て、中国語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について正確に説明することができる。
(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

より⾼度なリスニング能⼒を⼀定程度⾝につけることができる。(異⽂化理解・⾔語
運⽤能⼒)

中国語特別演習C
（講読）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中国語を⺟語とせず、原則として中国語中級の単位を⼀つ以上取得済みの学⽣を対
象とする。中国語の基礎をひととおり学んだ段階で、中国語による⽂章の読解に挑
戦することを⽬的とする。⽂法や発⾳を復習し、聴き取り能⼒を⾼めながら、翻訳
の⽅法をしっかりと⾝につけていく。

・中国語で書かれた⽂章を理解し、発⾳ができる。（中検２級レベル）。
・テキストの中国語を、適切な⽇本語に翻訳することができる。
・テキストの中国語を、完璧に聴き取ることができる。
・テキストの中国語を、正しい発⾳で⾳読することができる。
・テキストで扱われている中国の社会状況について、⼗分に理解している。(異⽂化
理解・⾔語運⽤能⼒)

・テキストの中国語を、基本的な⽇本語に翻訳することができる。
・テキストの中国語を、基本的な範囲で聴き取ることができる。
・テキストの中国語を⾳読することができる。
・テキストで扱われている中国の社会状況について、⼀定の知識を有している。(異
⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

中国語特別演習D
（⽂法）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中国語を⺟語とせず、原則として中国語中級の単位を⼀つ以上取得済みの学⽣を対
象とする。中国語の基礎をひととおり学んだ段階で、中国語による⽂章の読解に挑
戦することを⽬的とする。⽂法や発⾳を復習し、聴き取り能⼒を⾼めながら、翻訳
の⽅法をしっかりと⾝につけていく。

中国語で書かれた⽂章を理解し、発⾳ができる。（中検２級レベル）。
・テキストの中国語を、適切な⽇本語に翻訳することができる。(異⽂化理解・⾔語
運⽤能⼒)

・テキストの中国語を、基本的な⽇本語に翻訳することができる。
・テキストの中国語を、基本的な範囲で聴き取ることができる。
・テキストで扱われている中国の社会状況について、⼀定の知識を有している。(異
⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

中国語特別演習E
（時事）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つ中国語の運⽤能⼒の訓練
を⾏う。新聞や週刊誌などを扱いながら読解⼒を伸ばし、時事問題への関⼼・理解
を深め、⽂章の表現⼒を磨き、⽂法事項も正しく運⽤できることを⽬指す。

中国語の基本⽂法や構⽂を理解し、より⾼度な表現⼒を⾝につけることができる。
あわせて中国語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、正確に説明することがで
きる。
(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

より実践的な中国語⼒を⼀定程度⾝につけることができる。
(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

中国語特別演習F
（作⽂）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中級レベルでの学習をもとに上級レベルの実践の場で役⽴つ中国語の運⽤能⼒の訓
練を⾏う。新聞や⽂学作品などを扱いながら読解⼒を伸ばし、作⽂の表現⼒を磨
き、⽂法事項も正しく運⽤できることを⽬指す。

より実践的な中国語の作⽂能⼒を⾝につけることができるようになる。(異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒)

より実践的な中国語⼒を⼀定程度⾝につけることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤
能⼒)

中国語特別演習G
（総合）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
「話す、聞く、読む、書く」の各分野の応⽤練習により、⾼度で豊かな語学⼒を養
う。テーマを設けてのディベート・ディスカッションも取り⼊れる。主に「話す、
聞く」を総合した練習を⾏い、あわせて⾳読練習を⾏う。

より総合的な中国語⼒を⾝につけることができるようになる。(異⽂化理解・⾔語運
⽤能⼒)

より実践的な中国語⼒を⼀定程度⾝につけることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤
能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

中国語特別演習H
（資格対策）

国際学部 外国語等
科⽬

3 1

この科⽬は上級・発展科⽬です。
中国語の語学⼒を客観的に測る⼿段として中国語検定試験、ＨＳＫ（中国語レベル
試験）などがある。検定試験を受験する学⽣に対する対策練習を中⼼に、中国語検
定試験対策としては⽂法問題・リスニング問題などの練習を⾏い、あわせて⾳読練
習を⾏う。

中国語の基本⽂法や構⽂を理解し、より⾼度なコミュニケーション能⼒を⾝につけ
ることができる。あわせて中国語圏の⽂化に関する⼀般的な事象について、正確に
説明することができる。
(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

より実践的な中国語⼒を⼀定程度⾝につけることができる。
(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

ドイツ語初級Ⅰ
国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
この授業は、ドイツ語を選択外国語として学習する学⽣に対して提供されるもので
ある。本科⽬の重点は、初級レベルにおいて4技能をバランスよく修得しつつ、とく
にオーラル・コミュニケーションとしての運⽤能⼒を⾝につけることにある。

初歩レベルのドイツ語⼝語能⼒を⾝に付け、基本的な会話のやり取りを正確にでき
るようになる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

初歩レベルのドイツ語⼝語能⼒を⾝に付け、基本的な会話のやり取りを⼤きな困難
なくできるようになる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

ドイツ語初級Ⅱ
国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
この授業は、「ドイツ語初級Ⅰ」の継続科⽬であり、ドイツ語を選択外国語として
学習する学⽣に対して提供されるものである。本科⽬の重点は、初級レベルにおい
て4技能をバランスよく修得しつつ、とくにオーラル・コミュニケーションとしての
運⽤能⼒を⾝につけることにある。

初級レベルのドイツ語⼝語能⼒の⼝語能⼒を⾝に付け、基本的な会話のやり取りを
正確にできるようになる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

初級レベルのドイツ語⼝語能⼒を⾝に付け、基本的な会話のやり取りを⼤きな問題
なくできるようになる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

ドイツ語中級Ⅰ
国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業は、初級レベルのドイツ語をすでに学習済みの学⽣を対象に開講される。
初級において⾝に付けた能⼒をふまえつつ、本科⽬では、中級レベルのドイツ語の4
技能についての運⽤能⼒を総合的に向上させることを⽬的とする。

ドイツ語の初級⽂法を⾝に付け、基本⽂型を体系的に理解するとともに、コミュニ
ケーションにおいても実践的に使うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

ドイツ語の初級⽂法を⾝に付け、基本⽂型を理解するとともに、コミュニケーショ
ンにおいても⼤きな困難なく使うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

ドイツ語中級Ⅱ
国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業は、「ドイツ語中級Ⅰ」の継続科⽬であり、初級レベルのドイツ語をすで
に学習済みの学⽣を対象に開講される。初級において⾝に付けた能⼒をふまえつ
つ、本科⽬では、中級レベルのドイツ語の4技能についての運⽤能⼒を総合的に向上
させることを⽬的とする。

ドイツ語の初級⽂法を⾝に付け、基本⽂型を体系的に理解するとともに、コミュニ
ケーションにおいても実践的に使うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

ドイツ語の初級⽂法を⾝に付け、基本⽂型を理解するとともに、コミュニケーショ
ンにおいても⼤きな困難なく使うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

イタリア語初級Ⅰ
国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
この授業は、イタリア語を選択外国語として学習する学⽣に対して提供されるもの
である。本科⽬の重点は、初級レベルにおいて4技能をバランスよく修得しつつ、と
くにオーラル・コミュニケーションとしての運⽤能⼒を⾝につけることにある。

初歩レベルのイタリア語⼝語能⼒を⾝に付け、基本的な会話のやり取りを正確にで
きるようになる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

初歩レベルのイタリア語⼝語能⼒を⾝に付け、基本的な会話のやり取りを⼤きな困
難なくできるようになる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

イタリア語初級Ⅱ
国際学部 外国語等
科⽬

1 1

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
この授業は、「イタリア語初級Ⅰ」の継続科⽬であり、イタリア語を選択外国語と
して学習する学⽣に対して提供されるものである。本科⽬の重点は、初級レベルに
おいて4技能をバランスよく修得しつつ、とくにオーラル・コミュニケーションとし
ての運⽤能⼒を⾝につけることにある。

初級レベルのイタリア語⼝語能⼒の⼝語能⼒を⾝に付け、基本的な会話のやり取り
を正確にできるようになる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

初級レベルのイタリア語⼝語能⼒を⾝に付け、基本的な会話のやり取りを⼤きな問
題なくできるようになる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

イタリア語中級Ⅰ
国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業は、初級レベルのイタリア語をすでに学習済みの学⽣を対象に開講され
る。初級において⾝に付けた能⼒をふまえつつ、本科⽬では、中級レベルのイタリ
ア語の4技能についての運⽤能⼒を総合的に向上させることを⽬的とする。

イタリア語の初級⽂法を⾝に付け、基本⽂型を体系的に理解するとともに、コミュ
ニケーションにおいても実践的に使うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

イタリア語の初級⽂法を⾝に付け、基本⽂型を理解するとともに、コミュニケー
ションにおいても⼤きな困難なく使うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

イタリア語中級Ⅱ
国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業は、「イタリア語中級Ⅰ」の継続科⽬であり、初級レベルのイタリア語を
すでに学習済みの学⽣を対象に開講される。初級において⾝に付けた能⼒をふまえ
つつ、本科⽬では、中級レベルのイタリア語の4技能についての運⽤能⼒を総合的に
向上させることを⽬的とする。

イタリア語の初級⽂法を⾝に付け、基本⽂型を体系的に理解するとともに、コミュ
ニケーションにおいても実践的に使うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

イタリア語の初級⽂法を⾝に付け、基本⽂型を理解するとともに、コミュニケー
ションにおいても⼤きな困難なく使うことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本事情（留学⽣対
象）

国際学部 外国語等
科⽬

1 2

この科⽬は⼊⾨・基礎科⽬です。
⽇本の歴史や⽂化について学び、留学⽣として必要な⽇本に関する知識を養うこと
を⽬的とする。⽇本の歴史、⽂化についての基礎的な知識を得るとともに、⽇本⼈
の⽣活習慣、ものの⾒⽅や⾏動様式などについての⽂献を読み、⾃国の状況と照ら
し合わせながら、理解を深める。

１． 外国⼈留学⽣が⽇本で学⽣⽣活・社会⽣活を送る上で必要な、⽇本の社会・⾵
俗・習慣などにつき、参考⽂献を通して知識を得、⼀定の⾒識を養うことができて
いる。また、その知識・知⾒を或る程度、説明することができる。。
２． ⼝頭発表のために必要な参考資料を収集する⽅法を⼗分に会得している。
３． レジュメの作成法につき、習熟している。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

１．外国⼈留学⽣が⽇本で学⽣⽣活・社会⽣活を送る上で必要な、⽇本の社会・⾵
俗・習慣などにつき、参考⽂献を通して知識を得、⼀定の⾒識を養うことができて
いる。
２．⼝頭発表のために必要な参考資料を収集することができる。
３．レジュメの作成法につき、⼀定程度会得している。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語A（⽂章表
現・留学⽣対象）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
研究のテーマ選び、資料収集、アウトラインの作成、レポート執筆までの各プロセ
スをタスク形式で進めていく。また、それぞれのプロセスにおいて必要な⽇本語の
表現や規則について学ぶ。

⾃分でテーマを選び、テーマに関する資料を収集・分析し、レポートや論⽂などの
論理的な⽂章を⽇本語で書くスキルに習熟することができる。(異⽂化理解・⾔語運
⽤能⼒)

⾃分でテーマを選び、テーマに関する資料を収集・分析し、レポートや論⽂などの
論理的な⽂章を⽇本語で書く基本的なスキルを⾝につけることができる。(異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語B（⼝頭表
現・留学⽣対象）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
⾃分で選んだテーマにしたがって⼝頭発表を⾏い、相互評価を⾏う。その他、情報
交換、意⾒交換の発表の仕⽅、質疑応答の仕⽅について理解したうえで、練習を⾏
う。

聞き⼿を意識しながら、論理的な内容を明確に伝えるスキルに習熟することができ
る。
⼝頭発表の内容を⼗分に理解し、テーマに沿って的確に質疑応答ができる。(異⽂化
理解・⾔語運⽤能⼒)

聞き⼿を意識しながら、論理的な内容を明確に伝える基本的なスキルを⾝につける
ことができる。
⼝頭発表の内容を概ね理解し、テーマに沿って質疑応答ができる。(異⽂化理解・⾔
語運⽤能⼒)

⽇本語C（ビジネス
マナーと⾔語表現・
留学⽣対象）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
ビジネスマナー、⽇本⽂化に関する情報を理解し、出⾝⽂化との違いを把握した
り、他⽂化と⽐較し、理解を深める。また、各週、または隔週で、⽇本語の⾔語⾏
動をいくつか機能別に復習し、ビジネス場⾯を念頭に練習を⾏う。

⽇本のビジネスマナーを⼗分に理解し、ビジネス場⾯特有の語彙や表現に習熟し、
運⽤できる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本のビジネスマナーを理解し、基本的なビジネス場⾯特有の語彙や表現を⾝につ
け、運⽤できる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語D（ビジネス
コミュニケーショ
ン・留学⽣対象）

国際学部 外国語等
科⽬

2 1

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
電話やメール、ビジネス⽂書など仕事で使⽤される⽇本語を取り上げ、ビジネス上
のコミュニケーションの特徴について学ぶ。また、さまざまな資料を⽤いて⽇本⼈
の仕事観についても理解を深める。

電話やメールなどで使⽤されるビジネス場⾯特有の表現を⼗分に理解し、それを場
⾯に応じて適切に運⽤することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

電話やメールなどで使⽤される基本的なビジネス場⾯特有の表現を理解し、それを
場⾯に応じて運⽤することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⽇本語学概論A（⾔
語的特徴）

国際学部 外国語等
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
⽇本語がどのような特徴をもっているのかを意識的に考える。特に語彙（和語・漢
語・外来語などの語種や位相語など）を中⼼に、⽂字・表記、⾳韻などの⽇本語の
特徴について理解する。さらに、⽇本語の地域差、新たに起こりつつある⽇本語の
変化についても理解する。

⽇本語の⾳韻的、語彙的な側⾯の知識を修得し、⽇本語の特徴について具体例を挙
げながら⼗分に説明することができる。
修得した知識を運⽤⾯でも活⽤できる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語の⾳韻的、語彙的な側⾯の基本的な知識を修得し、⽇本語の特徴について説
明することができる。
修得した知識を運⽤⾯でも活⽤できる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語学概論B（仕
組みと表現）

国際学部 外国語等
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
⽇本語がどのような特徴をもっているのかを意識的に考える。特に⽂法の⾯を中⼼
に、動詞の種類や授受表現、形容詞の特徴やコ・ソ・アの使い分けなど、⽇本語教
育において必要な⽂法規則について理解する。

⽇本語の⽂法的な側⾯の知識を修得し、⽇本語の⽂法的な特徴（特に活⽤や動詞の
種類、授受表現、形容詞の特徴、コ・ソ・アの使い分け）について具体例を挙げな
がら⼗分に説明することができる。
修得した知識を運⽤⾯でも活⽤できる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語の⽂法的な側⾯の基本的な知識を修得し、⽇本語の⽂法的な特徴（特に活⽤
や動詞の種類、授受表現、形容詞の特徴、コ・ソ・アの使い分け）について説明す
ることができる。
修得した知識を運⽤⾯でも活⽤できる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語学各論A（⽂
字・表記）

国際学部 外国語等
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
⽇本語が有している複雑な表記体系を理解し、漢字と仮名を中⼼にコンピュータ社
会での漢字のあり⽅について考える。カタカナ表記の増加など、表記法の変化の要
因について考え、今後の⽇本語の表記法についても理解する。

⽇本語の⽂字・表記に関するいくつかの問題を、歴史的な変遷を含めて⼗分に理解
し、説明することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語の⽂字・表記に関する基本的な問題を、歴史的な変遷を含めて理解し、説明
することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語学各論B（⾳
声・⾳韻）

国際学部 外国語等
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
⼈間が⾔語⾳を作り出す際にどのような⾳声器官をはたらかせているか、⾔語⾳発
⽣の仕組みについて理解し、⾳声器官をどのように動かして、⽇本語の⺟⾳や⼦⾳
が作り出されているかを確認する。また、IPA（国際⾳声記号）をもちいて⽇本語を
表記し、他の⾔語の⾳声と⽇本語の⾳声の違いについても理解する。さらに、⽇本
語の⾳韻的特徴（⺟⾳と⼦⾳がどのように組み合わさって⾳節を構成しているか、
拍という概念、促⾳や撥⾳、ガ⾏⿐濁⾳など）、アクセントやイントネーション、
⽇本語⾳の地域差、⽇本語の⾳の歴史的な変遷についても理解する。

⾔語⾳発⽣の仕組みを⼗分に理解することができる。
国際⾳声記号（ＩＰＡ）をもちいて⽇本語を表記し、他の⾔語の⾳声と対照させな
がら、⽇本語の発⾳の特徴を⼗分に説明することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤
能⼒)

⾔語⾳発⽣の基本的な仕組みを理解することができる。
国際⾳声記号（ＩＰＡ）をもちいて⽇本語を表記し、他の⾔語の⾳声と対照させな
がら、⽇本語の発⾳の基本的な特徴を説明することができる。(異⽂化理解・⾔語運
⽤能⼒)

⽇本語学各論C（⽂
法）

国際学部 外国語等
科⽬

3 2

この科⽬は上級・発展科⽬です。
⽇本語にはどのような⽂法規則があるか、具体的な例に基づいて理解する。さまざ
まな⽂法事項の中から⽇本語の特徴を考える際に重要であると思われる助詞のはた
らきや⽂末表現について、具体的な⽤例を挙げながらその法則性を理解する。

⽇本語の特徴を、⽂法の側⾯（特に助詞のはたらきや⽂末表現）から具体例を挙げ
ながら適切に説明することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語の特徴を、基本的な⽂法の側⾯（特に助詞のはたらきや⽂末表現）から説明
することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

⽇本語学各論D（⽇
本語史）

国際学部 外国語等
科⽬

3 2

この科⽬は上級・発展科⽬です。
⽇本語の歴史的な変化について、⾳韻、表記、語彙、⽂法、語法、待遇表現、⽂体
などさまざまな観点からいくつかを取り上げて考えていく。近世から現代までの変
化を中⼼に、現代⽇本語がどのようにして形成されてきたか、江⼾語がどのような
変化を経て東京語となったのか、近代⽇本語がどういう性格をもっているのかなど
を理解する。さらに、⽇本語がこれからどのような⽅向へ変化しつつあるのかなど
についても考える。

歴史上に残る⾔語資料を⽷⼝に、⽇本語の歴史に関する知識を⼗分に理解し、説明
することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

歴史上に残る⾔語資料を⽷⼝に、⽇本語の歴史に関する基本的な知識を理解し、説
明することができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

国際学⼊⾨
国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
この科⽬は、国際学部で学ぶことができる３つのコース、８つのメジャーの⼊⼝と
して位置付けられおり、教員が輪講で授業を担当することによって、各コース、専
攻分野の学びを概観するとともに、その特徴について把握し、コース選択や学修の
重点の発⾒に資することを⽬的とする。

３つのコース、８つのメジャーについて、個々の講義を通してその特徴を正確に理
解し、⾃らの関⼼に引き付けて考察することができる。
(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

３つのコース、８つのメジャーについて、個々の講義を通してその特徴をおおよそ
理解し、⾃らの関⼼に引き付けて考察することができる。(異⽂化理解・多様性理
解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

ジェンダー論A（表
象）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
⽇常的に⽬にする美術作品、写真、映画、アニメ、漫画、あるいは商業的⽬的で作
られるポスターやコマーシャル・フィルムなどのなかに当たり前のように刷り込ま
れている⽂化的な性差を検証し、そうした性差がどのように作られてきたのか歴史
的背景や地域による差異などを多⾓的に考察する。こうした表象がそれぞれの⽂化
で「男性らしさ」「⼥性らしさ」というイメージを形成するのに果たした役割がい
かに⼤きいかを実際の作例で検証することで現代の⽂化や社会をジェンダーという
枠組みで再考することの意義を深く理解する。

それぞれの⽇々を⽣きる存在としての⼈間の精神、その積み重ねとしての⽇常と歴
史を表現の対象とする芸術作品を通して、ジェンダー理論を具体的な実感を伴い理
解することが出来るようになる。
そして、⾃分の⾝近に存在するその他の事象も習得したジェンダー理論を応⽤し
て、分析出来るようになる。(多様性理解・社会の仕組みの理解)

それぞれの⽇々を⽣きる存在としての⼈間の精神、その積み重ねとしての⽇常と歴
史を表現の対象とする芸術作品を通して、ジェンダー理論を具体的な実感を伴い理
解することが出来るようになる。(多様性理解・社会の仕組みの理解)

ジェンダー論B（法
律・経済と労働）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
近年、⼥性の社会進出が⽬覚ましいと⾔われる。⼥性の家庭外での雇⽤就労が増
え、⾃⽴した⼥性の⽣き⽅が可能になってきた。法制度も改正が続いている。だが
そうした過程の進⾏は、その⼀⽅で、少⼦化の深刻化等さまざまな問題を⽣ぜしめ
ている。なぜそうなるのだろうか。またそれらに対し、どのような対策がとられて
きたのだろうか。授業では、⼥性労働を歴史的に考察し、⼥性が働くということそ
のものを根源的に問い直し、近年の⼥性労働がどのように変化してきたか、そこに
はどのような問題、課題があるのか、またそうした⼥性労働に関わる法制度はどの
ように改正されてきたか等、⽇本の状況を中⼼に考察し、加えて必要に応じ、諸外
国との⽐較も⾏う。経済・社会・法律の観点から、⼥性が働くことについての包括
的な理解と知識を習得する。

ジェンダーに⼤きく規定されてきた⼥性の⽣き⽅、働き⽅が、経済社会の進展とと
もにどう変化してきたか、現在どうなっているか、そこにはどのような問題がある
のか等について理解することができる。
⼥性労働に関連する法律の知識を修得することができる。

授業で習得した⼥性労働に関する歴史・法制度を踏まえ、⼥性が働くということに
ついての⾃らの考えを確⽴し、⽇本が抱える課題の解決⽅法を提案することが出来
る。(多様性理解・社会の仕組みの理解)

ジェンダーに⼤きく規定されてきた⼥性の⽣き⽅、働き⽅が、経済社会の進展とと
もにどう変化してきたか、現在どうなっているか、そこにはどのような問題がある
のか等について理解することができる。
⼥性労働に関連する法律の知識を修得することができる。(多様性理解・社会の仕組
みの理解)

ジェンダー論C（セ
クシュアリティ）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
昨今の⽇本社会において、「ジェンダー・フリー」の⾔葉の使⽤をめぐって、「男
らしさ」「⼥らしさ」を不問に付すことに関して、論議を呼んでいる。そもそも
「男」「⼥」は明確に分けられるのだろうか。この授業では、性的存在としての個
⼈の⾃由意志や性的⼈権を考察し、このセクシュアリティにおける性的⾃⽴につい
て考える。ジェンダーとセクシュアリティに関する思い込みを解体するような理論
的枠組みを学んだ上で、セクシュアル・マイノリティ当事者の声、マスメディアや
映画などの表象⽂化を通してジェンダー、セクシャリティ、セクシャルマイノリ
ティに対する知識を得る。

ジェンダーとセクシュアリティについて、基本的な知識を習得することが出来る。

セクシャルマイノリティ(LGBT)に関する世界的潮流についての知識を習得すること
が来出来る。。

講義で学んだジェンダーとセクシャリティに関する理論を応⽤して、世の中の様々
な事象を⾃分で分析・考察出来る。

⽇本社会におけるセクシュアル・マイノリティの問題点を指摘することが出来る。
(多様性理解・社会の仕組みの理解)

ジェンダーとセクシュアリティについて、基本的な知識を習得することが出来る。

セクシャルマイノリティ(LGBT)に関する世界的潮流についての知識を習得すること
が来出来る。。

⽇本社会におけるセクシュアル・マイノリティの問題点を指摘することが出来る。
(多様性理解・社会の仕組みの理解)

ジェンダー論D（地
域と階層）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
21世紀に⼊り、経済のグローバリゼーションが進⾏し、国境を越えて経済的依存・
相互影響が広がりつつある。そのプロセスの中で、国や地域の格差は拡⼤し、⾼度
経済発展をしている中⼼的な国・地域は途上国などの周辺地域を経済的・政治的に
⽀配していく。その過程で貧困層が増⼤し、⾃然環境の破壊が進みます。このよう
な状況下で、世界の⼥性はどのような問題に遭遇しているのだろうか。この授業で
は、さまざまな地域における⼥性の⽣産労働、再⽣産労働、開発参加、貧困、福
祉、エンパワーメントなどの問題を考察する。

⼥性/男性がおかれた社会的状況は、各地域でどのような相違があるのか、具体的に
は「ジェンダー」、「階級」、「カースト・⺠族」、「年齢」といった属性が、
個々⼈の社会的達成にどのような影響を与えているのかを理解することが出来る。
世界の様々な地域の⼥性を取り巻く社会問題を読み解き、⾏動する⼒を養うことが
出来る。(多様性理解・社会の仕組みの理解)

⼥性/男性がおかれた社会的状況は、各地域でどのような相違があるのか、具体的に
は「ジェンダー」、「階級」、「カースト・⺠族」、「年齢」といった属性が、
個々⼈の社会的達成にどのような影響を与えているのかを理解することが出来る。
(多様性理解・社会の仕組みの理解)

地域研究⼊⾨A（地
域と国際⽂化）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
本講義では世界の諸地域間、とりわけ国家間の関係を⽂化という視点から論じる。
急速なグローバル化が進む今⽇の世界においては、国境を超えた、政治、経済活動
を含む広い意味での、⽂化のグローバリゼーションが進⾏しているといえよう。こ
うしたグローバル化し、世界に共通といえるような、ある種普遍的ともいえる⽂化
が拡がる⼀⽅で、逆に特定の地域や固有の集団に独⾃の⽂化が再活性化されると
いった現象も散⾒される。ここではそうした⽂化の複雑な営みおよび多元的で重層
的な諸相について、具体的な事例を検討しつつ論じる。

国際関係を⽂化で⾒た場合における「⽂化のグローバリゼーション」や「グローバ
リゼーションのなかの⽂化」という現象に関する知識を深め、その複雑で重層的な
諸相が理解できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解)

国際関係を⽂化で⾒た場合における「⽂化のグローバリゼーション」や「グローバ
リゼーションのなかの⽂化」という現象に関する知識を深め、その複雑で重層的な
諸相が理解できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解)

地域研究⼊⾨B（地
域情報分析）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
この科⽬では、エリア・スタディーズのひとつの⽅法論として地誌学をとりあげ、
その基礎的内容を包括的に教授する。地誌学とは地域の様々な事象を総合的に捉え
て記述する地理学の⼀分野であり、地域を理解するための基礎的な学問である。し
たがってこの科⽬では、地域を地誌学的に説明するための理論として地域論、空間
論、景観論といった地理学の基本的理論を紹介し、同時に地域を分析するための
様々な⼿法を解説する。

1. 地形図などの地図に記載された内容を正確に理解し、詳細に説明できる。
2. 地域を地誌学的に説明するための基本的理論である地域論、空間論、景観論など
を応⽤して、様々な地域を理論的かつ的確に説明できる。
3. 統計、GISなどの専⾨的⼿法を⽤いて、地域を地図や⽂章で的確に表現できる。
(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解)

1. 地形図などの地図に記載された基本的な内容を理解し説明できる。
2. 地域を地誌学的に説明するための基本的理論である地域論、空間論、景観論など
を⽤いて、特定の地域を必要最低限度説明できる。
3. 統計、GISなどの基本的⼿法を⽤いて、地域を地図や⽂章で必要最低限度表現でき
る。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解)

地域と歴史⼊⾨A
（⽇本史）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
原始から現代に⾄る⽇本史を概説する。そのため、原始・古代・中世・近世・近
代・現代という⼤きな時期区分と、その下にある鎌倉時代などの時代区分を⾏い、
各時代の特徴は何か、ある時代から次の時代への転換・推移の基本的な要因は何
か、を中⼼に講義する。

⽇本史の時代区分・時期区分と、各時代の特徴、推移の基本的要因について、⼗分
に理解し説明できる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解)

⽇本史の時代区分・時期区分と、各時代の特徴、推移の基本的要因について、理解
し説明できる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

地域と歴史⼊⾨B
（世界史）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
「グローバル化」の時代といわれる現代社会が、どのような歴史的プロセスを経て
形成されたのか。それぞれの地域がなぜ、どのようにして結びつくようになったの
か。この世界の結びつき⽅の歴史とその現在への影響について、「モノ」を通して
みた資本主義のあり⽅や、コミュニケーションの変化など、いくつかのトピックを
取り上げながら考える。

「グローバル化」が現在に限られたものではなく、⻑い歴史的なプロセスのなかで
展開し、変化してきたものであることを正確に理解し、具体的な例を挙げながら説
明することができる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解)

「グローバル化」が現在に限られたものではなく、⻑い歴史的なプロセスのなかで
展開し、変化してきたものであることを理解することができる。(異⽂化理解・多様
性理解・社会の仕組みの理解)

Introduction to
Area Studies

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬（GSE)です。
このコースは、エリアスタディーズの分野の⼊⾨コースであり、基礎的な知識を⾝
につけ、この分野の⽅向付けを⾏う機会を提供するものである。アジア、ヨーロッ
パ、アメリカなど世界各地域の社会、経済、政治、外交問題を英語で⽐較、参照
し、その関係を理解することを⽬的としています。

グローバルな社会・経済・政治・外交問題の関連性について、⽐較や参照を英語で
⼗分に説明できる。(異⽂化理解・多様性理解)

グローバルな社会・経済・政治・外交問題の関連性について、⽐較や参照を英語で
最低限説明できる。(異⽂化理解・多様性理解)

コミュニケーション
論⼊⾨A（世界の英
語）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
世界各地に広がった多様な英語の変種を、世界諸英語（world Englishes）と呼び、
世界は、ある地域における英語の使⽤度合いによって、次の３つに⼤別される。そ
れらは１）⺟語としての英語を使⽤する英語国：イギリス、アメリカ、アイルラン
ド、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドなど、２）⺟語ではないが多⾔語
状態で英語が第２⾔語や公⽤語として重要な役割を果たしてきた国や地域：イン
ド、シンガポール、フィリピン、ナイジェリアなど、３）国際補助語としての英語
の重要性を認識し、習得に熱⼼な国や地域：中国、⽇本、ロシア、イスラエル、ス
ウェーデン、ドイツなどである。外国語としての使⽤地域の英語を含め、世界各地
で使⽤されている英語は、多様な⺠族と地域の⽂化を反映している。このように多
様な諸特徴を持つ国際語としての英語について、これらの３地域の諸特徴を理解す
る。そして⽇本⼈としてどのように英語に取り組むべきかを考える。

多様な⺠族と地域の⽂化を反映している世界語（global language）としての英語の
特徴を体系的に理解することができる。（知識、理解）⽇本⼈としてどのように英
語に取り組むべきかを考えることができる。(異⽂化理解・多様性理解)

多様な⺠族と地域の⽂化を反映している世界語（global language）としての英語の
基本的な特徴を理解することができる。（知識、理解）⽇本⼈としてどのように英
語に取り組むべきかを考えることができる。(異⽂化理解・多様性理解)

コミュニケーション
論⼊⾨B（ジェン
ダー）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
世界のことばの中には男⼥差があることが知られている。本講では、ことばとジェ
ンダーの研究に焦点を当て、１）社会全般におけるフェミニズム運動に連動した研
究、２）社会⾔語学における性差研究、３）⼈類学による⺠族誌学的研究のデータ
を⾔語学や社会⾔語学の⽴場から再構築した研究の３つの潮流について学習する。
さらにテレビ、映画、新聞雑誌、広告、漫画や実際の会話を題材に、男⼥がどのよ
うに表現されているか、またどのようにことばを使⽤しているかを分析し、その背
景となる⽂化・社会とのかかわりを考察する。これらを踏まえて世界におけるジェ
ンダーに対する多様な考え⽅を理解し、社会に対して開かれた関⼼と態度を⾝につ
け、また共感⼒を養う。

⽇英語における男⼥の⾔語使⽤の違いが社会の中の性役割をどのように反映してい
るかについての諸理論を体系的に学習し、男⼥によるコミュニケーション⽅法の違
いを解明できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

⽇英語における男⼥の⾔語使⽤の違いが社会の中の性役割をどのように反映してい
るかについての諸理論の基礎的な知識を認識する。(異⽂化理解・多様性理解)

国際コミュニケー
ション論⼊⾨A（異
⽂化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
⼈々の相互意思伝達において、⽂化に起因する要因がいかなる影響を及ぼしている
のかを学習する。授業では、⽂化摩擦、異⽂化適応、カルチャーショック、⾃⽂化
中⼼主義、⽂化変容、アイデンティティ、価値、ステレオタイプ、偏⾒、といった
重要概念を具体的な事例とともに理解する。さらに、⾔語や⽂化の異なる⼈間同⼠
の相互交流の場としてビジネスを取り上げ、特にコミュニケーションの観点から、
交渉や異⽂化摩擦などについて具体的な実例をもとに学習する。

１．異⽂化コミュニケーションの重要概念を包括的に理解し、具体的な事例を挙げ
ながら説明することができる。２．これまでに⾃⾝が体験した国内外でのコミュニ
ケーションの問題やその克服を、授業で学んだ重要概念に触れながら説明すること
ができる。３．⽂化的背景が異なる⼈との関わりにおいて、より良い異⽂化コミュ
ニケーションを実践することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

１．異⽂化コミュニケーションの基本的な概念を理解し、具体的な事例を挙げなが
ら説明することができる。２．これまでに⾃⾝が体験した国内外でのコミュニケー
ションの問題やその克服の例を、授業で学んだ基本的な概念に触れながら挙げるこ
とができる。３．⽂化的背景が異なる⼈との関わりにおいて、より良い異⽂化コ
ミュニケーションを実践することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

国際コミュニケー
ション論⼊⾨B（⾔
語と⼈間）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
国際的な場⾯において⽂化的背景が異なる⼈々がコミュニケーションをはかる際に
⽣じる諸特徴について理解する。⾔語は単にコミュニケーションの道具ではなく、
「物の⾒⽅」の道具でもあるという側⾯から、⾔語学の成果と⽅法をもって、こと
ばの研究を通して⽂化について考察する。その主な内容は「コミュニケーションの
メカニズム」、「⾔語コミュニケ―ション」、「⾮⾔語コミュニケーション」、
「⾔語と思考」、「⾔語と認識」、「サピア・ウオーフの仮説」などで、これまで
の研究の変遷と展望を概観する。

コミュニケーションの諸理論について学習し、⽂化背景の異なる⼈々に対する開か
れた⼼と態度、コミュニケーション⽅法を体系的に理解し、⾝に付けることができ
る。 (異⽂化理解・多様性理解)

コミュニケーションの諸理論について学習し、⽂化背景の異なる⼈々に対する開か
れた⼼と態度、コミュニケーション⽅法の基本的な知識を⾝に付けることができ
る。 (異⽂化理解・多様性理解)

Introduction to
Communication
Studies

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
コミュニケーション研究の分野における導⼊を⾏う。履修学⽣には基本的な知識を
発展させ、この分野において⾃ら探究するための能⼒を養う。コミュニケーション
研究における中⼼的トピックを取り上げつつ、⼈間のコミュニケーションのあり⽅
についての理解を深める。

1. コミュニケーション研究に広くかかわる概念を説明し、応⽤することができるよ
うになる。
2. コミュニケーション研究における中⼼的トピックの詳細を要約することができる
ようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

1. コミュニケーション研究にかかわる概念を説明し、応⽤できるようになる。
2. コミュニケーション研究における中⼼的トピックを要約できるようになる。(異⽂
化理解・多様性理解)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⽐較⽂化⼊⾨A（社
会⽣活）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
地球が⼀つの共同体となりつつある今⽇、世界の多様な諸⽂化の中で⽣きる私たち
にとって、⽂化の交流や相互理解が極めて重要な課題となっている。20世紀半ば頃
から急速に発展したこの分野は、複数の⽂化を想定しつつ、⽐較という⽅法で、広
い意味での⽂化現象を新たに捉え直そうとする試みといえよう。ここでは、この学
問分野の成⽴の背景、歴史的発展、意義などをまず概略し、具体的な研究の事例を
幾つか紹介しながら、そのなし得る貢献や可能性、限界や問題点を検討する。

世界の多様な諸⽂化を学びつつ、⽐較という⼿法を⽤いて⾃⽂化を含む様々な⽂化
を相対化することで、⽂化の更なる理解を深めることができるようになる。(異⽂化
理解・多様性理解)

世界の多様な諸⽂化を学びつつ、⽐較という⼿法を⽤いて⾃⽂化を含む様々な⽂化
を相対化することで、⽂化の更なる理解を深めることができるようになる。(異⽂化
理解・多様性理解)

⽐較⽂化⼊⾨B（表
象）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
ある特徴的な同⼀の⽂化的題材について、国・地域・⼈種・宗教などの相違によっ
てどのように違った捉え⽅がなされるのか調査し、それらを⽐較検討することによ
り⾒えてくる⽂化の様相に考察を加える。また、⽂化の⽐較にはどのようなアプ
ローチ⽅法や分析⽅法があるかを提⽰する。

⽂化を⽐較するアプローチや分析⽅法が理解できる。
具体的な⽂化⽐較を⾏うことができる。
適切な分析⽅法を使って⽂化⽐較のレポートを作成できる。(異⽂化理解・多様性理
解)

⽂化を⽐較するアプローチや分析⽅法がある程度まで理解できる。
具体的な⽂化⽐較を基本程度には⾏うことができる。。
分析⽅法を使った⽂化⽐較ついての、基本レベルのレポートを作成できる。(異⽂化
理解・多様性理解)

国際関係⼊⾨A（国
際秩序）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
国際社会の秩序を形成している原則や規範について歴史的、理論的に考察し、社会
科学の⽤語の正しい使⽤法を学びつつ、国際関係論の基礎概念を習得する。「主
権」のような基礎概念が歴史的にどのように形成されてきたかを理解することに注
⼒し、そうした基礎概念を今⽇のグローバリゼーションの進展で起こる新しい課題
の考察に活⽤する思考法を習得する。

１．国際関係論の基礎概念について、社会科学の⽤語を⽤いて正確に説明できる。
２．グローバリゼーションの進展によって起こる課題を⾒出し、国際関係論の基礎
概念を⽤いて考察することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

１．国際関係論の基礎概念について、基本的な事項を説明できる。
２．グローバリゼーションの進展によって起こる課題を⾒出すことができる。(問題
発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際関係⼊⾨B（対
外政策分析）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
国際社会のなかで個々の国家などのアクター（⾏為主体）がとる対外政策（外交政
策）の決定過程分析に必要な理論について理解し、具体的な事例でそれを⽤い、考
察する。対外政策の主要理論であるリアリズム、リベラリズム、コンストラクティ
ヴィズムの基本的な考え⽅を理解する。理論は実際に起こった歴史事象から析出さ
れたものなので、授業ではヴィデオなども利⽤して、具体的な事例の分析を⾏いな
がら考察する。

１．対外政策の決定過程について理解し、国ごとの制度の違いを踏まえた説明がで
きる。
２．具体的な事例をもとに対外政策の決定過程について、主要な理論に従って分析
を⾏い、レポートを作成することができる。
３．対外政策の主要理論であるリアリズム、リベラリズム、コンストラクティヴィ
ズムについて、代表的な論者をあげながら、それぞれの特徴を説明できる。(問題発
⾒・分析・解決・リーダーシップ)

１．対外政策の決定過程について、基本的な事項を説明できる。
２．具体的な事例をもとに対外政策の決定過程について、レポートを作成すること
ができる。
３．対外政策の主要理論であるリアリズム、リベラリズム、コンストラクティヴィ
ズムについて、基本的な事項を説明できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシッ
プ)

Introduction to
Global Studies

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
国際関係は国家間の関係を基礎としつつも、現代の国際社会では地球規模の共通の
課題を抱え、特定の地域の事象が全世界的な影響を持つなど、グローバルな視点に
⽴った分析を不可⽋としている。この科⽬では、今⽇のグローバリゼーションの進
展で起きる様々な事象について、国際関係論の理論を⽤いて、学際的に分析する⼿
法を習得する。

グローバリゼーションの進展によって起こる事象を⾒出し、国際関係論の基礎概念
を正確に⽤いて考察することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

グローバリゼーションの進展によって起こる事象を⾒出し、国際関係論の基礎概念
との関連を指摘することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

経済分析⼊⾨A（ミ
クロ経済学⼊⾨）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
経済学には、マクロ経済学とミクロ経済学という理論体系がある。本科⽬では、初
級ミクロ経済学を学び、経済学的な物の考え⽅の⼟台を作ることを⽬標とする。現
実経済や社会の問題を、基礎的なミクロ経済理論を⽤いて説明し、考察できる⼒を
つける。具体的には、消費者や企業といった経済主体の⾏動、両者が取引を⾏う市
場について、さらには、市場の限界、政府の役割などについても学ぶ。新しい経済
学とされる、ゲーム理論、⾏動経済学についても基本的な考え⽅も習得する。

ミクロ経済学に関する基本的⽤語、基本的な図やグラフを応⽤して、現代経済にお
ける問題を深く考えることができる。
各経済主体の合理的な意思決定及び市場の役割と限界について理解し、経済全体の
流れを発展的に分析することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

ミクロ経済学に関する基本的⽤語、基本的な図やグラフを応⽤して、現代経済にお
ける問題を考えることができる。
各経済主体の合理的な意思決定及び市場の役割と限界について理解し、経済全体の
流れを分析することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

経済分析⼊⾨B（マ
クロ経済学⼊⾨）

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
経済学には、マクロ経済学とミクロ経済学という理論体系がある。本科⽬では、初
級マクロ経済学を学び、経済学的な物の考え⽅の⼟台を作ることを⽬標とする。ミ
クロ経済学で学習した消費者や企業といった経済主体の活動の集⼤成の結果、経済
全体がどう動くのか、考察する⼒をつける。具体的には、国の富（所得）や経済成
⻑について学ぶとともに、労働市場（雇⽤と失業）、クレジット市場、⾦融システ
ム、さらには、景気変動、マクロ経済政策について、基礎的なマクロ経済学的な考
え⽅を習得する。

マクロ経済学に関する基本的な⽤語を理解し、それらの⽤語を⽤いて現代経済の仕
組みを的確に説明することができる。
マクロ経済学の知識や分析⽅法を⽤いて、実際の経済問題について発展的に考察す
ることができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

マクロ経済学に関する基本的な⽤語を理解し、それらの⽤語を⽤いて現代経済の仕
組みを説明することができる。
マクロ経済学の知識や分析⽅法を⽤いて、実際の経済問題について考察することが
できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

Introduction to GSE
Communication
Skills

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
この科⽬は、グローバル社会で求められる英語コミュニケーション・スキルを発展
させることに重点を置く。授業では⾃らの考えや意⾒を英語で伝え、共有するため
の諸技能を改善するための機会を提供する。

１．国際社会で円滑なコミュニケーションを図るために必要な事項を英語で⼗分に
説明することができる。
２．正確な英語で⾃分の意⾒を⼗分に述べることできる。(⾔語運⽤能⼒)

１．国際社会で円滑なコミュニケーションを図るために必要な事項を英語で最低限
説明することができる。
２．英語で⾃分の意⾒を最低限述べることができる。(⾔語運⽤能⼒)

Topics in GSE
Communication
Skills

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
この科⽬は、グローバル社会で求められる英語コミュニケーション・スキルを発展
させることに重点を置く。授業では個⼈間のコミュニケーションを理解し、さまざ
まな状況において英語を⽤いる機会を提供する。

１．さまざま場⾯における対⼈コミュニケーションの⽅法について英語で⼗分な説
明ができる。
２．具体的な場⾯で英語での対⼈コミュニケーションの⽅法を活⽤できる⼗分な⼒
を⽰せる。(⾔語運⽤能⼒)

１．さまざま場⾯における対⼈コミュニケーションの⽅法について英語で最低限の
説明ができる。
２．具体的な場⾯で英語での対⼈コミュニケーションの⽅法を活⽤できる最低限の
⼒を⽰せる。(⾔語運⽤能⼒)

国際事情/フィール
ドワーク

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
本科⽬は、国際学部の学びにかかわるテーマにもとづく研修旅⾏を中⼼に構成され
る。その際、徹底的な事前学習を⾏い、充分な予備知識・問題意識を得たうえで、
⽬的地へ向かうことになる。現地では、授業テーマに沿った⾒学、調査、交流を⾏
う。帰国後は、参加者各⾃が報告書を作成し、その成果を総括する。
（4年次の履修は、原則として前期実施の場合に限られる。）

実際に異⽂化と接した時に体験する様々なこと―異なる社会や⽂化のあり⽅につい
て、準備段階で学んだり考えたりしたことと突き合わせ、しっかりその理解を定着
させる。さらに特定の分野に関して、実地調査に基づいた学問的知識を⼗分に深め
る。
現地の⼈々との会合等を持つなかで、異⽂化理解を深め、国際交流の在り⽅も学ぶ
ことができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒・社会の仕組み
の理解・問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

実際に異⽂化と接した時に体験する様々なこと―異なる社会や⽂化のあり⽅につい
て、準備段階で学んだり考えたりしたことと突き合わせ、その理解を定着させる。
さらに特定の分野に関して、実地調査に基づいた学問的知識を深める。
現地の⼈々との会合等を持つなかで、異⽂化理解を深め、国際交流の在り⽅も学ぶ
ことができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒・社会の仕組み
の理解・問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

GSE Introductory
Research Seminar

国際学部 専⾨基礎
科⽬

1 2

この科⽬は専⾨基礎科⽬です。
GSEプログラムでの学修にあたっての基本的な知識とスキルの修得によって、２年
次以降のGSE基礎演習、国際専⾨演習のより専⾨的な学修への橋渡しを⾏う。研究
テーマの設定の仕⽅、⽂献資料の収集と整理⽅法、⽂献の読み⽅、研究発表の⽅
法、ディベートの実践、論⽂やレポート執筆のための基礎的知識と論旨の組み⽴て
⽅などを具体的テーマに沿って学ぶ。最終的に各⾃の関⼼に従って選択したテーマ
で⼩論⽂を完成させる。

教養・基礎ゼミナールで学んだ⼤学で学ぶための基本的技術を実践的に運⽤し、英
語による⽂献検索、資料収集、⽂献の批判的読解、発表、討論、レポートの作成な
どを、⼗分できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒・社会の仕
組みの理解・問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

教養・基礎ゼミナールで学んだ⼤学で学ぶための基本的技術を実践的に運⽤し、英
語による⽂献検索、資料収集、⽂献の批判的読解、発表、討論、レポートの作成な
どを、最低限できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒・社会の
仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

ジェンダーとリー
ダーシップ

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
国際学部で扱われる様々な地域、分野において、ジェンダーの問題はどのように認
識され、議論されているのか。また、ジェンダーギャップのなかで、リーダーシッ
プはどのように発揮されうるのか。本講義では、主に輪講の形態をとりつつ、グ
ローバルかつ学際的な観点から、ジェンダーとリーダーシップの問題や取り組むべ
き課題を取り上げ、⽐較を通してジェンダーとリーダシップに対する理解を深める
ことを⽬的とする。

授業で取り上げられた学問分野において、ジェンダーの問題はどのように扱われて
いるのかを正確に理解し、各地域、学問分野間の⽐較を的確に⾏うことができる。
（異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・リーダーシップ）

授業で取り上げられた学問分野において、ジェンダーの問題はどのように扱われて
いるのかを理解し、各地域、学問分野間の⽐較を⾏うことができる。（異⽂化理
解・多様性理解・社会の仕組みの理解・リーダーシップ）

国際ジェンダー論A
（グローバル社会の
ジェンダー)

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
経済的には「先進国」とされる⽇本は、男⼥間の社会的格差を表す「ジェンダー・
ギャップ指数」のランキングにおいて、むしろ「後進国」とみなされている。な
ぜ、あるいはどのような点において⽇本は「後進国」なのか、ということを考える
には、「先進国」とされる地域の事例や、さらに「後進国」とみなされる地域の⼥
性たちがおかれた状況について、考える必要がある。本科⽬では、海外のさまざま
な地域の⼥性の社会的⽴場や男⼥間格差の事例を取り上げながら、いかにジェン
ダーが社会的に構築されてきたのか、その背景にある⽂化的、社会的要因について
考察する。

世界の諸地域におけるジェンダー問題について、その背景を含め、正確に説明する
ことができる。また、それとの⽐較を通して、⽇本社会が持つ課題について的確に
説明することができる。（異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組み理解）

世界の諸地域におけるジェンダー問題について、その背景を含め説明することがで
きる。また、それとの⽐較を通して、⽇本社会が持つ課題について説明することが
できる。（異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組み理解）

国際ジェンダー論B
（セクシャル・マイ
ノリティーと社会)

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
LGBT、LGBTQ、LGBTQIA+などといった呼称、およびその変遷にもあるように、
セクシャリティーをめぐる考え⽅は、近年⼤きく変化し、多様化してきた。しか
し、この多様化は摩擦なしに認められたわけではなく、また今も摩擦が存在してい
るといえる。本科⽬では、「セクシャル・マイノリティー」とみなされる⼈びとの
歴史や⽂化を国際⽐較あるいは連携の視点も取り⼊れつつ、考察する。

セクシャリティーの多様化について、そのプロセスを具体的な例とともに的確に説
明することができる。「セクシャル・マイノリティー」の⼈々の社会的⽴場につい
て、⽇本の状況を国際⽐較の視点から的確に説明することができる。（異⽂化理
解・多様性理解・社会の仕組み理解）

セクシャリティーの多様化について、そのプロセスを例とともに説明することがで
きる。「セクシャル・マイノリティー」の⼈々の社会的⽴場について、⽇本の状況
を国際⽐較の視点から説明することができる。（異⽂化理解・多様性理解・社会の
仕組み理解）



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

現代世界の地誌A
（⽇本・アジア）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

⽇本・アジアの全体像とそれを構成する個々の地域の地域性について、地誌学的に
講義する。地誌学とは地域の様々な事象を総合的に捉えて記述する地理学の⼀分野
であり，地域を理解するための基礎的な学問である。そうした視座に⽴脚したうえ
で，⽇本・アジアの地域像を総合的に論じると同時に，個々の地域の地域差とその
成⽴要因を解説する。

1. アジアの全体像を⼀つの⽂化地域として的確に説明できる。2. ⽇本・アジアの各
地の多様性とそれが形成された背景を、理論的かつ的確に説明できる。3. 授業中の
課題や事前・事後学修に積極的に取り組み，⽇本・中国の地誌を主体的かつ積極的
に理解しようと⽇常的に⼼掛けている。（異⽂化理解・多様性理解）。

1. アジアの全体像を⼀つの⽂化地域として説明できる。2. ⽇本・アジアの各地の多
様性とそれが形成された背景を、理論的に説明できる。3. 授業中の課題や事前・事
後学修に取り組み，⽇本・中国の地誌を主体的に理解しようと⽇常的に⼼掛けてい
る。（異⽂化理解・多様性理解）。

現代世界の地誌B
（ヨーロッパ）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
ヨーロッパの全体像とそれを構成する個々の地域の地域性について、地誌学的に講
義する。地誌学とは地域の様々な事象を総合的に捉えて記述する地理学の⼀分野で
あり，地域を理解するための基礎的な学問である。そうした視座に⽴脚したうえ
で，ヨーロッパの地域像を総合的に論じると同時に，個々の地域の地域差とその成
⽴要因を解説する。

1. ヨーロッパの全体像を⼀つの⽂化地域として的確に説明できる。
2. ヨーロッパ各地の多様性とそれが形成された背景を、理論的かつ的確に説明でき
る。
3. 授業中の課題や事前・事後学修に積極的に取り組み，ヨーロッパの地誌を主体的
かつ積極的に理解しようと⽇常的に⼼掛けている。。(異⽂化理解・多様性理解)

1. ヨーロッパの全体像を⼀つの⽂化地域としてある程度説明できる。
2. ヨーロッパ各地の多様性とそれが形成された背景を、ある程度説明できる。
3. 授業中の課題や事前・事後学修に取り組み，ヨーロッパの地誌を理解しようと努
めている。。(異⽂化理解・多様性理解)

現代世界の地誌C
（アメリカ）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
アメリカの全体像とそれを構成する個々の地域の地域性について、地誌学的に講義
する。地誌学とは地域の様々な事象を総合的に捉えて記述する地理学の⼀分野であ
り，地域を理解するための基礎的な学問である。そうした視座に⽴脚したうえで，
アメリカの地域像を総合的に論じると同時に，個々の地域の地域差とその成⽴要因
を解説する。

1. アメリカの全体像を⼀つの⽂化地域として的確に説明できる。
2. アメリカ各地の多様性とそれが形成された背景を、理論的かつ的確に説明でき
る。
3. 授業中の課題や事前・事後学修に積極的に取り組み，アメリカの地誌を主体的か
つ積極的に理解しようと⽇常的に⼼掛けている。（異⽂化理解・多様性理解）

1. アメリカの全体像を⼀つの⽂化地域としてある程度説明できる。
2. アメリカ各地の多様性とそれが形成された背景を、ある程度説明できる。
3. 授業中の課題や事前・事後学修に取り組み，アメリカの地誌を理解しようと努め
ている。（異⽂化理解・多様性理解）

現代社会と⽂学A
（⽇本）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
主に⽇本の近代・現代⽂学と現代社会との関わりを中⼼に検討し、そこから浮かび
あがる問題・テーマについて幅広く考察する。また、「⽂学」以外にも広く現代社
会と関わる⽂化や様々なジャンルの作品も積極的に活⽤する。

⽂学のリアリティや表現⼒を理解し、現代社会の本質を認識できる。
⽂学が描く⼈間や社会背景の複雑なありようを抽出・分析することができる。
適切な分析⽅法を使って⽂学と現代社会の関係についてのレポートを作成できる。
(異⽂化理解・多様性理解)

⽂学のリアリティや表現⼒を理解し、現代社会の本質をある程度まで認識できる。
⽂学が描く⼈間や社会背景の複雑なありようの基礎的な抽出・分析ができる。
分析⽅法を使って⽂学と現代社会の関係についての、基本レベルのレポートを作成
できる。(異⽂化理解・多様性理解)

現代社会と⽂学B
（外国）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
「⽂学」は、それが誕⽣する時代の思潮や社会背景を反映し、同時に、いつの時代
や社会にも通じる普遍性を持ちうる。古典や近代の作品も当時の社会状況を写し取
り、その後の新たな解釈や評価を含みつつ、現代まで続いている。現代社会におい
てそれらの「⽂学」を解釈し考察することは、現代社会を読み解く鍵となり得る。
その意味で、「⽂学」と現代社会の関係を読み解いていく。

⽂学のリアリティや表現⼒を理解し、現代社会の本質を認識できる。
⽂学が描く⼈間や社会背景の複雑なありようを抽出・分析することができる。
適切な分析⽅法を使って⽂学と現代社会の関係についてのレポートを作成できる。
(異⽂化理解・多様性理解)

⽂学のリアリティや表現⼒を理解し、現代社会の本質をある程度まで認識できる。
⽂学が描く⼈間や社会背景の複雑なありようの基礎的な抽出・分析ができる。
分析⽅法を使って⽂学と現代社会の関係についての、基本レベルのレポートを作成
できる。(異⽂化理解・多様性理解)

現代社会と芸術A
（歴史）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
19世紀からヨーロッパで美術は社会と⽇常⽣活の中で発展する。その発展の背景に
は様々な理由がある。１つに産業⾰命で豊かになったブルジョア達は⾃分の家に絵
画や彫刻など装飾品として置く様になったことだ。また、市⺠は美術館やサロンへ
⾜を運ぶようになる。この事情に基づいてこの授業では19世紀から現在にかけての
芸術と社会の歴史を紹介する。それを通して、芸術が社会に与える意味について考
察を深めることを⽬的とする。

1. 現代社会とヨーロッパの芸術について、その特質や時代を超えた影響⼒等を的確
に理解し、説明できる。
2. 授業中の課題や事前・事後学修に積極的に取り組み， 現代社会とヨーロッパの芸
術について、主体的かつ積極的に理解しようと努めている。(異⽂化理解・多様性理
解)

1. 現代社会とヨーロッパの芸術について、その特質や時代をある程度的確に理解
し、説明できる。
2. 授業中の課題や事前・事後学修に積極的に取り組み， 現代社会とヨーロッパの芸
術について、ある程度までは理解しようと努めている。(異⽂化理解・多様性理解)

現代社会と芸術B
（ジェンダー）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
社会的・⽂化的な性差がいかにして形成されたかを⾒るのに美術ほど雄弁なものは
なかろう。本講義は新たなジェンダー的視点で諸地域の美術作品を読み直すことに
よって、今まで語られてこなかった歴史の別の世界が⾒えてくることを具体的な作
品を分析することで明らかにする。そこから何故現代の社会でこうしたまなざしの
⾒直しが必要であるかを考察する。

特定の地域の美術作品をジェンダーの観点から分析し、視覚的表現や視覚的情報に
含まれる性差の問題を正確に捉えることができる。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパの美術作品をジェンダーの観点から分析し、視覚的表現や視覚的情報に
含まれる性差の問題をおおよそ捉えることができる。(異⽂化理解・多様性理解)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

国際関係史A（総
論）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
ナショナリズムと国⺠国家、資本主義・市場経済と社会主義、植⺠地⽀配と脱植⺠
地化、科学技術の発達、技術⼒および⼯業⼒に規定される現代の戦争の特質、⼤衆
の政治参加・⺠主主義など、現代史における国家間の関係に多⼤な影響を及ぼした
現象・運動に着⽬し、20世紀の国際関係史におけるダイナミックな変化に対する理
解を深める。

19世紀末・20世紀はじめから今⽇に⾄るまで、国際関係の歴史や世界の様々な⼈々
の⽣活に影響を与えてきた重要な思想・運動や社会の変動について理解できる。(問
題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

19世紀末・20世紀はじめから今⽇に⾄るまで、国際関係の歴史や世界の様々な⼈々
の⽣活に影響を与えてきた重要な思想・運動や社会の変動に関する基礎的な事項に
ついて最低限理解できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際関係史B（各
論）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際関係史Iでの国際関係史の⼤きな流れに関する理解を前提に、第⼀次世界⼤戦、
戦間期、第⼆次世界⼤戦、「冷戦」期や第三世界における変動など、20世紀の国際
関係史における主要な出来事を時系列的に学ぶとともに、歴史の事実とその背景と
なる政治、経済、⽂化などの要因に関する理解を深める。

20世紀の国際関係史における主要な出来事を、「国際関係史I」で学んだこれまでの
国際関係の歴史の様々な特徴を念頭において再検討し、理解できる(異⽂化理解・多
様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

20世紀の国際関係史における主要な出来事に関する基礎的な事項を、「国際関係史
I」で学んだこれまでの国際関係の歴史の様々な特徴を念頭において再検討し、最低
限理解できる(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解
決)

社会情報分析の基礎
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際社会関係の上級・発展科⽬履修に向けて、次のような社会情報を分析する基礎
を学修する。世論の国際⽐較データによる国ごとの価値観や政治⽂化の違いの分析
⽅法を理解し応⽤する。
マスメディアの議題設定効果、争点注⽬サイクルなどの分析概念を理解し応⽤す
る。
内外の⼈⼝動態データを⽐較し、その経済活動や政治への影響を考察する。
以上の社会情報と関連する研究所や政府・国際機関やデータベースのデータをダウ
ンロードし、散布図、ヒストグラム、⼀覧表など⼀⽬で分かる形に加⼯する、など
の⼿法を理解し応⽤する。

１．世論の国際⽐較データによる国ごとの価値観や政治⽂化の違いを⼗分に説明で
きる。
２．マスメディアの議題設定効果、争点注⽬サイクルなどの分析概念を使いこなし
た説明ができる。
３．内外の⼈⼝動態データを⽐較し、その経済活動や政治への影響について、⾃分
の考えを⼗分に説明できる。
４．以上の社会情報と関連する研究所や政府・国際機関やデータベースのデータを
ダウンロードし、散布図、ヒストグラム、⼀覧表など⼀⽬で分かる形に加⼯した資
料を難なく作成できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

１．世論の国際⽐較データによる国ごとの価値観や政治⽂化の違いを⼗分に説明で
きる。
２．マスメディアの議題設定効果、争点注⽬サイクルなどの分析概念を使った最低
限の説明ができる。
３．内外の⼈⼝動態データを⽐較し、その経済活動や政治への影響について、⾃分
の考えについて最低限の説明ができる。
４．以上の社会情報と関連する研究所や政府・国際機関やデータベースのデータを
ダウンロードし、散布図、ヒストグラム、⼀覧表などを最低限盛り込んだ資料を、
時間をかければ作成できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

政治分析の基礎
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際社会関係の専⾨上級・発展科⽬科⽬履修に向けた基礎学⼒を養うことを⽬指し
て、政治の基本的な仕組みはどうなっているか、何が政治を動かすのか、数字や
データに基づいて政治をどう捉えるかなどについて、最新のメディア情報、世論調
査、公式統計などに触れながら理解する。

１．政治の基本的な仕組みはどうなっているか、何が政治を動かすのか、数字や
データに基づいて政治をどう捉えるかなどについて⼗分な説明ができる。
２．最新のメディア情報、世論調査、公式統計などのデータを⼗分に使いこなせる
(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

１．政治の基本的な仕組みはどうなっているか、何が政治を動かすのか、数字や
データに基づいて政治をどう捉えるかなどについて最低限の説明ができる。
２．最新のメディア情報、世論調査、公式統計などのデータを最低限使える。(問題
発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

グローバル経済論A
（総論）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
グローバル経済の仕組みを理解する導⼊的な学習を⽬指し、経済事象への関⼼を⾼
め、⾃らの問題意識を⾼めることを⽬標とする。グローバル化時代において、ヒ
ト、モノ、カネ、サービス、情報が容易に国境を越え、量的にも質的にも経済活動
が進展し、多様化している。具体的には、国際労働⼒移動、国際貿易、多国籍企業
の事業展開、⾦融・資本取引の国際化など、さまざまな形でのグローバル化が進ん
でいる。また、世界貿易機関、国際通貨基⾦、世界銀⾏などの国際機関もグローバ
ル経済の規律と発展のために重要な役割を果たしている。本科⽬では、グローバル
経済の背後にある理論的・歴史的・政策的背景を概観するとともに、経済学の基礎
的知識も応⽤することにより、グローバル経済の現実を理解する。

グローバル化が進⾏する中でどのような経済的な動きが展開され、どのような問題
が⽣じているかを概観し、現状への認識を⾼めることができる。
グローバル経済に関する⾝近な問題を通して、経済のグローバル化を⾃分の問題と
して認識し、考えることができる。
グローバル経済に関連する経済学の基礎知識や専⾨⽤語について理解し、それらを
活⽤することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

グローバル化が進⾏する中でどのような経済的な動きが展開され、どのような問題
が⽣じているかを概観し、現状への認識を⼀定程度⾼めることができる。
グローバル経済に関する⾝近な問題を考えることができる。
グローバル経済に関連する経済学の基礎知識や専⾨⽤語について理解できる。(問題
発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

グローバル経済論B
（各論）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
現代グローバル経済の仕組みを理解するためには、グローバル経済の特性や国際貿
易、国際⾦融のシステムを理解するとともに、グローバル経済の歴史的展開につい
ての理解と基礎知識の修得も必要となる。本科⽬では、ブレトンウッズ（IMF・
GATT）体制の成⽴、変動相場制への移⾏、ケインズ主義的経済政策から新⾃由主義
的政策への経済政策の路線転換など、グローバル経済システムや経済政策の変遷を
学ぶ。さらに、IT⾰命、⾦融資本主義の世界的展開、サブプライム問題、リーマン
ショックといったグローバル経済化の変遷とその構造的問題を考察するとともに、
EUやASEANに代表されるリージョナリズム（地域主義）的な域内経済協⼒・経済統
合・連携の促進についても、地域経済論的な観点から学習する。

国際⾦融制度など、経済のグローバル化に関する地域的・歴史的変遷と、各時代の
制度が内包していた構造的諸問題を理解できる。
グローバル化が進む⼀⽅、EUやASEANなどにみられる地域主義的な経済統合・連携
の動向を理解し、⾃らの⼒で、その背景や要因も含めて深く考察できる。
(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際⾦融制度など、経済のグローバル化に関する地域的・歴史的変遷と、各時代の
制度が内包していた構造的諸問題を⼀定程度理解できる。
グローバル化が進む⼀⽅、EUやASEANなどにみられる地域主義的な経済統合・連携
の動向を理解し、その背景や要因も考察できる。
(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

⽇本の社会A（近代
社会の形成）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
主に⽇本の近現代社会の発展を、政治・経済などとともに⽂化・教育の側⾯から考
察する。⽂化・教育の発展の歴史を通して、「⽇本の社会」の歴史的発展を⾒てい
く。またその場合、ジェンダー・〈⼥性〉の視点を重視する。

⽇本の社会の成り⽴ちや歴史、またその特徴や性質等について充分に理解できる。
⽇本の社会について様々なテーマや問題点を考察できる。
適切な分析⽅法を使って⽇本の社会についてのレポートを作成できる。(異⽂化理
解・多様性理解)

⽇本の社会の成り⽴ちや歴史、その特徴や性質等についてある程度まで理解でき
る。
⽇本の社会について様々なテーマや問題点をある程度考察できる。
分析⽅法を使って⽇本の社会についての、基本レベルのレポートを作成できる。(異
⽂化理解・多様性理解)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⽇本の社会B（⼥
性）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
「⽇本の社会」における「⼥性」の位置・有りようをよく表したフィクション作品
を取り上げ、そこから「⽇本の社会」の持つ特質や問題点をあぶりだす。その際、
とくに映画・ドラマ・アニメなどに登場する「⼥性」たちを取り上げ、恋愛・結
婚、就職・⼦育て等について〈⼥性と社会〉との関係について分析・考察する。

⽇本の社会や〈⼥性〉の現在に⾄るまでの歴史や状況が理解できる。
⽇本の社会について様々なテーマや問題点を考察できる。
適切な分析⽅法を使って⽇本の社会についてのレポートを作成できる。(異⽂化理
解・多様性理解)

⽇本の社会や〈⼥性〉の現在に⾄るまでの歴史や状況がある程度まで理解できる。
⽇本の社会について様々なテーマや問題点を基本レベルでは考察できる。
分析⽅法を使った⽇本の社会についての、基本レベルのレポートを作成できる。(異
⽂化理解・多様性理解)

⽇本の歴史A（前近
代）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
古代から近世に⾄る⽇本を取り巻く国際・⽂化交流史を中⼼に講義する。東アジア
を中⼼とした⼈とモノの移動に伴う政治・経済関係は、古代から近世にかけてどの
ように変動していったのか？をテーマに、国際・⽂化交流を担った⼈々の思想や、
⽇本の社会・経済の状況と変化に注⽬する。

古代から近世に⾄る⽇本を取り巻く国際・⽂化交流史に関する基本的な事項につい
て、⼗分に理解し説明できる。古代から近世にかけての重要な出来事について歴史
学の⽴場から⼗分に理解し説明できる。(異⽂化理解・多様性理解)

古代から近世に⾄る、⽇本を取り巻く国際・⽂化交流史について、理解し、説明で
きる。重要な歴史上の出来事の経緯と背景を理解し、説明できる。(異⽂化理解・多
様性理解)

⽇本の歴史B（近現
代）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
⽇本の近代（幕末〜昭和戦前・戦時期）の政治・経済・国際関係史を講義する。⽇
本の近代はグローバリゼーションと戦争の時代であった。社会のなかで⼈々がどの
ように⾏動し、選択したのかを、歴史資料の読解を重視し、様々な⾓度から複眼的
に考察する。

⽇本の近代史の重要トピックについて、その経緯・背景・因果関係を⼗分に理解
し、説明できる。(異⽂化理解・多様性理解)

⽇本の近代史の重要トピックについて、その経緯・背景・因果関係を⼗分に理解
し、説明できる。(異⽂化理解・多様性理解)

アジアの社会A（現
代中国社会）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
中国社会または中国政治の仕組みに関する基本知識を習得した上で、中華⼈⺠共和
国成⽴後の変動を考察し、とりわけ改⾰開放後における社会の変容および社会階層
の分化をテーマごとに学ぶ。

中国社会または政治制度に関する基本知識を⾝に付け、改⾰開放後における社会の
変容および社会階層の分化を具体的に理解することができる。（異⽂化理解・多様
性理解）

中国社会または政治制度に関する基本知識を⾝に付け、改⾰開放後における社会の
変容および社会階層の分化を具体的に理解することができる。（異⽂化理解・多様
性理解）

アジアの社会B（ア
ジア社会の多層性）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
多層的な社会を有するアジア各国のなかで、とくに東アジアの国々の社会の多層性
を学ぶ。

アジア各国の社会にかんする基礎知識を⾝に付け、その特質を⼗分に理解し説明す
ることができる。（異⽂化理解・多様性理解）

アジア各国の社会にかんする基礎知識を⾝に付け、その特質を理解し説明すること
ができる。（異⽂化理解・多様性理解）

アジアの社会C（ア
ジア諸地域）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
アジアは実に広範な国・地域を包括した地域概念であるが、ここでは特定の地域を
対象をしながら、当該地域の社会構造や⽂化的特徴に焦点を当てて検討を⾏う。⽂
化の伝播と受容による諸影響の下、アジアにおける社会変動や多様性はいかなる独
⾃のアイデンティティ形成を可能とさせたのか。アジアの社会が抱える課題につい
てもふれつつ、その複雑さと個性に対する正確な理解へとつなげることを⽬的とす
る。

アジアの社会を時系列で概観し、社会構造や⽂化的特徴を踏まえながら、社会変動
や域内の多様性がいかなる独⾃のアイデンティティ形成を可能とさせたのかについ
て的確に説明できる。アジアの社会が抱える課題について具体的な関⼼を持つこと
ができる（異⽂化理解・多様性理解）

アジアの社会を時系列で概観し、社会構造や⽂化的特徴を踏まえながら、社会変動
や域内の多様性がいかなる独⾃のアイデンティティ形成を可能とさせたのかについ
て説明できる。アジアの社会が抱える課題について関⼼を持つことができる（異⽂
化理解・多様性理解）

アジアの歴史A（韓
国・朝鮮を中⼼とす
るアジア史）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
アジア史を韓国・朝鮮の歴史観を中⼼に据えて検討を⾏う。古代から現代にいたる
まで、中国、⽇本、モンゴルなどの諸外国との⽂化交流や相互作⽤は重要であった
が、なかでも、中国の影響を受けながら独⾃の⽂化を形成した朝鮮半島の⽂化は、
⽇本にも多⼤な影響を与えた。⼀⽅で、近現代においては帝国⽇本に植⺠地として
組み込まれただけでなく、第⼆次世界⼤戦を経て⽇帝時代が終焉を迎えた後、南北
国家の樹⽴と朝鮮戦争によって⺠族が分断されることとなった。本科⽬では、韓
国・朝鮮を中⼼としたアジアの歴史的な展開を学ぶことで、当該地域の特徴や多様
性への理解を深める。

世界史のなかでアジアの歴史が占める位置づけを理解したうえで、韓国・朝鮮の歴
史観に基づいたアジア史について的確に説明できる。アジア史において重要な役割
を占めてきた韓国・朝鮮史に関する⼗分な知識を有している。国家と⺠族の関係性
について韓国・朝鮮の⽴場から的確に説明することができる。（異⽂化理解・多様
性理解）

世界史のなかでアジアの歴史が占める位置づけを理解したうえで、韓国・朝鮮の歴
史観に基づいたアジア史について説明できる。アジア史において重要な役割を占め
てきた韓国・朝鮮史に関する知識を有している。国家と⺠族の関係性について韓
国・朝鮮の⽴場から説明することができる。（異⽂化理解・多様性理解）



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

アジアの歴史B（中
国史）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
中国史を概観するとともに、特定の時代を取り上げて、その特徴について学ぶ。

中国史に関する基本知識を⾝に付け、特定の時代について、その特徴を⼗分に理解
し的確に説明することができる。（異⽂化理解・多様性理解）

中国史に関する基本知識を⾝に付け、特定の時代について、その特徴を理解し説明
することができる。（異⽂化理解・多様性理解）

ヨーロッパの社会A
（多⽂化社会）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国境を越えた⼈⼝移動と、多⽂化社会の問題が関係付けられるようになったのは、
古いことではない。⼈⼝移動、とくに国際移⺠の研究では、1960年代、1970年代の
ヨーロッパにおける外国⼈労働者の定着や、アメリカにおける中南⽶やアジア諸国
からの移⺠の流⼊によって、多⽂化社会の視点から⼈⼝移動が論じられるように
なった。また⼀つの社会の中に多数の⽂化が存在することを良しとする多⽂化主義
が登場したのも1970年代以降のことである。ヨーロッパをフィールドとするこれら
の現象を取り扱った基本的な研究を取り上げ、検討しながら、社会学的な理解を深
めていく。

多⽂化状況を経験しているフランス社会の統合の在り⽅を説明し、⽇本との⽐較か
ら考え、関⼼を持つことができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

多⽂化状況を経験しているフランス社会の統合の在り⽅を最低限説明し、⽇本との
⽐較から考え、関⼼を持つことができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパの社会B
（社会空間）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
ヨーロッパは、そこに住む⼈々の社会的営為により⽣産された空間、いわゆる社会
空間であるとみなすことができる。この授業では、社会空間という視点に⽴脚した
うえで、それを説明する理論として、地域論、空間論、景観論などの地理学的諸理
論を採⽤しつつ、ヨーロッパ各地の都市や農村を説明する⽅法を教授する。

1. 地域論、空間論、景観論の専⾨的な⽤語を詳細に説明できる。
2. 社会空間に関連した様々な専⾨的な⽤語を⽤いて、個々の都市や農村の特徴を詳
細に説明できる。
3. 授業中の課題や事前・事後学修に積極的に取り組み，ヨーロッパの社会空間を主
体的かつ積極的に理解しようと⼼掛けている。。(異⽂化理解・多様性理解)

1. 地域論、空間論、景観論の⽤語を説明できる。
2. 社会空間に関連した⽤語を⽤いて、個々の都市や農村の特徴を説明できる。
3. 授業中の課題や事前・事後学修に積極的に取り組み，ヨーロッパの社会空間を理
解しようと努めている。。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパの歴史A
（前近代）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この講義では、近代以前のヨーロッパの歴史を対象とする。キリスト教が広がって
いった⼀⽅で、ユーラシアの他の地域のように巨⼤な統⼀帝国が形成されず、諸国
がひしめき合う体制が続いたこと、そしてそのような分裂と統⼀の交差するなかで
近世以降対外進出を進め、富を蓄積していくことになったこと、さらにこうした変
化がヨーロッパ諸地域の社会のあり⽅に与えた影響など、近現代ヨーロッパを理解
するうえでも重要な論点について考察する。

近代以前のヨーロッパの歴史について、その特徴を正確に理解し、具体的な事例を
基に説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

近代以前のヨーロッパの歴史について、その特徴を理解し、説明することができ
る。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパの歴史B
（近現代）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この講義では、対⽴と統合が織りなすヨーロッパの歴史のなかで、とりわけ近現代
に焦点を当てる。フランス⾰命以降の国⺠国家と市⺠社会の形成、帝国主義と階級
社会、⼆度にわたる世界⼤戦と安全保障の試み、⺠主主義の危機、そしてヨーロッ
パ統合をめぐる求⼼⼒と遠⼼⼒。現在のヨーロッパを理解するために不可⽋な歴史
的プロセスについて取り上げ、考察する。

現在のヨーロッパのあり⽅を歴史的経緯から理解し、その政治、社会的側⾯につい
て、具体的な例に基づき正確に説明することができる。
(異⽂化理解・多様性理解)

現在のヨーロッパのあり⽅を歴史的経緯から理解し、その政治、社会的側⾯につい
て説明することができる。
(異⽂化理解・多様性理解)

アメリカの社会A
（多⽂化社会）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
アメリカ社会を構成する様々な⼈々や集団、彼らの⽂化を学ぶことを通じて、アメ
リカ合衆国の性格や特徴を理解することを⽬指す。社会科学や歴史学、⽂化研究の
⽅法を⽤いて、ジェンダーや⼈種、階級や貧困等の様々な側⾯から、アメリカ社会
の多様性とともに諸集団の経験や集団間の関係、さらにはアメリカ合衆国という国
家との関係を考察する。講義で扱われるトピックを通じて、政治経済から⽂化まで
アメリカ合衆国を総合的に学ぶ。

アメリカ合衆国を、広く社会的、⽂化的側⾯から論じることで、より総合的でホリ
スティックな理解ができるようになる。
アメリカ合衆国における社会的・⽂化的側⾯を説明することができる。(異⽂化理
解・多様性理解)

アメリカ合衆国を、広く社会的、⽂化的側⾯から論じる姿勢を⾝につけ、より総合
的でホリスティックな理解が最低限できるようになる。
アメリカ合衆国における社会的・⽂化的側⾯を最低限説明することができる。(異⽂
化理解・多様性理解)

アメリカの社会B
（⼈の移動）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
アメリカ社会を構成する様々な⼈々や集団、彼らの⽂化を学ぶことを通じて、アメ
リカ合衆国の性格や特徴を理解することを⽬指す。社会科学や歴史学、⽂化研究の
⽅法を⽤いて、ジェンダーや⼈種、階級や貧困等の様々な側⾯から、アメリカ社会
の多様性とともに諸集団の経験や集団間の関係、さらにはアメリカ合衆国という国
家との関係を考察する。講義で扱われるトピックを通じて、政治経済から⽂化まで
アメリカ合衆国を総合的に学ぶ。

アメリカ合衆国を、広く社会的、⽂化的側⾯から論じることで、より総合的でホリ
スティックな理解ができるようになる。
アメリカ合衆国における社会的・⽂化的側⾯を最低限説明することができる。(異⽂
化理解・多様性理解)

アメリカ合衆国を、広く社会的、⽂化的側⾯から論じる姿勢を⾝につけ、より総合
的でホリスティックな理解が最低限できるようになる。
アメリカ合衆国における社会的・⽂化的側⾯を最低限説明することができる。(異⽂
化理解・多様性理解)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

アメリカの社会C
（政治と社会）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
⽇本の政治や社会との⽐較も取り⼊れながら、現在のアメリカの政治や社会を考察
するための基礎的な知識や枠組みを⾝につける。また、⺠主主義の制度がどのよう
なもので、⺠主主義が機能するためには政治や社会がどのようなものである必要が
あるかに関する理解も深める。

現在のアメリカの政治や社会、および⺠主主義の諸制度について、基礎的な知識を
⾝につけ、理解できる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解)

現在のアメリカの政治や社会、および⺠主主義の諸制度について、最低限の基礎的
な知識を⾝につけ、考察することができる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組
みの理解)

アメリカの歴史A
（近代）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
植⺠地建設から19世紀後半までのアメリカ合衆国の歴史を学ぶ。現在の⽇本社会に
も⼤きく影響するアメリカ合衆国の政治や⽂化、経済は、どのような変遷を経て今
⽇の状況に⾄ったのか、歴史的に思考することを本科⽬での⽬的とする。そして、
⼈々がどのように⽣きたのかを学ぶことで、歴史に対する想像⼒を養う。

アメリカ合衆国を、歴史的側⾯から学ぶことで、より総合的でホリスティックな理
解ができるようになる。
基本的なアメリカ合衆国史を説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

アメリカ合衆国を、歴史的側⾯から学ぶ姿勢を⾝につけ、より総合的でホリス
ティックな理解が最低限できるようになる。
基本的なアメリカ合衆国史を最低限説明することができる。(異⽂化理解・多様性理
解)

アメリカの歴史B
（現代）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
20世紀転換点から今⽇までのアメリカ合衆国の歴史を学ぶ。現在の⽇本社会にも⼤
きく影響するアメリカ合衆国の政治や⽂化、経済は、どのような変遷を経て今⽇の
状況に⾄ったのか、歴史的に思考することを本科⽬での⽬的とする。そして、⼈々
がどのように⽣きたのかを学ぶことで、歴史に対する想像⼒を養う。

アメリカ合衆国を、歴史的側⾯から学ぶことで、より総合的でホリスティックな理
解ができるようになる。
基本的なアメリカ合衆国史を説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

アメリカ合衆国を、歴史的側⾯から学ぶ姿勢を⾝につけ、より総合的でホリス
ティックな理解が最低限できるようになる。
基本的なアメリカ合衆国史を最低限説明することができる。(異⽂化理解・多様性理
解)

Foundations of
Japanese Studies

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬では、英語で⽇本研究の学際的な領域について検討し、様々な視点から⽇
本の概念と理念を探究する。⽇本研究における中⼼的トピックの検討によって、社
会と⽂化のさまざまな側⾯のつながりを明らかにする。

1. ⽇本の社会を英語で⼗分に理解し、説明することができる。
2. ⽇本研究における中⼼的なトピックについて英語で要約し、詳細に分析すること
ができる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

1. ⽇本の社会を英語で理解し、説明することができる。
2. ⽇本研究における中⼼的なトピックについて、英語で基本的なレベルで要約し、
分析することができる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

Topics in Japanese
Studies

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は、英語で⽇本研究における主要な、また現在注⽬を集めるようになって
いるトピックについて考察する。その際、さまざまな視点から⽇本の多⾯的性質の
理解についての新たな⽅法を検討する。学際的な探究を通して、⽇本についてのト
ピックを分析し、⼀般に受け⼊れられた観念を乗り越えることを⽬指す。

1. ⽇本の多⾯的な性質を英語で⼗分に理解し、説明することができる。
2. ⽇本についてのトピックをさまざまな視点から英語で要約し、具体的に分析する
ことができる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

1. ⽇本の多⾯的な性質を英語で基本的なレベルで理解し、説明することができる。
2. ⽇本についてのトピックを限られた視点から英語で要約し、分析することができ
る。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

Foundations of
American Studies

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は、英語でアメリカ研究の学際的な領域について検討し、様々な視点から
アメリカ合衆国の概念と理念を考察する。アメリカ研究における中⼼的トピックの
検討によって、社会と⽂化の様々な側⾯のつながりを明らかにする。

1. アメリカ社会を英語で⼗分に理解し、説明することができる。
2. アメリカ研究におけるトピックを英語で要約し、具体的に分析することができ
る。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

1. アメリカ社会を英語で基本的なレベルで理解し、説明することができる。
2. アメリカ研究におけるトピックを英語で基本的なレベルで要約し、分析すること
ができる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

Foundations of
British Studies

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は、1945年以降のイギリス社会と、イングランド、スコットランド、
ウェールズ、北アイルランドの⽂化的多様性についての理解を深めるために役⽴ち
ます。英語による授業なので、イギリスに関する⾃分の考えを英語でまとめ、表現
する練習もする。

英国についての⾃分の考えを、⽂章や⼝頭で明確に英語で説明できる。(異⽂化理
解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

英国についての⾃分の考えを、⽂章や⼝頭で基礎的なレベルの英語で説明できる。
(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

コミュニケーション
論A（⽇本）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
アジア諸国において，円滑なコミュニケーション関係を築いていくために、どのよ
うなことが重要であるか、⽇本と諸外国の⽂化の⽐較しながら考える。円滑なコ
ミュニケーションの⽅法として、⾔語に視点をおくだけでなく、表情・しぐさ・化
粧や対⼈距離などを含む、⾮⾔語的要素との相補作⽤に着⽬し、理解を深める。

コミュニケーションを成⽴させるために必要なさまざまな知⾒と配慮について理解
し、説明することができる。
⾃⼰と他者との違いを⾃覚したうえで、より良いコミュニケーションの実現に主体
的に取り組むことができる。(異⽂化理解・多様性理解)

コミュニケーションを成⽴させるために必要な基本的な知⾒と配慮について理解
し、説明することができる。
⾃⼰と他者との違いを⾃覚したうえで、より良いコミュニケーションの実現を⽬指
すことができる。(異⽂化理解・多様性理解)

コミュニケーション
論B（アジア）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
この授業は中国・⽇本を座標軸として、「⾮⾔語コミュニケ―ション」「⾔語コ
ミュニケ―ション」「異⽂化コミュニケ―ション」という３つのテーマに分けて講
義し、⽐較的な視点で中国語と⽇本語または中国⽂化と⽇本⽂化の相違について学
ぶ。

東アジア漢字⽂化圏におけるコミュニケーションに関する知⾒を深め、⽐較的な視
点で⽇中の⾔語的または⽂化的な相違について的確に説明することができる。（異
⽂化理解・ 多様性理解）

東アジア漢字⽂化圏におけるコミュニケーションに関する知⾒を深め、⽐較的な視
点で⽇中の⾔語的または⽂化的な相違について説明することができる。（異⽂化理
解・ 多様性理解）

コミュニケーション
論C（ヨーロッパ）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
ヨーロッパ諸⾔語（イギリス英語、フランス語、ドイツ語、スペイン語など）とそ
の背景となる⽂化との関わりについてそれぞれの特徴を理解する。さらに各地にお
ける⾔語政策、多⾔語主義教育、⾔語計画、⾔語帝国主義、⾔語拡散政策、⾔語純
化主義、⾔語紛争などについて学習する。そららを通して、ヨーロッパ⾔語の多様
性とともに政治性についても考察する。

地域を単位としてヨーロッパの歴史と現在を考察することができる。ヨーロッパを
より重層的に理解するとともに、地域的多様性がヨーロッパというコミュニケー
ション空間においてどのような役割をはたしているかについて理解を深めることが
できる。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパの歴史と現在を考察することができる。地域的多様性がヨーロッパとい
うコミュニケーション空間においてどのような役割をはたしているかについて理解
を深めることができる。(異⽂化理解・多様性理解)

コミュニケーション
論D（アメリカ）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
アメリカ英語をより効果的に使えるようになるためにはアメリカ英語の社会的、⽂
化的背景を理解することが必須である。本講ではアメリカの⽂化的、社会的要素と
⾔語の多様性との関係、地域⽅⾔、⼈種⽅⾔、⿊⼈英語、男⼥差、敬語、⽐喩、擬
声語、擬態語、広告英語、⼆⾔語教育、公⽤語化運動などについて理解する。

アメリカ英語の諸特徴を学ぶことで、その社会的、⽂化的背景をよりよく理解する
ことができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

アメリカ英語の諸特徴を最低限理解することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

英語学概論
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
英語という⾔語がどのように⽣まれ発展してきたか？ 英語にはどんな⽂法的特徴
があるのか？ 実際の会話では、どのように使⽤されているか？などを総合的・体
系的に学習する。英語の歴史については、古英語、中英語、近代英語のそれぞれの
特徴を、また⽂法については⾳声学、⾳韻論、形態論、統語論、意味論、さらに会
話における使⽤については、語⽤論、応⽤⾔語学、社会⾔語学について理解する。
語⽤論については発話⾏為や談話分析などを、また応⽤⾔語学についてはことばと
脳の関係や第⼆⾔語習得なども理解する。（

１．⽇々のコミュニケーションを学問という窓を通して分析的に⾒つめ直すことが
できる。英語のコミュニケーションの諸相を概観しながら、コミュニケーションの
背後にあるメカニズムを体系的に考えることができるようになる。
２．全14回の講義を通して⾃分⾃⾝の英語学習を振り返り、より効果的な学習がで
きるようヒントを少しでも多く得ることができるようになる。(異⽂化理解・多様性
理解・⾔語運⽤能⼒)

１．⽇々のコミュニケーションについて⾒つめ直すことができる。英語のコミュニ
ケーションの諸相を概観しながら、コミュニケーションの背後にあるメカニズムを
考えることができるようになる。
２．全14回の講義を通して、英語学習についての何等かのヒントを得ることができ
るようになる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

社会⾔語学
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
社会⾔語学は、ある社会における⾔語特徴を調べるために、⾔語の多様性・その機
能など⼈間⾔語の本質をより明らかにしようとする⾔語研究の分野である。この授
業では社会との関連において⾔語に関する基本的な概念や考え⽅について理解でき
ることを⽬標とする。⼈間の意思伝達において⾔語と社会⽂化的な諸要素との相互
影響について学習する。取り上げるテーマは、⾔語の変異に焦点を当てて、⼈間の
⾔語能⼒が社会でどのように表現されているか、その複雑な関係について具体的に
理解する。

社会と⾔語の関係について、⾃⾝の⾝近な例をもとに理解することができる。⽇本
語教師を⽬指す者は、関連する理論や⽤語の概念を理解できるようになる。(異⽂化
理解・多様性理解)

社会と⾔語の関係について、最低限、理解することができる。⽇本語教師を⽬指す
者は、関連する理論や⽤語の概念をおおむね理解できるようになる。(異⽂化理解・
多様性理解)

対照⾔語学
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
主に英語と⽇本語の間に⾒られる相違点と共通点について考察する。特に単語（語
句）の意味や⽂の構造に関わる課題を取り扱い、英語で書かれた⽂章とその⽇本語
訳や、⽇本語で書かれた⽂章の英訳を資料にし、それから発⾒できる対応関係のパ
ターンを考える。⽇英の表現法の相違について考察し、それらの相違点について、
それぞれの⾔語構造に基づいたものなのか、⽂化的背景を反映しているものなのか
を検討し、⾔語構造の相違点を明らかにするだけでなく、⾔語表現の背後に潜む思
考様式や論理、価値観などについても、包括的に⽐較検討する。

⾔語の現象を把握し、客観的に考えるための体系的な知識を⾝につけることができ
る。⽇本語と英語のさまざま違いを発⾒し、理解することができるようになる。(異
⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

⾔語の現象を把握し、客観的に考えるための基礎的な知識を⾝につけることができ
る。⽇本語と英語の違いを理解することができる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語
運⽤能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

第2⾔語習得論
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
⼈はどのようにして第⼆⾔語を学ぶのか、第⼆⾔語習得の代表的な理論を理解す
る。第⼀⾔語（⺟語）ではない⾔語（第⼆⾔語、外国語）を私たち（学習者）がど
のような過程を経て習得（学習）するのかを、⺟語と第⼆⾔語の関係、学習者の年
齢、認知⼒、⾔語適正などが⾔語習得に及ぼす影響、学習者の環境（⽬標⾔語が使
⽤される環境下にいるかどうかなど）が⾔語習得に及ぼす影響などの観点から考察
する。また、第⼆⾔語習得論の基礎的な知識をもとにして、実際の⾔語習得のプロ
セスやそれにかかわる具体的事象を分析する。

学問の窓を通して〈ことばを学ぶ〉〈ことばを教える〉メカニズムを体系的に理解
することができる。様々な先⾏研究に触れながら、最終的には〈ことばを学ぶ〉
〈ことばを教える〉スキルを⾝につけることができる。（技術）理論に裏付けされ
た英語学習・指導は着実な成果を上げることを体感できる。(異⽂化理解・多様性理
解)

学問の窓を通して〈ことばを学ぶ〉〈ことばを教える〉基本的なメカニズムを理解
することができる。様々な先⾏研究に触れながら、最終的には〈ことばを学ぶ〉
〈ことばを教える〉スキルを⾝につけることができる。（技術）理論に裏付けされ
た英語学習・指導は着実な成果を上げることを体感できる。(異⽂化理解・多様性理
解)

現代社会と思想・宗
教A（哲学）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬では、哲学の包括的内容を取り上げる。我々は⽇々さまざまな問題を抱
え、どのように⽣きてゆくかという問いに直⾯している。この問いに向かい合うと
き、過去の⼈々が⼈間というものをどのようにとらえ、どのように社会とかかわっ
て来たかを知り、それに学ぶことは重要な⼿続きであると⾔える。そうした考えに
基づき、⼈間を探求するうえで必須の学問である哲学について、私たちの⽇常⽣活
との関わりに留意しながら、その中核的な内容を取り上げ解説する。

１． 地域的な思想・宗教の特質についてその概略を正確に理解し、説明することが
できる。
２．思想・宗教の接触がもつ意味について、正確に理解し、説明することができ
る。
３． 現代社会、とくに東アジアにおける思想・宗教の課題を⾃⼰の関⼼として正確
に理解し、説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

１． 地域的な思想・宗教の特質についてその概略を理解し、⼀定程度説明すること
ができる。
２．思想・宗教の接触がもつ意味について、⼀定程度理解し、説明することができ
る。
３． 現代社会、とくに東アジアにおける思想・宗教の課題を⾃⼰の関⼼として理解
し、⼀定程度説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

現代社会と思想・宗
教B（倫理学）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬では、倫理学の包括的内容を取り上げる。倫理学とは、⼈間集団における
相互の関係に影響する規範や道徳について考える哲学の⼀分野である。倫理学の基
本的な考え⽅や主要な理論、さらには応⽤倫理学などを教授しつつ、現代社会にお
いて私たちが直⾯する倫理問題について考察を加えながら、倫理学の中核となる知
識について解説する。

1. 主要宗教の基本事項とそこにおける⼈間の思考の位置づけを正確に理解する。
2. 1. の理解をふまえ、宗教と⼈間の思考の関係について、⾃らの考えを表現するこ
とができる。(異⽂化理解・多様性理解)

主要宗教の基本事項とそこにおける⼈間の思考の位置づけを理解することができ
る。(異⽂化理解・多様性理解)

アジアの⽂学
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は中級・基幹科⽬です。
アジアで多様な⽂学作品が⽣み出されてきた社会背景・政治状況を理解する。その
うえで、希望・悲しみ・怒りといった、各時代を⽣きた⼈々の感情を想像し、追体
験するツールとしての⽂学が果たしてきた役割について学ぶ。⽂学は各時代を⽣き
る⼈間を映し出す鏡であるが、アジアの社会を理解する⽅法としての⽂学とその特
⾊について検討し、理解を深める。

１．アジアの⽂学を時系列で概観し、各時代の社会背景・政治状況を踏まえた独⾃
性や個性が⼗分に理解できる。アジアの⽂学について具体的な関⼼を持つことがで
きる。（異⽂化理解・多様性理解）

１．アジアの⽂学を時系列で概観し、各時代の社会背景・政治状況を踏まえた独⾃
性や個性が理解できる。アジアの⽂学について関⼼を持つことができる。（異⽂化
理解・多様性理解）

英語圏の⽂学
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
本講義では、ヨーロッパの英語圏、すなわちイギリスとアイルランドの⽂学を概観
する。両国とも、⾃らが世界に誇ることができる⽂化として、まず「⽂学」を挙げ
ると⾔われる。その⽂学の豊かさ、深さ、⾯⽩さを、⼀端でも実感できるように、
実際の作品からの引⽤を多く使い、同時に⽂学史的要素も組み込んで、作品と時代
思潮や社会背景との関係も解説する。また、ジャンルの観点からも、詩、⼩説、戯
曲、随筆等、可能な限り多岐にわたるものとする。

イギリスとアイルランドの⽂学を対象とし、その多様性―豊かさ、深さ、⾯⽩さを
実感し、それを正確に⾔語化することができる。作品と時代思潮や社会背景との関
係を深く理解できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

イギリスとアイルランドの⽂学を対象とし、その多様性―豊かさ、深さ、⾯⽩さを
実感し、⾔語化することができる。作品と時代思潮や社会背景との関係について最
低限の知識を得ることができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパ⼤陸の⽂
学

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
ヨーロッパ⽂化の中で、英語圏を除く他の⾔語圏（ドイツ語圏、あるいはフランス
語・イタリア語・スペイン語などのラテン語系の⾔語圏）の⽂学を扱う。伝統ある
⽂学の世界に視界が開けるように、翻訳や映像も併⽤しながら講義を進める。⼤陸
の諸⾔語圏の⽂学作品の基本的な特徴を理解させることを主眼するが、個々の⽂学
作品を通じて時代思想や社会背景についても講義し、ヨーロッパ⽂化への理解を深
める。

フランス語圏の⽂学を通して、ヨーロッパの歴史、社会、思想を知り、説明するこ
とができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

フランス語圏の⽂学を通して、ヨーロッパの歴史、社会、思想を知り、最低限説明
することができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

アメリカの⽂学
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
17世紀の植⺠地時代から現在にいたるアメリカ⽂学を通して、アメリカ社会や⽂化
の流れや全体像を明らかにする。各時代を代表するテクストを歴史的、社会的⽂脈
に即して読み解きながら、同時代の関連芸術や⼤衆⽂化との関連についても検討
し、アメリカの歴史や思想など背景となる基礎的知識を深める。また、アフリカ
系、アジア系、ヒスパニック系など様々なマイノリティ作家の作品も取り上げるこ
とで、アメリカ⽂学の多様性や現代性を探る。

アメリカ⽂学を通じて、各テキストに映し出された時代や社会の変化を探り、アメ
リカ社会に対する理解を深めることができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

アメリカ⽂学を通じて、各テキストに映し出された時代や社会の変化を探り、アメ
リカ社会に対する理解を最低限得ることができるようになる。(異⽂化理解・多様性
理解)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

表象⽂化論（アジ
ア）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
アジアの表象⽂化は、⼀国だけで⽣まれ発展してきたものではなく、域内および域
外の多様な⽂化の影響を受けながら形成されてきた。ここでは芸術、⽂学、映画、
⾳楽などに代表される表象⽂化に焦点を当てて、各時代においてどのような外国⽂
化の受容がみられ、それがどのような取捨選択を経て今⽇⾒られるような形へと変
容を遂げてきたのかを、具体例をあげながら考察していく。アジア特有の価値観、
アイデンティティ、社会的変動は表象⽂化を通じてどのように探究できるのか、異
なる表現媒体を通じて描き出される⽂化の特質について検討を⾏う。

アジアの表象⽂化の特質や、時代的な変化、代表的な作品、国外の影響について具
体的かつ正確に理解することができる。（異⽂化理解・多様性理解）

アジアの表象⽂化の特質や、時代的な変化、代表的な作品、国外の影響について理
解することができる。（異⽂化理解・多様性理解）

表象⽂化論（ヨー
ロッパ・アメリカ）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
私たちは、⽇々、様々な⽂化的事象に触れているが、それらをどのように認識し、
理解しているであろうか。この科⽬では、欧⽶の象徴的な⽂化的事象を複数取り上
げ、それに対する認識や理解がいかに形作られてゆくのかを批判的に検討する。そ
れぞれの⽂化的事象が国内で象徴化されるに⾄った過程に注⽬することで、歴史的
に周縁化されてきた事象や⼈々を浮かび上がらせ、また、象徴化された主流⽂化に
対する対抗⽂化の出現についても検討する。⽂化的事象を表層的にとらえるのでは
なく、その背景を含めて検討する能⼒を養うことで、⽂化を通じたより良い国家理
解を⽬指す。

欧⽶の⽂化的事象に関する基礎的な知識を深めることができる。欧⽶の歴史や社会
に関する基礎的な知識を⼗分に深めることができる。欧⽶の⽂化的事象が⽣まれた
背景を批判的に検討し、多⺠族社会の実態や国家理解を深め、それらを的確に説明
することができる.（異⽂化理解・多様性理解）

欧⽶の⽂化的事象に関する基礎的な知識を深めることができる。欧⽶の歴史や社会
に関する基礎的な知識を深めることができる。欧⽶の⽂化的事象が⽣まれた背景を
検討し、多⺠族社会の実態や国家理解を深め、それらを説明することができる.（異
⽂化理解・多様性理解）

Diversity, Inclusion,
and Leadership

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は、多様性と包摂のためのリーダーシップについて英語で考察する。リー
ダーシップにおける多様性と包摂の中⼼的概念について検討することにより、多様
性の社会における包摂的なリーダーに必要な知識と技能を英語で⾝に付けることを
⽬指す。

1. 多様性と包摂のために必要なリーダーシップの技能を⼗分に⾝に付けている。
2. 多様性と包摂についての⼗分な理解を英語で⽰すことができる。(⾔語運⽤能⼒・
問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

1. 多様性と包摂のために必要なリーダーシップの基本的な技能を⾝に付けている。
2. 多様性と包摂についての基本的な理解を英語で⽰すことができる。
(⾔語運⽤能⼒・問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

Comparative
Culture

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は、⽂化の意味と⽂化が研究され、描かれる⽅法について英語で考察す
る。その際、⽐較の⽂脈における⽂化の理解のための⽅法や戦略についての導⼊を
⾏う。

1. ⽂化現象について英語で⼗分に理解し、説明することができる。
2. ⽐較の観点から⽂化を分析するための⽅法や戦略を英語で⼗分に⽤いることがで
きる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

1. ⽂化現象について英語で基本的なレベルで理解し、説明することができる。
2. ⽐較の視点から⽂化を分析するための⽅法や戦略を英語で基本的なレベルにおい
て⽤いることができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

Foundations of
Business
Communication

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は、ビジネスの世界において活躍できるグローバル⼈材に必要な、異⽂化
理解の⼒を英語で⾝につける。異⽂化理解を踏まえた英語コミュケーション⼒を⾝
に付ける。

１．ビジネスの世界において活躍できるグローバル⼈材に必要な異⽂化理解につい
て、英語で⼗分な説明ができる。
２．異⽂化理解を踏まえた、⼗分な英語コミュケーション⼒を⽰せる。(異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理解)

１．ビジネスの世界において活躍できるグローバル⼈材に必要な異⽂化理解につい
て、英語で最低限の説明ができる。
２．異⽂化理解を踏まえた、最低限の英語コミュケーション⼒を⽰せる。(異⽂化理
解・⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理解)

Topics in Business
Communication

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬では、ビジネスリーダーが効果的なコミュニケーションスキルと戦略を⽤
いて、どのようにビジネスの成⻑と持続可能性を促進してきたかを考察する。

英語でビジネスリーダーが⽤いる様々なコミュニケーション戦略を⼗分に理解し、
説明できる 2.英語でクラスでの発表を通じて、英語コミュニケーションスキルの効
果的な活⽤を⼗分に⽰すことができる。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒・社会の仕組み
の理解)

英語で基本的にビジネスリーダーが⽤いる様々なコミュニケーション戦略を理解
し、説明できる 2.英語でクラスでの発表を通じて、英語コミュニケーションスキル
の基本的な活⽤を⼗分に⽰すことができる 。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒・社会の仕
組みの理解)

International
Exchange

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は諸国間における国際交流について英語で考察する。その際、国際交流と
その構造のさまざまな類型について学びつつ、⽂化、歴史、哲学、経済⼒といった
さまざまな⽂脈的な要因が国際交流をいかに形成するのかについて英語で検討す
る。

1. 国際交流に関する概念について英語できちんと説明し、応⽤することができる。
2. ⽂脈的要因がいかに国際交流を形成しているかについて英語で要約し、具体的に
分析することができる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

1. 国際交流に関する概念について基本的なレベルにおいて英語で説明し、応⽤する
ことができる。
2. ⽂脈的要因がいかに国際交流を形成しているかについて基本的なレベルにおいて
英語で要約し、分析することができる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

ヨーロッパの国際関
係A（外交史）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際関係史のなかでも、古典外交を成⽴させ、その後の国際社会の発展の基礎を
作った意味で重要なヨーロッパ外交史の基礎知識を⾝につける。基本的にウィーン
会議以降の時代を対象とし、史料研究に基づく歴史学の成果を⽤いながら分析す
る。特に、ヨーロッパ外交史上の主要事件について、各国の対応とヨーロッパ全体
の構造変化を同時に論じる能⼒を習得する。

ヨーロッパ外交史の主要事件を歴史学の研究成果に従って、各国の対応とヨーロッ
パ全体の構造変に触れつつ、総合的に説明できる。(問題発⾒・分析・解決・リー
ダーシップ)

ヨーロッパ外交史の主要事件を歴史学の研究成果に従って基本的な事項を説明でき
る。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

ヨーロッパの国際関
係B（欧州統合論）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
欧州の国際的地域法・⾏政共同体であり、「前例なき政体」と呼ばれるEU（欧州連
合）の制度と政策決定過程の基礎知識を習得し、EUの法規範形成、各分野の域内政
策、グローバル・アクター、シヴィリアン・パワーとしての国際的影響⼒について
考察する。また、EUとともに欧州および近隣地域の国際秩序形成に貢献している
NATO（北⼤⻄洋条約機構）、COE（欧州評議会）とEUの関係についても考察す
る。

EU（欧州連合）の制度と政策決定過程について、国際的地域法・⾏政共同体として
の特性を指摘しつつ、総合的に説明できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシッ
プ)

EU（欧州連合）の制度と政策決定過程について、基本的な事項を説明できる。(問題
発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

アメリカと世界A
（総論）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。「国際関係⼊⾨ A・B」で学んだ基礎的な概念とイ
シューの理解を踏まえ、国際政治の理論について、具体的な事例とともに学ぶ。国
際政治学の理論が超⼤国アメリカの対外⾏動を念頭に置いてつくられてきたことに
鑑み、扱う事例はアメリカが中⼼となる。

国際政治学のさまざまな理論について、アメリカを中⼼とした具体的な事例と結び
付けて⼗分に説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理
解・問題発⾒・分析・解決)

国際政治学の基本的な理論について、アメリカを中⼼とした具体的な事例と結び付
けて説明をすることができる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問
題発⾒・分析・解決)

アメリカと世界B
（各論）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。「国際関係⼊⾨ A・B」で学んだ基礎的な概念とイ
シューの理解を踏まえ、理論を⽤いた事例分析の⽅法について学ぶ。国際政治学の
理論が超⼤国アメリカの対外⾏動を念頭に置いてつくられてきたことに鑑み、 「ア
メリカと世界A」と同様に、扱う事例はアメリカが中⼼となる。

国際政治学のさまざまな理論を⽤いて、アメリカを中⼼とした具体的な事例につい
て⼗分に説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・
問題発⾒・分析・解決)

国際政治学のさまざまな理論を⽤いて、アメリカを中⼼とした具体的な事例につい
て説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発
⾒・分析・解決)

国際法A（総論）
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際社会は得てして、パワーポリティックス、⼒によって動いていると考えられが
ちである。しかし、それだけで国際社会は動いていない現象を⾒ることがある。⼤
国であれ、中⼩国であれ、国際法に依拠した⾏動が求められる。本講義では国家の
⾏動の基準となる国際法を学ぶ講義である。特に、国際法の総論部分、すなわち、
国際法の存在形態、国際法の主体である国家に焦点をあて、その形成、国家機関の
国際法上の機能について学習する。

⽣来的国際法主体である国家の形成と変化に関する国際法規範を理解し、事例に適
⽤できる。国家機関に関する国際法規範を理解し、国家管轄権の適⽤と限界につい
て具体的事例を含め、説明できる。国際法規範の種類と成⽴について説明し、条約
法条約の規範について解釈・適⽤できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

⽣来的国際法主体である国家の形成と変化について基本的な国際法規範を説明でき
る。国家機関に関する基本的な国際法規範を説明できる。国際法規範の種類と形成
要件について基本的事項を列挙できる。条約法条約の基本的条項を選択できる。(問
題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際法B（各論）
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際法の各論部分について、学習する。分野としては、陸地の帰属、国際化地域、
宇宙空間などのエリアに関する国際法規範を理解する。また海洋に関する国際法規
範について知る。国際経済法や国際環境法の基礎的事項を学習する。国際法Aの学修
を前提としていない。

国家領域の取得に関する国際法原則ついて、歴史的変遷を踏まえて総合的に説明す
ることができる。国際化地域、国際公域に適⽤される国際社会共通の利益につい
て、国際社会の歴史と関連付けて説明することができる。海洋法分野については、
それぞれの海域についての沿岸国の権利義務について、国連海洋法条約を解釈適⽤
して、具体的事例についても説明することができる。(問題発⾒・分析・解決・リー
ダーシップ)

国家領域の取得についての国際法原則の基本事項を把握する。国際化地域および国
際公域の具⽴的事例を列挙でき、その基本的国際法規範を述べられる。海洋法分野
について海域の具体的状況について分類することができ、そこに適⽤される国連海
洋法条約の条⽂が選択できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際組織論
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際連合が成⽴してから半世紀以上が経過し、国際組織の活動が報道されることは
違和感はないに違いない。国際組織の活動は各国のそれらと同様に国際社会にと
り、重要な国際実⾏となる。すなわち、国際組織の活動は現代社会の問題を考える
上で既に無くてはならない存在である。本講義は、国際社会の重要な⾏為主体と
なった国際組織について知⾒を深めることを⽬的とする。国際組織の成⽴史、その
機能、法的な基盤、そして、直⾯する問題点などについて学習する。

国際組織の成⽴経緯について、国際社会の組織化を踏まえて総合的・網羅的に理解
できる。国連の主要な活動(国際の平和と安全の維持、経済社会分野での国際協⼒
等）について、国連憲章を解釈・適⽤することで説明することができる。地域的国
際組織の形成と発展について国連と⽐較しつつ、その相違について述べることがで
きる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際組織の成⽴経緯について基本的な事項を理解する。国連の主要な活動(国際の平
和と安全の維持、経済社会分野での国際協⼒等）について、基礎的な国連憲章の条
⽂を理解する。地域的国際組織の形成と発展について概要を把握する。(問題発⾒・
分析・解決・リーダーシップ)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

地域経済論
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬では、「グローバル経済論A・B」で学ぶ世界経済全体のトレンドを踏まえ
つつ、アジア太平洋やヨーロッパのように国境を越えた地域的な枠組のなかで進⾏
する経済事情について考察する。欧州連合（EU）やRSEP（東アジア地域包括的経
済連携）などの地域機構や公式の枠組だけでなく、国際分業やサプライ・チェーン
などに関わる問題も考察する。

それぞれの地域の経済事情について、その重要な課題を、グローバルなルールや組
織と関係づけながら、説明することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダー
シップ)

それぞれの地域の経済事情について、その主要な課題を挙げることができる。(問題
発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

ミクロ経済学A（完
全競争の理論）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
経済学には⼤きく分けてマクロ経済学とミクロ経済学という理論体系がある。ミク
ロ経済学では、市場経済における経済主体(家計、企業、政府)の合理的な意思決定の
メカニズムを理解し、そのような経済⾏動をそれぞれとる経済主体同⼠が市場にお
いて相互依存的な関わりを持つことで達成されるさまざまな資源配分とその帰結に
ついて学習する。本科⽬「ミクロ経済学A」では、ミクロ経済学全体の「前半」とし
て、ミクロ経済学の主要な理論体系となった、完全競争市場下の市場経済分析を主
に取り扱う。具体的には、市場分析（需要・供給・均衡）の基礎、消費者理論（効
⽤最⼤化とその応⽤）、⽣産者理論（利潤最⼤化問題とその応⽤）、市場の効率性
（競争均衡の性質や余剰分析、部分均衡分析、⼀般均衡分析）について学ぶ。ミク
ロ経済学は、「ミクロ経済学A」と「ミクロ経済学B」の2科⽬を共に学ぶことでその
学習が完結するので、この分野に関⼼のある学⽣は「ミクロ経済学A」と「ミクロ経
済学B」セットでの履修を推奨する。

ミクロ経済学における基礎的概念を⼗分に理解し、経済分析を図（グラフ）を⽤い
て的確に進めることができる。
完全競争市場の仮定が成り⽴つ市場経済における経済主体の経済⾏動について、ミ
クロ経済理論を応⽤して発展的に考察することができる。
⾃らの⼒で現実経済の問題を経済学的に深く分析できるようになる。(問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

ミクロ経済学における基礎的概念を⼗分に理解し、経済分析を図（グラフ）を⽤い
て進めることができる。
完全競争市場の仮定が成り⽴つ市場経済における経済主体の経済⾏動について、ミ
クロ経済理論を応⽤して考察することができる。
⾃らの⼒で現実経済の問題を経済学的に分析できるようになる。(問題発⾒・分析・
解決・リーダーシップ)

ミクロ経済学B（不
完全競争の理論）

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
経済学には⼤きく分けてマクロ経済学とミクロ経済学という理論体系がある。ミク
ロ経済学では、市場経済における経済主体(家計、企業、政府)の合理的な意思決定の
メカニズムを理解し、そのような経済⾏動をそれぞれとる経済主体同⼠が市場にお
いて相互依存的な関わりを持つことで達成されるさまざまな資源配分とその帰結に
ついて学習する。本科⽬「ミクロ経済学B」では、「ミクロ経済学A」での学修内容
をもとに、ミクロ経済学の後半として、完全競争市場の仮定が成り⽴たない場合、
すなわち「市場の失敗」に関する諸理論について主に学ぶことになる。具体的に
は、独占・複占・寡占、情報の⾮対称性、外部性、公共財、経済政策と政府の役割
などである。また、少数の経済主体の仮定を積極的に取り⼊れ、戦略的な相互依存
関係にある経済主体を分析する際に有効なゲーム論などの理論的ツールも取り扱
う。ミクロ経済学は、「ミクロ経済学A」と「ミクロ経済学B」の2科⽬を共に学ぶこ
とでその学習が完結するので、この分野に関⼼のある学⽣は「ミクロ経済学A」と
「ミクロ経済学B」セットでの履修を推奨する。

ミクロ経済学における基礎的概念を⼗分に理解し、経済分析を図（グラフ）を⽤い
て的確に進めることができる。
ミクロ経済学Aの知識をもとに、完全競争市場の仮定が成⽴しない場合の「市場の失
敗」に関する諸理論と政策的含意について、ミクロ経済理論を応⽤して発展的に考
察することができる。
⾃らの⼒で現実経済の問題を経済学的に深く分析できるようになる。(問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

ミクロ経済学における基礎的概念を理解し、経済分析を図（グラフ）を⽤いて進め
ることができる。
ミクロ経済学Aの知識をもとに、完全競争市場の仮定が成⽴しない場合の「市場の失
敗」に関する諸理論と政策的含意について、ミクロ経済理論を応⽤して考察するこ
とができる。
⾃らの⼒で現実経済の問題を経済学的に分析できるようになる。(問題発⾒・分析・
解決・リーダーシップ)

マクロ経済学
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
経済学には⼤きく分けてマクロ経済学とミクロ経済学という理論体系がある。本科
⽬では、⼀国の経済や世界経済がどのように動いているのか、マクロ経済学的な考
え⽅で理解し、考察できるようになることを⽬標とする。国レベルの経済事象を取
り上げ、その背景にあるマクロ経済理論を学ぶ。具体的には、国内総⽣産
（GDP）、消費・投資、貨幣の需給、財政政策と⾦融政策、経済成⻑理論について
学ぶ。財政、労働市場、物価変動、景気循環などについては、マクロ経済データも
活⽤しながら、経済問題をマクロ経済学的に分析する⼒を⾝につける。

マクロ経済学に関する⽤語や図（グラフ）を理解して的確に説明することができ
る。
マクロ経済理論を応⽤して、景気動向（GDP、物価、失業など）や⾦融・財政政策
の有効性などについて発展的に考察することが出来る。
⾃らの⼒で現実経済の問題を経済学的に深く分析できるようになる。(問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

マクロ経済学に関する⽤語や図（グラフ）を理解することができる。
マクロ経済理論を応⽤して、景気動向（GDP、物価、失業など）や⾦融・財政政策
の有効性などについて考察することが出来る。
⾃らの⼒で現実経済の問題を経済学的に分析できるようになる。  (問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

統計データ分析⼿法
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
ビッグデータという⾔葉がメディア等でよく聞かれるようになり、実社会でもデー
タを適切に活⽤する⼒が求められている。経済学は、データを活⽤し、さまざまな
経済モデルの予測や特定の政策効果の測定などを⾏う学問であり、理論と現実の反
復を通じた「実証科学」としての性格も⾼まっている。本科⽬では、経済学のみに
とどまらず、他の学問分野でも広く活⽤されているデータ分析の基礎を学び、デー
タを正しく読み解く⼒、データを⽤いて問題を深く考える⼒を⾝につけることを⽬
標とする。具体的には、データの整理、統計分析から回帰分析まで、基礎的な計量
分析の⼿法を学ぶ。

基礎的なデータ分析の⼿法を理解し、データを適切な⽅法を⽤いて読み解き、正し
く説明することができる。
基礎的な計量分析の⼿法を活⽤し、問題を発展的に考察することが出来る。(問題発
⾒・分析・解決・リーダーシップ)

基礎的なデータ分析の⼿法を理解し、データを適切な⽅法を⽤いて読み解くことが
できる。
基礎的な計量分析の⼿法を活⽤し、問題を考察することが出来る。(問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

国際協⼒論
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際協⼒論の究極的な⽬標は、この世界を貧困から救い、剥奪や紛争やのない安⼼
した尊厳ある⽣活を途上国の⼈びとも先進国の⼈びとも享受できる世界を⽬指す政
策や実践を研究することである。これまでの国際協⼒の結果、途上国の貧困問題は
解決したのであろうか？「貧しさ」でイメージされる（時には「ステレオタイプ」
「誤解」される）開発途上国の実像について、本科⽬では、これまでの国際協⼒・
国際開発の進展と限界について、データや実証研究に基づく実態理解を深めること
を⽬指す。本科⽬は、国際協⼒・国際公共政策科⽬群の学習の⼟台となる。履修学
⽣が開発途上国の貧困問題や開発問題に向き合う国際協⼒を理論的・実証的に理解
する基礎的視座を獲得することを⽬的とする。

貧困、開発、経済発展、格差・不平等、持続可能性などの開発途上国が抱える様々
な問題や、それらに対する国際社会の協⼒・対応について理解できるようになる。

途上国への国際協⼒課題について何をすべきか考えられるようになる。(問題発⾒・
分析・解決・リーダーシップ)

貧困、開発、経済発展、格差・不平等、持続可能性などの開発途上国が抱える様々
な問題や、それらに対する国際社会の協⼒・対応についてある程度理解できるよう
になる。

途上国への国際協⼒課題について何をすべきかある程度考えられるようになる。(問
題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際協⼒とNPO
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
数のうえでも活動の範囲・質のうえでも近年めざましい発展をとげているNPO・
NGO（⾮政府組織）や個⼈による国際協⼒、企業による国際協⼒について、その重
要性と問題点や限界について理解を深めるとともに、個⼈として国際社会にどのよ
うな関わりを持つことができるかも考察する。様々なケーススタディーからNPO・
NGOによる国際協⼒の成功要因を抽出するなどを通じて、国際協⼒事業の実践活動
にも資することを⽬指す。

・世界には様々な⼈々が⽣きている。その状況を多⾓的理解し、国際協⼒におけ
る、⾮営利組織（NPO）・⾮政府組織（NGO）の活動の特徴や役割を⼗分に理解す
ることができるようになる。

・市⺠による国際協⼒について⾃ら問題意識を持って考えることができるようにな
る。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

・世界には様々な⼈々が⽣きている。その状況を多⾓的理解し、国際協⼒におけ
る、⾮営利組織（NPO）・⾮政府組織（NGO）の活動の特徴や役割の基本を理解す
ることができるようになる。

・市⺠による国際協⼒について問題意識を持って考えることができるようになる。
(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

社会開発論
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際開発・国際協⼒における経済開発の重要性は現代でもなお⾼まりつつある。し
かし同時に、戦後から現在にいたる開発理論・開発思想の変遷のもとで、経済開発
政策だけでなく社会セクターと経済発展との関連に関する研究や概念の抬頭によ
り、国際開発の射程は経済開発を補完する社会開発を重視する総合的な開発観へと
拡⼤してきた。本講義では、経済開発が主流を占めていた時代から、やがて⼈間開
発論や持続可能な開発を含む広義の社会開発が唱えられるようになってきた理論
史・政策史を振り返りつつ、社会開発の具体的な重要セクターを取り上げてこれを
講義する。これにより学⽣が国際開発の総合性と広がりを学習し、社会開発セク
ターの諸課題を理解し説明できる⼒を得ることを⽬指す。

社会開発問題を深く理解できるようになる（知識・理解）

市場的思考と⾮市場的思考との往還を深く意識して開発途上国の諸問題を考察する
ことができるようになる（思考・判断・表現）

社会開発問題を理解できるようになる（知識・理解）

市場的思考と⾮市場的思考との往還を意識して開発途上国の諸問題をある程度考察
することができるようになる（思考・判断・表現）

政治学
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
国際社会が直⾯する時事的な政治課題を政治学の理論を⽤いて分析する⽅法を習得
する。具体的なテーマは、定期的にタイムリーなものを選定することとなるが、想
定されるものの例は次のとおりである。平和・紛争研究、平和構築、開発途上国の
⺠主化、家族やジェンダーをめぐる政治、経済のグローバル化をめぐる政治、環境
と政治、情報技術と政治など。実務の第⼀線で活躍する専⾨家などの外部講師を活
⽤することも視野に⼊れる。

政治学の理論や分析⼿法を正確に理解し、現在の国際社会が直⾯する諸問題を、総
合的に説明できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

政治学の理論や分析⼿法の基本を理解し、現在の国際社会が直⾯する諸問題につい
て基礎的な事項を説明できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

平和学
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
平和学は、国家間の紛争の原因、予防や拡⼤防⽌の⽅法、平和維持の条件等につい
て科学的に研究する、第２次世界⼤戦後に発達した学問分野である。この科⽬で
は、平和の基礎概念と平和学の基礎理論を理解し、紛争解決、平和構築など応⽤分
野へと進むために必要な知識を習得する。

平和の基礎概念と平和学の基礎理論を、この分野の専⾨⽤語を正確に⽤いながら、
総合的に説明できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

平和の基礎概念と平和学の基礎理論の基本的な事項について説明できる。(問題発
⾒・分析・解決・リーダーシップ)

Foundations of
Global Issues

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は、国際的な経済、ビジネス、政治問題の相互関係を深く理解することを
⽬的としている。

英語で国際的な経済・ビジネス・政治問題の相互関係について⼗分な知識を持ち、
これらが⽇本を含む世界各国にどのような影響を与えるかを効果的に分析すること
ができる。(⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

英語で国際的な経済・ビジネス・政治問題の相互関係について基本的な知識を⽰
し、これらの問題が⽇本を含む世界各国にどのような影響を及ぼすかについて最低
限の分析ができる。(⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

Topics in Global
Issues

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は、ビジネス・マネジメントと起業家精神を習得することを⽬的としてい
る。

英語で主要なマネジメントスキルや起業家精神について⼗分な知識を持つ。(⾔語運
⽤能⼒・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

英語で経営や起業に関する基本的な知識を持つ。(⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理
解・問題発⾒・分析・解決)

Sustainable
Development

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬では、持続可能な開発に関連する主要な理論や概念を検討することを⽬的
としている。

英語で持続可能な開発の中核となる概念を⼗分に理解し、説明することができる。
(⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

英語で持続可能な開発の中核となる概念を基本的に理解し、説明することができ
る。(⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

Global Leadership
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
この科⽬は、グローバルな環境におけるリーダーシップについて英語で考察する。
⼼理学、社会、⽂化などさまざまな要因が異なる地域において、いかに説明、選
好、リーダーシップの実践と形式の効果の評価に影響を与えるのかについて英語で
検討する。リーダーシップとグローバルな思考態度のつながりを理解することで、
⾏動的なグローバル・リーダーとして必要な知識、技能、⼿段を英語で⾝に付ける
ことを⽬的とする。

1. さまざまなグローバルな環境における⼗分なリーダーシップのスキルを英語で⾝
に付けることができる。
2. リーダーシップについて包括的な理解を⽰すことができる。(⾔語運⽤能⼒・社会
の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

1. さまざまなグローバルな環境における基本的なリーダーシップのスキルを英語で
⾝に付けることができる。
2. リーダーシップについて基本的な理解を⽰すことができる。(⾔語運⽤能⼒・社会
の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

国際基礎演習A
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
専⾨分野の⼊⾨的な⽂献、資料の講義を⾏い、専⾨研究の基礎を固める。専攻分野
を視野に⼊れた、基本的知識を習得するための⽂献購読や時事的資料の収集・講読
をゼミナール形式で⾏う。
⽂献を正確に読み、そこから得た知識を整理し、問題意識をもって考察する。最終
的には具体的な資料をもとに⼩論⽂等を執筆し、統括する。

専攻分野に関連した、⼊⾨的な⽂献や資料の講読を⾏い、専⾨分野の基礎的知識を
⼗分に習得することができる。
資料の読解⼒を修得し、専⾨研究の基礎を⼗分に固めることができるようになる。
(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決・リーダー
シップ)

専攻分野に関連した、⼊⾨的な⽂献や資料の講読を⾏い、専⾨分野の最低限の基礎
的知識を習得することができる。資料の読解⼒を修得し、専⾨研究の最低限の基礎
を固めることができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理
解・問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際基礎演習B
国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
「国際基礎演習A」に引き続き、専⾨分野の⼊⾨的な⽂献、資料の講読を⾏い、専攻
プログラムの視野を広げ、専⾨研究の基礎を固める。専⾨分野の基礎的知識を習得
するための⽂献講読や時事的資料の収集・講読をゼミナール形式で⾏う。
⽂献を正確に読み、そこから得た知識を整理し、問題意識をもって考察する。最終
的に具体的な資料をもとに⼩論⽂等を執筆し、総括する。

「国際基礎演習A」で学んだことを踏まえ、専攻分野に関連した専⾨分野の基礎的知
識を⼗分に習得することができる。
資料の読解⼒を修得し、専⾨研究の基礎を⼗分に固めることができるようになる。
(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決・リーダー
シップ)

「国際基礎演習A」で学んだことを踏まえ、専攻分野に関連した専⾨分野の最低限の
基礎的知識を習得することができる。
資料の読解⼒を修得し、専⾨研究の最低限の基礎を固めることができるようにな
る。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決・リー
ダーシップ)

GSE Intermediate
Research Seminar

国際学部 専⾨基幹
科⽬

2 2

この科⽬は専⾨基幹科⽬です。
GSEプログラムでの卒業論⽂執筆にあたっての専⾨分野の⼊⾨的な英語の⽂献、資
料の講義を⾏い、専⾨研究の基礎を固める。専攻分野を視野に⼊れた、基本的知識
を習得するための英語の⽂献購読や時事的資料の収集・購読をゼミナール形式で⾏
う。
英語⽂献を正確に読み、そこから得た知識を整理し、問題意識をもって考察する。
最終的には具体的な資料をもとに英語による⼩論⽂等を執筆し、統括する。

専攻分野に関連した、⼊⾨的な英語の⽂献や資料の講読を⾏い、専⾨分野の基礎的
知識を⼗分に習得することができる。
英⽂資料の読解⼒を修得し、専⾨研究の基礎を⼗分に固めることができるようにな
る。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

専攻分野に関連した、⼊⾨的な英語の⽂献や資料の講読を⾏い、専⾨分野の最低限
の基礎的知識を習得することができる。
英⽂資料の読解⼒を修得し、専⾨研究の最低限の基礎を固めることができるように
なる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理解・問題発⾒・
分析・解決・リーダーシップ)

国際特論A（エリ
ア）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
エリア・スタディーズコースの専攻分野に関わ るテーマについて、他コースの専攻
分野との共通点や相違点などと関連づけながら理解する。

エリア・スタディーズコースの専攻分野に関わ るテーマについて、他コースの専攻
分野との共通点や相違点など関連性を明確にしながら⼗分に理 解することができ
る。
(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

エリア・スタディーズコースの専攻分野に関わ るテーマについて、他コースの専攻
分野との共通点や相違点など関連性を視野に⼊れた基本的な理 解ができる。
(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

国際特論B（コミュ
ニケーション）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
国際特論はコースの専攻分野に軸を置きながらも、より専⾨的なテーマをコース横
断的な視点で取り上げる。この国際特論Ⅱでは、コミュニケーション・スタディー
ズコースの専攻分野を軸として、エリア・スタディーズあるいはグローバル・スタ
ディーズの両コースの専攻分野と関連させながら、いくつかのテーマについて考察
し、多⾓的な視点からの理解を深めていく。

コミュニケーション・スタディーズコースの専攻分野に関わるテーマについて、他
コースの専攻分野との共通点や相違点など関連性を明確にしながら理解し、説明す
ることができる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分
析・解決)

コミュニケーション・スタディーズコースの専攻分野に関わるテーマについて、他
コースの専攻分野との共通点や相違点など関連性を明確にしながら理解することが
できる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

国際特論C（グロー
バル）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
国際特論はコースの専攻分野に軸を置きながらも、より専⾨的なテーマをコース横
断的な視点で取り上げる。この国際特論Ⅲでは、グローバル・スタディーズコース
の専攻分野を軸として、エリア・スタディーズあるいはコミュニケーション・スタ
ディーズの両コースの専攻分野と関連させながら、いくつかのテーマについて考察
し、多⾓的な視点からの理解を深めていく。

グローバル・スタディーズコースの専攻分野に関わるテーマについて、他コースの
専攻分野との共通点や相違点など関連性を明確にしながら理解し、説明することが
できる。
(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

グローバル・スタディーズコースの専攻分野に関わるテーマについて、他コースの
専攻分野との共通点や相違点など関連性を明確にしながら理解することができる。
(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

⽇本の政治経済
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
⽇本の第⼆次世界⼤戦後史（占領期〜⾼度経済成⻑〜平成時代）の政治・経済・国
際関係を中⼼に講義する。歴史資料を積極的に⽤い、現在と地続きの現代史に関す
る理解を深めるとともに、現代社会がかかえる諸問題の原因と背景を考察する。

⽇本の戦後史に関する基本的な事項について、⼗分に理解し説明できる。(異⽂化理
解・多様性理解)

⽇本の戦後史に関する基本的な事項について、⼗分に理解し説明できる。(異⽂化理
解・多様性理解)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

アジアの政治経済
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は上級・発展科⽬です。
東アジアの政治経済について、中国を中⼼に、その変遷と現状について学ぶ。

東アジアの政治経済に関する基本知識を⾝に付け、その特質を⼗分に理解し説明す
ることができる。（異⽂化理解・多様性理解）

東アジアの政治経済に関する基本知識を⾝に付け、その特質を⼗分に理解し説明す
ることができる。（異⽂化理解・多様性理解）

アジア地域論A（東
アジア）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
社会の多様性を学際的な観点から理解し、また共感することができることを⽬標と
し、その事例として近代の東アジアをとりあげる。
ある地域について深く学ぶには、歴史・社会・政治・芸術・⽂学・思想など多⽅⾯
からの考察が必要となる。本講義は、⽇本・朝鮮半島・中国を中⼼とする東アジア
地域について、さまざまな⾓度から理解を深めることを⽬的とする。東アジアとい
う地域全体の特質を把握するとともに、地域内の個別の国や地域についても深く考
察し、それぞれの特徴を理解する。さらに古代から現代にいたるまで、東アジアの
国や地域の間にどのような関係が存在したか、どのような⽂化交流があったのかな
どについても考える。東アジアの国や地域のあいだに存在する共通点と相違点も考
察の対象である。さらに、世界の他の地域が東アジアに与えた影響、逆に東アジア
が世界の他の地域に与えた影響についても考える。

東アジアという地域の特⾊を理解している。
東アジアのそれぞれの国・地域の特⾊を理解している。
東アジアの国・地域間の関係を理解している。
東アジアの国・地域間の共通点や相違点を指摘することができる。
東アジアと、世界の他の地域との関係を理解している。
東アジア地域について、⾃分の⾒解を述べることができる。(異⽂化理解・多様性理
解)

東アジアという地域の特⾊を基本的に理解している。
東アジアのそれぞれの国・地域の特⾊を基本的に理解している。
東アジアの国・地域間の関係を基本的に理解している。
東アジアの国・地域間の共通点や相違点を基本的に指摘することができる。
東アジアと、世界の他の地域との関係を基本的に理解している。
東アジア地域について、⾃分の⾒解を基本的に述べることができる。(異⽂化理解・
多様性理解)

アジア地域論B（東
南アジア）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
本科⽬では、近年、経済発展や⽇本との交流が進展しつつある東南アジア地域に位
置する諸国・諸地域に関して地域研究の観点からの理解を⽬指す。当地域は歴史的
には東アジアと⻄洋世界の結節点として重要な地位を占めてきたが、多くの国が植
⺠地時代を経験し、戦後の政治的独⽴後も、政治・経済・社会などの⾯で⼤きな変
化をたどってきている。また、中国をはじめとする東アジア研究に⽐べると、東南
アジア地域については学⽣の学習機会が少ないかもしれない。本科⽬では、東南ア
ジア地域の地域的総体または特定国のいずれかに焦点を当て、政治、経済、社会、
⽂化、歴史など様々な観点から特定のアプローチもしくは複合的なアプローチをと
り、東南アジア地域の諸相を理解することを⽬標とする。

東南アジア地域における諸相を、政治、経済、社会、⽂化、歴史等の観点から考察
することによって、国家・地域・社会のダイナミズムを⼗分に理解できるようにな
る。(異⽂化理解・多様性理解)

東南アジア地域における諸相を、政治、経済、社会、⽂化、歴史等の観点から考察
することによって、国家・地域・社会のダイナミズムを理解できるようになる。(異
⽂化理解・多様性理解)

アジア地域論C
（南・⻄アジア）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
グローバル化が進展する現在、⽇本企業の南・⻄アジア地域への進出、経済連携協
定に基づくアジア地域からの労働者の受け⼊れやアジア地域への開発援助等、様々
な領域で⽇本と南・⻄アジア社会との結びつきは深まりをみせている。この授業で
は、政治、経済、社会、⽂化、歴史など地域研究の視座から、今⽇の南・⻄アジア
社会の動向を読み解くことを⽬的とする。そのなかでも、南・⻄アジア地域の地域
的総体または特定国のいずれかに焦点を当て、政治、経済、社会、⽂化、歴史など
様々な観点から特定のアプローチもしくは複合的なアプローチをとり、南・⻄アジ
ア地域の諸相を理解することを⽬標とする。

南・⻄アジア地域における諸相を、政治、経済、社会、⽂化、歴史等の観点から考
察することによって、国家・地域・社会のダイナミズムを⼗分に理解できるように
なる。(異⽂化理解・多様性理解)

南・⻄アジア地域における諸相を、政治、経済、社会、⽂化、歴史等の観点から考
察することによって、国家・地域・社会のダイナミズムを⼗分に理解できるように
なる。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパの政治経
済

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
ヨーロッパ各国の政治制度の基礎知識を習得する。基本的に⽐較政治学的アプロー
チに従い、歴史と現状の両⾯から、ヨーロッパ各国の政治制度の共通性と多様性に
ついて考察する。さらに、各国の国内政治を検討する際にも、欧州統合による域内
統治の発展に注⽬し、常にEUとの関係に配慮して考察する。

ヨーロッパ各国の政治制度の共通性と多様性について、その歴史的変遷と現状の両
⾯から、⽐較政治学の理論を⽤いて、総合的に説明できる。(異⽂化理解・多様性理
解)

ヨーロッパ各国の政治制度の共通性と多様性について、基本的な事項を説明でき
る。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパ地域論A
（イギリス）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
イギリスはヨーロッパの⼀部でありながらも⼤陸のヨーロッパ諸国とは異なる意識
をもつとともに、イングランド以外にスコットランド、ウェールズ、北アイルラン
ドといった政治的、⽂化的に多様な地域から成り⽴っている。この講義では、こう
したイギリスの特徴を、歴史的な経緯をふまえつつ、政治的、社会的、⽂化的な観
点から考える。

1. 現代イギリス社会の前提となる歴史的経緯について、対外関係や内部の多様性と
ともに理解し、具体的な例を挙げながら説明することができる。
1.で得られた理解をふまえ、⽇本との⽐較の視点から、具体的な事例を挙げて共通点
と相違点を説明できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

1. 現代イギリス社会の前提となる歴史的経緯について、対外関係や内部の多様性と
ともに理解し、説明することができる。
 1.で得られた理解をふまえ、⽇本との⽐較の視点から、共通点と相違点を説明でき
るようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパ地域論B
（フランス）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
フランスをおもなフィールドとして取り上げ、ヨーロッパ地域への理解をふかめま
す。現代のフランス社会の諸問題を取り上げ、フランス社会の特徴とは何であるか
考える。「現代」というフランス社会の時代区分だが、1968年のいわゆる五⽉⾰命
（l'Evenement du mai 1968）以降の社会変動期以降を考えている。テーマとして
は、外国⼈労働者問題や移⺠、深刻な失業問題の背景に潜む教育制度の問題、イス
ラーム、家族の変化、男⼥平等、パリテ制度などを取り上げる。

現代フランスの社会の基本的な成り⽴ちと諸問題を例を挙げて具体的に述べ、さら
に⾃分の世界観を広げることができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

現代フランスの社会の基本的な成り⽴ちと諸問題を最低限例を挙げて具体的に述
べ、さらに⾃分の世界観を広げることができるようになる。(異⽂化理解・多様性理
解)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

ヨーロッパ地域論C
（ドイツ・中欧）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
ドイツは地理的にヨーロッパの中⼼に位置するとと もに、EUのなかでも政治的、経
済的にも影響⼒の⼤ きな国である。また、ドイツ語はドイツだけではな く、スイス
やオーストリアなど周辺の国にも⺟語と して使⽤されている⾔語である⼀⽅、現在
では⼈⼝ の20％が移⺠を背景とする出⾃を持っている。こう した⾔語、⽂化、政
治、社会の重なりとズレに注⽬ しつつ、ドイツの歴史と現在について考える。

1.現代ドイツの成り⽴ちについて、その特徴（連邦 制、分断と統⼀、宗教、⾔語な
ど）をふまえて具体 的に説明することができる。 2.1.で得られた理解をふまえ、⽇
本との⽐較の観点 から、具体的な事例を挙げて共通点と相違点を説明 できるように
なる。(異⽂化理解・多様性理解)

1.現代ドイツの成り⽴ちについて、その特徴（連邦 制、分断と統⼀、宗教、⾔語な
ど）をふまえて説明 することができる。 2.1.で得られた理解をふまえ、⽇本との⽐
較の観点 から、共通点と相違点を説明することができる。 (異⽂化理解・多様性理
解)

ヨーロッパ地域論D
（地中海）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
ヨーロッパの先進地域は現在は北⻄ヨーロッパであるが、ヨーロッパ⽂明発祥の地
は地中海地域であり、地中海地域は歴史上⻑い期間ヨーロッパ⽂明の中⼼地域で
あった。そうしたことから地中海地域に含まれる各地には、地中海地域としての⽂
化的・社会的共通性がみられる。この科⽬では、同⼀ヨーロッパ内の共通性と差異
性を意識しつつ、エリア・スタディーズの学際的視点に基づき、地中海地域の地域
性を専⾨的に解説する。

地中海地域に係る⾃然・⽂化・歴史・地理などの専⾨的な⽤語を詳細に説明でき
る。
2. 地中海地域に関連した様々な専⾨的な⽤語を⽤いて、地域全体と個々の諸地域の
特徴を詳細に説明できる。
3. の地中海地域の⽂化的・社会的特徴を⼗分理解したうえで、地域全体と個々の諸
地域の特徴を⽂章や図などで正確に表現できる。(異⽂化理解・多様性理解)

1. 地中海地域に係る⾃然・⽂化・歴史・地理などの基本⽤語を必要最低限度説明で
きる。
2. 地中海地域に関連した基本⽤語を⽤いて、地域全体と個々の諸地域の特徴を必要
最低限度説明できる。
3. 地中海地域の⽂化的・社会的特徴をある程度理解したうえで、地域全体と個々の
諸地域の特徴を⽂章や図などで必要最低限度表現できる。(異⽂化理解・多様性理解)

ヨーロッパ地域論E
（東欧・北欧）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
ヨーロッパ地域は英仏独伊⻄などを中⼼とする⻄欧だけでなく、東欧・北欧地域も
当然のことながら含まれる。本科⽬では、同⼀ヨーロッパ内の共通性と差異性を意
識して、東欧・北欧に関するエリア・スタディーズの知識・論点を取り上げる。

1. 東欧・北欧について授業で取り上げられた状況等について深く理解できるように
なる
2. 東欧・北欧の独⾃性とともに、そのヨーロッパの⼀部としてのあり⽅について深
く考えられるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

1. 東欧・北欧について授業で取り上げられた状況等について必要最低限度理解でき
るようになる
2. 東欧・北欧の独⾃性とともに、そのヨーロッパの⼀部としてのあり⽅について必
要最低限度考えられるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

アメリカの政治経済
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
アメリカの環境政策、特に⾃然保護政策は官僚でなく市⺠が牽引してきたことや、
環境という現代的な課題について合衆国憲法が明記してないことの制約といった、
アメリカ独特の政治過程の特⾊を理解する。
政治主導のアメリカ型の政策決定のメリットと問題点を理解することにより、官僚
主導から政治主導に転換しつつある今後の⽇本のあり⽅について考察する。

１．アメリカの環境政策、特に⾃然保護政策は官僚でなく市⺠が牽引してきたこと
や、環境という現代的な課題について合衆国憲法が明記してないことの制約といっ
た、アメリカ独特の政治過程の特⾊を⼗分に説明できる。
２．政治主導のアメリカ型の政策決定のメリットと問題点を理解することにより、
官僚主導から政治主導に転換しつつある今後の⽇本のあり⽅について、⾃分の考え
を⼗分に説明できる。(異⽂化理解・多様性理解)

１．アメリカの環境政策、特に⾃然保護政策は官僚でなく市⺠が牽引してきたこと
や、環境という現代的な課題について合衆国憲法が明記してないことの制約といっ
た、アメリカ独特の政治過程の特⾊を最低限説明できる。
２．政治主導のアメリカ型の政策決定のメリットと問題点を理解することにより、
官僚主導から政治主導に転換しつつある今後の⽇本のあり⽅について、⾃分の考え
を最低限説明ができる。(異⽂化理解・多様性理解)

アメリカ地域論A
（北⽶）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
アメリカ⽂化はわれわれにとって馴染み深く、時にそれをアメリカのものと意識す
ることさえなく⽇常の中で受容している。この授業は、アメリカ⽂化のさまざまな
トピックをアメリカ合衆国の歴史的⽂脈や社会的状況において考察することを通じ
て、それぞれのトピックが持つアメリカ的特質を明らかにすると共に、その背後に
あるアメリカの歴史や社会への理解を深めることを⽬的とする。

さまざまなトピックの考察を通じて、⻄洋や⽇本とは異なる歴史・社会的⽂脈の中
で成⽴したアメリカ⽂化の特質を理解できるようになる。
アメリカ合衆国の⽂化の特質を説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

さまざまなトピックの考察を通じて、⻄洋や⽇本とは異なる歴史・社会的⽂脈の中
で成⽴したアメリカ⽂化の特質を最低限理解できるようになる。
アメリカ合衆国の⽂化の特質を最低限説明することができる。(異⽂化理解・多様性
理解)

アメリカ地域論B
（中南⽶）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
多様な歴史と⽂化を有する中南⽶地域を包括的に概観する。マヤ、アステカ、イン
カなどの古代⽂明から現代の中南⽶各国の政治、経済、社会および⽂化までを対象
とする。政治、経済および⽂化において特に影響⼒を持つメキシコ、ブラジルおよ
びアルゼンチンに⼒点を置きつつ、特⾊ある政治経済や⽂化の事例につき周辺地域
のそれも視野に⼊れる。宗教や⾔語を共有する国が多い⼀⽅で、国別および国内地
域ごとに独特の⽂化を発展させてきたことを理解することを⽬指す。

中南⽶（ラテンアメリカおよびカリブ地域）の「現代史」を軸に、その社会の各側
⾯を解説し、理解することができる。
同時に各テーマごとに⾏うプレゼンテーションとディスカッションを通じて、⽇本
では必ずしも正確に伝わっているとは⾔い難いこの世界を正しく理解できるように
なる。(異⽂化理解・多様性理解)

中南⽶（ラテンアメリカおよびカリブ地域）の「現代史」を軸に、その社会の各側
⾯を解説を試み、最低限理解することができる。
同時に各テーマごとに⾏うプレゼンテーションとディスカッションを通じて、⽇本
では必ずしも正確に伝わっているとは⾔い難いこの世界を最低限理解できるように
なる。(異⽂化理解・多様性理解)

Topics in American
Studies

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
アメリカ社会を構成する様々な⼈々や集団、彼らの⽂化を英語で学ぶことを通じ
て、アメリカ合衆国の性格や特徴を理解することを⽬指す。社会科学や歴史学、⽂
化研究の⽅法を⽤いて、ジェンダーや⼈種、階級や貧困等の様々な側⾯から、アメ
リカ社会の多様性とともに諸集団の経験や集団間の関係、さらにはアメリカ合衆国
という国家との関係を英語で考察する。講義で扱われるトピックを通じて、政治経
済から⽂化までアメリカ合衆国を英語で総合的に学ぶ。

アメリカ合衆国を、英語で広く社会的、⽂化的側⾯から論じることで、より総合的
でホリスティックな理解ができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤
能⼒)

アメリカ合衆国を、英語で広く社会的、⽂化的側⾯から論じる姿勢を⾝につけ、よ
り総合的でホリスティックな理解が最低限できるようになる。(異⽂化理解・多様性
理解・⾔語運⽤能⼒)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

Topics in British
Studies

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
イギリスはヨーロッパの⼀部でありながらも⼤陸のヨーロッパ諸国とは異なる意識
をもつとともに、イングランド以外にスコットランド、ウェールズ、北アイルラン
ドといった政治的、⽂化的に多様な地域から成り⽴っている。この講義では、こう
したイギリスの特徴を、歴史的な経緯をふまえつつ、政治的、社会的、⽂化的な観
点から英語で考える。

現代イギリス社会の歴史的背景を、対外的な関係や内部の多様性を含めて明確に理
解し、英語で⼗分に説明できる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

現代イギリス社会の歴史的背景を、対外的な関係や内部の多様性を含めて理解し、
英語で基本的なレベルで説明できる。(異⽂化理解・多様性理解・⾔語運⽤能⼒)

コミュニケーション
論E（通訳・翻訳）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
原語と訳語を時を移さずに⼝頭で結びつける「通訳」と、⽂書に盛られた伝達内容
を時間的なゆとりを持ち、⾔語の壁を越えて運ぶ「翻訳」について、とりわけ後者
に重点を置いて学習する。その際、時事に関するトピック、洋楽の歌詞、映画のス
クリプト、学術的な⽂書等、多様な英⽂を扱う。翻訳のコツやポイントをおさえ、
また、英⽂で扱われているテーマに関する基本的な知識を取り⼊れながらトレーニ
ングを⾏う。

１．通訳の⼿法を理解し、説明することができる。２．翻訳の⼿法を理解し、説明
することができる。３．実際の通訳・翻訳において、授業で学んだ知識やスキルを
活⽤することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

１．通訳の基礎的な⼿法を理解し、説明することができる。２．翻訳の基礎的な⼿
法を理解し、説明することができる。３．実際の通訳・翻訳において、授業で学ん
だ基礎的な知識やスキルを活⽤することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

コミュニケーション
論F（メディアと情
報）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
従来の新聞やラジオ、テレビに加えて、インターネット等の新しいメディアの普及
が、私たちのコミュニケーションにどのような影響を与えてきたのかを学ぶ。従来
のマスメディアは⼀⽅的に情報を発信する傾向が強かったが、近年は「視聴者参加
型」という双⽅向性を強調する傾向にある。メディアとコミュニケーションの関係
について、世論形成に注⽬しながら理解を深める。

１．メディアの発展史について理解し、説明することができる。２．コミュニケー
ション研究の重要概念や理論を理解し、説明することができる。３．メディアと世
論形成の関係について理解し、説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

１．メディアの発展史について基本的な事項を理解し、説明することができる。
２．コミュニケーション研究の基本的な概念と理論を理解し、説明することができ
る。３．メディアと世論形成の関係について基本的な事項を理解し、説明すること
ができる。(異⽂化理解・多様性理解)

コミュニケーション
論G（⾔語コミュニ
ケーション）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
コミュニケーションとは何かについて、認知科学や哲学等、複数の学問分野におけ
る基本的な概念や理論、および解釈を踏まえて包括的に理解する。また、コミュニ
ケーションをジャーナリズムやメディアとの関連性において学ぶ。その際、コミュ
ニケーションを分析し、より良いメッセージ発信のあり⽅についても検討する。

１．コミュニケーションに関する学術的概念を理解し、説明することができる。
２．コミュニケーションの観点から、メディアの歴史的変遷を包括的に理解し、説
明することができる。３．コミュニケーションの観点から、メディアの実践を包括
的に理解し、説明することができる。(異⽂化理解・多様性理解)

１．コミュニケーションに関する学術的な基本概念を理解し、説明することができ
る。２．コミュニケーションの観点から、メディアの歴史的変遷について基本的な
事項を理解し、説明することができる。３．コミュニケーションの観点から、メ
ディアの実践について基本的な事項を理解し、説明することができる。(異⽂化理
解・多様性理解)

世界の現代思想（ア
ジア）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は上級・発展科⽬です。
アジア地域を代表する思想・宗教について、当該地域で重視される価値体系が構築
されてきた背景・経緯や潮流・変容などについて検討を⾏う。検討範囲としては歴
史的な流れを概観しつつ、近現代にいたるまでのアジアでいかなる思想上・宗教的
な変化が特徴的にみられたのかを探究する。とりわけ、思想の担い⼿である⼈々
が、政治・経済・国際関係などの各⽅⾯において、時代の変化といかに向き合って
きたのかを中⼼に考察を進めていく。

１．近現代アジアにおける思想・宗教に関する基本的な事項について、⼗分に理解
し説明できる。アジアの思想・宗教と思想の担い⼿である⼈々との関係性について
具体的な関⼼を持つことができる（異⽂化理解・多様性理解）

１．近現代アジアにおける思想・宗教に関する基本的な事項について、理解し説明
できる。アジアの思想・宗教と思想の担い⼿である⼈々との関係性について関⼼を
持つことができる（異⽂化理解・多様性理解）

世界の現代思想
（ヨーロッパ・アメ
リカ）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は上級・発展科⽬です。
本科⽬は、ヨーロッパあるいはアメリカにおける思想と宗教の展開をふまえつつ、
これらの地域の現代社会における意義や、他の地域に与えた影響について考察す
る。

ヨーロッパあるいはアメリカにおける思想と宗教の展開について、具体的な論点を
取り上げながら、正確に説明することができる。思想と宗教がもつ現代的な意味
を、具体的な例に即して正確に説明することができる。（異⽂化理解・多様性理
解）

ヨーロッパあるいはアメリカにおける思想と宗教の展開について、論点をふまえて
説明することができる。思想と宗教がもつ現代的な意味を、例に即して説明するこ
とができる。（異⽂化理解・多様性理解）

⽐較⽂化論A（アジ
ア）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
⽐較の視点からアジアの諸⽂化について検討し、なかでも漢字⽂化圏を中⼼とする
東アジア地域（主に⽇本、中国、朝鮮半島）を対象とする。東アジア地域の⽂化は
表⾯的には類似点が多いが、近代に⼊ってからは⻄洋からの⽂化的影響もきわめて
⼤きい。各地域では時代的な必要性に応じて、外部からの変化にどのように対応
し、いかなる⽂化変容が⽣じてきたのか。そうした共通点・相違点を⽐較しなが
ら、アジアにおける⽂化の特性について探っていく。

東アジア地域（中国・⽇本・朝鮮半島）を中⼼に、それぞれの⺠族が形成してきた
⽂化について、各⾃の歴史的背景も視野に⼊れつつ⽐較考察することで、共通性と
差異性が理解できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)

東アジア地域（中国・⽇本・朝鮮半島）を中⼼に、それぞれの⺠族が形成してきた
⽂化について、各⾃の歴史的背景も視野に⼊れつつ⽐較考察することで、共通性と
差異性が理解できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⽐較⽂化論B（ヨー
ロッパ）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
⽇仏⽂化について、芸術の世界を通じて、以下のとおり⽐較考察し、その際特に両
国間の⽂化的影響に着⽬する。（１） 美術を中⼼としたジャポニスムの概論を学
ぶ。（２） 毎回多くの画像資料を鑑賞し、視覚的イメージに基づく美術史独⾃の考
察法を修得する。（３） ⻄洋がどのような理由でジャポニスムの表象を求めていた
のかを知り、異⽂化表象やジェンダーについて理解を深める。

⽇仏⽂化交流について、絵画を中⼼とする美術の分野を通して理解できるようにな
る。(異⽂化理解・多様性理解)

⽇仏⽂化交流について、絵画を中⼼とする美術の分野を通して理解できるようにな
る。(異⽂化理解・多様性理解)

⽐較⽂化論C（アメ
リカ）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
カナダは毎年多くの移⺠を受け⼊れ、多⺠族・多⽂化国家としての特徴を持つ。授
業では、多⺠族・多⽂化の共存がどのようにして図られてきたのかを、歴史的、社
会的、⽂化的側⾯に注⽬して理解する。また、その際に、同じく移⺠を多く受け⼊
れてきたアメリカ合衆国や、近年、外国⼈労働者や留学⽣の増加によって社会が多
様化する⽇本との⽐較検討も⾏う。

１．カナダにおける⺠族的・⽂化的多様性の実態を説明することができる。２．カ
ナダにおける多⺠族・多⽂化共存について、歴史、社会、⽂化的側⾯と関連づけて
説明することができる。３．カナダを参考に、⽇本における⺠族的・⽂化的多様化
への対応や共存のあり⽅について⾃⾝の考えを⽰すことができる。(異⽂化理解・多
様性理解)

１．カナダにおける⺠族的・⽂化的多様性の例を挙げることができる。２．カナダ
における多⺠族・多⽂化共存について、基本的な歴史、社会、⽂化的側⾯と関連づ
けて説明することができる。３．カナダを参考に、⽇本における⺠族的・⽂化的多
様化への対応や共存のあり⽅について⾃⾝の考えを⽰すことができる。(異⽂化理
解・多様性理解)

映像⽂化論
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
20世紀が始まるころに誕⽣した映画は、いまやもっとも重要な芸術形式のひとつに
まで成⻑した。その「語り」の⼒は⽂学や美術と明らかに肩をならべるものになっ
ているといってよいだろう。しかし映画は単に「表現」に注⽬するだけで理解でき
るわけではない。この科⽬では、(1)映画の表現技法（映画の⾔語）は⼈間の認識や
他の芸術にどのような影響を与えたか、(2)映画産業は社会にどのような影響を与え
たか、(3)映画とそれぞれの地域⽂化との関係はどのようなものか、以上の点を踏ま
えながら映画の社会史・⽂化史を講義する。

映像⽂化の発信者である制作者による講義を通して、制作の現場から撮影するこ
と、映画制作の意味、映像表現の可能性等について考え、現代社会における映像⽂
化の意義を理解する。受け⾝ではなく、作り⼿の側に⽴ってみることで、⾃らも積
極的に映像⽂化を研究に取り⼊れて考えることができるようになる。(異⽂化理解・
多様性理解)

映像⽂化の発信者である制作者による講義を通して、制作の現場から撮影するこ
と、映画制作の意味、映像表現の可能性等について考え、現代社会における映像⽂
化の意義を理解する。受け⾝ではなく、作り⼿の側に⽴ってみることで、⾃らも積
極的に映像⽂化を研究に取り⼊れて考えることができるようになる。(異⽂化理解・
多様性理解)

Comparative
Writings on Japan

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
この科⽬では、⽇本の内外のさまざまな地理的位置からの英語による著作におい
て、⽇本がどのように理解され、描かれているかを検証する。

英語で⽇本に関する著作を⼗分に理解し、分析できる。
様々な著作がどのように⽇本を理解し、表現しているかを英語で⼗分に説明でき
る。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

英語で⽇本に関する著作を基本的なレベルで理解し、分析できる。
様々な著作がどのように⽇本を理解し描写しているかを英語で基本的に説明でき
る。(異⽂化理解・⾔語運⽤能⼒)

アジア太平洋の国際
関係A（総論）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
近現代の国際関係は欧⽶主導で展開してきたが、戦後のアジア諸国の独⽴と近年の
経済発展により今世紀は「アジアの時代」と⾔われて久しい。本講義では、存在感
を強めるアジア太平洋地域を国際関係の中で理解するための基礎的な知識や世界の
⾒⽅について、理論や歴史、実証の観点を軸として検討する。Aは主に国際政治を中
⼼とし、複眼的・多眼的にアジア世界の地域秩序を理解できるようになることを⽬
指す。⼀⽅、同科⽬Bでは各地域に関する地域研究の知⾒を中⼼に取り扱う。

１. アジアを中⼼とした⾮欧⽶圏で顕著な国際関係の概要について、国際関係論の理
論や枠組みを⽤いながら基本的な特徴を説明できるようになる。
2. 前項をもとに地域やグローバルな課題を⾒出し、その将来の展望を理論的に述べ
ることができるようになる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

１. アジアを中⼼とした⾮欧⽶圏で顕著な国際関係の概要について、国際関係論の理
論や枠組みを⽤いながら基本的な特徴を説明できるようになる。
2. 前項をもとに地域やグローバルな課題を⾒出し、その将来の展望を理論的に述べ
ることができるようになる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

アジア太平洋の国際
関係B（各論）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
アジア太平洋の国際関係Bでは、実物⾯（地域事情）の観点から国際関係を考究す
る。具体的には、アジアという特定地域の中で観察される国際関係の諸相につい
て、主に対⽴・協調・共存といった側⾯に焦点をあてる。そのため、地域事情の具
体例に対する理解を深めたい場合はB（本科⽬）が適切であるが、⼀⽅で、全体像や
⽅法論（分析⼿法など）に関⼼がある学⽣は同科⽬Aを受講することが望まれる。

1. アジア太平洋を国際関係の中で深く理解し、政治経済、地域研究に基づく知識を
もとに論理的にこれを論じることができる。
2. アジア太平洋地域の国際関係上重要な出来事や⾝近な動向を⾃ら選んで主体的に
調べ、多⾓的に考察することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

1. アジア太平洋を国際関係の中で深く理解し、政治経済、地域研究に基づく知識を
もとに論理的にこれを論じることができる。
2. アジア太平洋地域の国際関係上重要な出来事や⾝近な動向を⾃ら選んで主体的に
調べ、多⾓的に考察することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

イスラムと世界A
（近代）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
イスラム教圏における国家と地域秩序のあり⽅について基礎的知識を⾝につけると
ともに、とりわけ20世紀における中東地域とヨーロッパを中⼼とする国々とイスラ
ム諸国との関係の歴史に⼒点を置いて概観する。こうした作業を通じて20世紀後半
において多くの紛争や問題を抱えることとなった中東の国際関係の特質を、歴史
的・⽂化的背景を踏まえて理解する⼒を養うことを⽬指す。

イスラム教圏における国家と地域秩序のあり⽅、20世紀のヨーロッパを中⼼とする
国々とイスラム諸国との関係、そして20世紀後半における中東の紛争や国際関係の
特質について理解できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

イスラム教圏における国家と地域秩序のあり⽅、20世紀のヨーロッパを中⼼とする
国々とイスラム諸国との関係、そして20世紀後半における中東の紛争や国際関係の
特質について最低限の知識を⾝につける。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

イスラムと世界B
（現代）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
パレスチナ問題と中東和平の模索、イスラム原理主義をめぐる地域内および先進国
との対⽴、中東をめぐる国際的な経済権益と湾岸戦争以降のイラク情勢を含む中東
地域の様々な変化や中東地域への他国の関わり⽅の変遷を考察することにより、今
⽇の国際社会が中東をめぐって抱える諸問題に関する理解を深める。

パレスチナ問題と中東和平の問題、イスラム原理主義をめぐる諸国家間の対⽴、中
東をめぐる国際的な経済権益、湾岸戦争以降の中東をめぐる諸問題について理解で
きる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

パレスチナ問題と中東和平の問題、イスラム原理主義をめぐる諸国家間の対⽴、中
東をめぐる国際的な経済権益、湾岸戦争以降の中東をめぐる諸問題について最低限
の知識を⾝につける。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際⼈権論
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
国際社会において、⼈権の保護という観点を重視するようになったのは、第⼆次⼤
戦後のことである。この講義は、国際的な⼈権保護について取り扱う。すなわち、
いかにして、国際的に⼈権の保護がおこなわれるようになったのかを学ぶ。難⺠や
外国⼈労働者などのマイノリティに属する⼈々の⼈権保護の問題のみならず、⼥
性、こども等の⼈権保護について、国際的な規定や履⾏⽅法、および現代国際社会
の持つ問題点について理解を深める。

国籍に関する各国の国内法状況について具体的に説明ができる。外国⼈に関する国
際私法および国際公法上の保護について説明できる。難⺠をめぐる国際法規範につ
いて歴史的に関連付けて説明できる。国際⼈権条約の履⾏確保について、条約を解
釈適⽤できる。国連や地域的機関による国際的な⼈権保障について総合的に⽐較
し、⼀般化することができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国籍に関する基本的な原則を列挙できる。外国⼈に関する法規範について⽐較する
ことができる。国際⼈権条約について例をあげることができ、その履⾏確保の基本
的状況を説明できる。国連および地域機関による⼈権保障制度について基本事項を
述べることができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

紛争解決論
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
国際社会は中央集権化されていないことから、国際紛争の集権的・強⼒的解決は困
難である。本講義では、戦争や武⼒⾏使をいかに国際社会が排除するために紛争の
平和的解決について国際法を発展させてきたか、国際組織や制度を形成したかにつ
いて学習する。

武⼒⾏使の禁⽌がいかに成⽴したかを歴史的経緯に沿って説明できる。国際司法裁
判所の裁判管轄権について、国際司法裁判所規程に基づきその問題点を含め総合的
に説明できる。国際司法裁判所の⼿続について、総合的に理解し、説明できる。世
界貿易機関などに代表される国連システム以外の紛争解決について説明できる。国
際判例を踏まえて紛争解決についての⼿続的事項を理解できる。(問題発⾒・分析・
解決・リーダーシップ)

戦争の違法化についての基本的経緯を説明できる。国際司法裁判所の裁判⼿続きに
ついて基本的な事項を把握する。地域機関や他の国際組織の紛争解決⼿続きの特徴
について列挙できる。集団的安全保障の史的展開について選択できる。(問題発⾒・
分析・解決・リーダーシップ)

国際経済学A（国際
⾦融論）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
国際経済学は、国際貿易論(財・サービスの国際取引)と、国際⾦融論(資本の国際取
引)により構成される。本講義では、国際⾦融に関する問題、カネの国境を越えた取
引について、国際⾦融論を理解し説明できるようになることを⽬標とする。経済の
グローバル化の中での国際⾦融取引の活発化に焦点をあて、経済事象、制度、政策
を分析する⼒を養う。特に、国際⾦融論における、国際収⽀表、外国為替の基礎、
為替レートの決定理論、国際⾦融システムなどについて、⾃ら考察できる⼒を⾝に
つける。

国際貿易論における経済⽤語の意味、内容を的確に理解できる。
貿易の利益や貿易政策など国際貿易に関する問題を、経済理論も理解したうえで、
発展的に考察することができる。
ミクロ経済学やマクロ経済学での基礎的分析⼿法を、国際貿易論に応⽤して学ぶこ
とで、国際社会の問題を経済学的に発展的に考察する⼒を⾝につける。(問題発⾒・
分析・解決・リーダーシップ)

国際貿易論における経済⽤語の意味、内容が理解できる。
貿易の利益や貿易政策など国際貿易に関する問題を、経済理論も理解したうえで、
発展的に考察することができる。
ミクロ経済学やマクロ経済学での基礎的分析⼿法を、国際貿易論に応⽤して学ぶこ
とで、国際社会の問題を経済学的に発展的に考察する⼒を⾝につける。(問題発⾒・
分析・解決・リーダーシップ)

国際経済学B（国際
貿易論）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
国際経済学は、国際貿易論(財・サービスの国際取引)と、国際⾦融論(資本の国際取
引)により構成される。本科⽬では、国際貿易に関する問題を、モノやサービスの国
境を越えた取引について、国際貿易論を理解し説明できるようになることを⽬標と
する。国際貿易、投資、貿易政策が経済に与える影響について分析する⼒を養う。
特に、国際貿易論における、貿易の利益、貿易政策、国際貿易のルール、地域貿易
協定などについて、⾃ら考察できる⼒を⾝につける。

国際貿易論における経済⽤語の意味、内容を的確に理解できる。
貿易の利益や貿易政策など国際貿易に関する問題を、経済理論も理解したうえで、
発展的に考察することができる。
ミクロ経済学やマクロ経済学での基礎的分析⼿法を、国際貿易論に応⽤して学ぶこ
とで、国際社会の問題を経済学的に発展的に考察する⼒を⾝につける。(問題発⾒・
分析・解決・リーダーシップ)

国際貿易論における経済⽤語の意味、内容が理解できる。
貿易の利益や貿易政策など国際貿易に関する問題を、経済理論も理解したうえで、
発展的に考察することができる。
ミクロ経済学やマクロ経済学での基礎的分析⼿法を、国際貿易論に応⽤して学ぶこ
とで、国際社会の問題を経済学的に発展的に考察する⼒を⾝につける。(問題発⾒・
分析・解決・リーダーシップ)

開発経済学A（総
論）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
開発経済学は、アジアやラテン・アメリカ、アフリカなどに多く存在する開発途上
国が抱える開発課題に関する応⽤経済学の⼀つである。そのため、開発経済学は、
国際協⼒や持続可能な開発を考える際の重要な基礎知識である。経済発展や開発の
メカニズム、問題点、解決策など、開発途上国に関することならおよそ何でもを取
り扱うことができるため、その理論的基礎にはミクロ経済学・マクロ経済学の諸理
論を置きつつ、各国・地域のこれまでの開発経験への深い現状理解・歴史理解と、
統計学や⾏動・実験経済学といった実証研究⼿法の深化・進展が積極的に活⽤され
てきた実証科学としての性格が強いことも特徴である。開発経済学Aでは、開発途上
国の定義に始まり、貧困・失業、農⼯間格差、産業⾼度化の停滞などの開発途上に
ある経済の性質、産業別発展や経済発展のメカニズムなど、基礎的な開発理論・政
策について、具体的なデータや事例に触れつつ、講義する。

開発経済学の基礎的概念・⽤語および理論を深く理解している。
国際開発・国際協⼒の理論的・政策的変遷を深く理解している。
特定の開発課題と経済学的思考との関係を深く論じることができる。 (問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

開発経済学の基礎的概念・⽤語および理論を理解している。
国際開発・国際協⼒の理論的・政策的変遷を理解している。
特定の開発課題と経済学的思考との関係を論じることができる。 (問題発⾒・分析・
解決・リーダーシップ)

開発経済学B（各
論）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
開発経済学は、アジアやラテン・アメリカ、アフリカなどに多く存在する開発途上
国が抱える開発課題に関する応⽤経済学の⼀つである。そのため、開発経済学は、
国際協⼒や持続可能な開発を考える際の重要な基礎知識である。経済発展や開発の
メカニズム、問題点、解決策など、開発途上国に関することならおよそ何でもを取
り扱うことができるため、その理論的基礎にはミクロ経済学・マクロ経済学の諸理
論を置きつつ、各国・地域のこれまでの開発経験への深い現状理解・歴史理解と、
統計学や⾏動・実験経済学といった実証研究⼿法の深化・進展が積極的に活⽤され
てきた実証科学としての性格が強いことも特徴である。開発経済学Bでは、学習の第
2弾として開発経済学Aと強く関連を持たせ、開発途上地域の中から特定の地域やト
ピックを取り上げた先⾏研究に基づいた学習を深め、開発途上国の現状と問題解決
に向けた知識・思考法の獲得をさらに⽬指す。

経済発展・開発に関する概念・⽤語および理論を深く理解している
具体的なトピックあるいは国・地域の経済開発課題の析出が⾼度にできる
開発課題を経済学的思考で整理し、両者の関係を深く論じることができる (問題発
⾒・分析・解決・リーダーシップ)

経済発展・開発に関する概念・⽤語および理論を理解している
具体的なトピックあるいは国・地域の経済開発課題の析出ができる
開発課題を経済学的思考で整理し、両者の関係を論じることができる (問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

地球環境論
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
現代国際関係に関する専⾨知識を広げる学びの⼀環として、地球環境問題の中でも
最も注⽬度が⾼い地球温暖化問題について、科学、経済および政治の３つの側⾯か
ら理解する。
21世紀半ばまでには温室効果ガスを最低でも半減するための国際協⼒において、我
が国が果すべき役割について考察する。

１．地球温暖化問題について、科学、経済および政治の３つの側⾯から⼗分に説明
できる。
２．21世紀半ばまでには温室効果ガスを最低でも半減するための国際協⼒におい
て、我が国が果すべき役割について多⾯的な考察を⽰せる。(問題発⾒・分析・解
決・リーダーシップ)

１．地球温暖化問題について、科学、経済および政治の３つの側⾯から最低限の説
明できる。
２．21世紀半ばまでには温室効果ガスを最低でも半減するための国際協⼒におい
て、我が国が果すべき役割について最低限の考察を⽰せる。(問題発⾒・分析・解
決・リーダーシップ)

国際環境協⼒論
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
国際協⼒に関する専⾨的知識と体系的な理解を深める⼀環として、国際環境協⼒・
国際貢献の個別分野のポイントを理解する。
国際環境協⼒・国際貢献の個別分野を掘り下げて、⽇本が何をすべきかについて考
察する。
今まで学んできた国際関係、国際経済、国際協⼒の知識に基づく広い視野で、授業
で取り上げる環境国際協⼒の個別テーマにアプローチして、上級学年らしく、専⾨
知識に基づいて⾃分なりに考察する。

１．国際協⼒に関する専⾨的知識と体系的な理解を深める⼀環として、国際環境協
⼒・国際貢献の個別分野のポイントを⼗分に説明できる。
２．国際環境協⼒・国際貢献の個別分野を掘り下げて、⽇本が何をすべきかについ
て、⾃分の考えを⼗分に説明できる。
３．今まで学んできた国際関係、国際経済、国際協⼒の知識に基づく広い視野で、
授業で取り上げる環境国際協⼒の個別テーマにアプローチして、上級学年らしく、
専⾨知識に基づいて⾃分なりの考察を⼗分に説明できる。(問題発⾒・分析・解決・
リーダーシップ)

１．国際協⼒に関する専⾨的知識と体系的な理解を深める⼀環として、国際環境協
⼒・国際貢献の個別分野のポイントについて最低限の説明できる。
２．国際環境協⼒・国際貢献の個別分野を掘り下げて、⽇本が何をすべきかに関す
る⾃分の考えについて、最低限の説明できる。
３．今まで学んできた国際関係、国際経済、国際協⼒の知識に基づく広い視野で、
授業で取り上げる環境国際協⼒の個別テーマにアプローチして、上級学年らしく、
専⾨知識に基づいた⾃分なりの考察を、最低限の説明ができる。(問題発⾒・分析・
解決・リーダーシップ)

平和構築論A（理
論）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
冷戦終結後も、地域紛争や内戦は世界各地で起こっており、平和維持活動において
も、復興や国家再建など、より多元的な活動を伴う平和構築に重点を置くように
なった。この科⽬では「⼈間の安全保障」や「保護する責任」など、平和構築に関
わる基本学説を理解し、国連における平和構築プロセスや、平和構築の歴史的変遷
について検討する。

平和構築に関する基本学説を正確に理解し、平和構築のプロセスと歴史について総
合的に説明できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

平和構築に関する基本学説を理解し、平和構築のプロセスと歴史について基本的な
事項を説明できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

平和構築論B（実
践）

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
この科⽬では、「平和構築論A」の内容を引き継ぎ、危機管理や復興⽀援の⽅法、国
際機関やNGOでの業務など、具体的な事例の分析を通して、平和構築の実践に関わ
る知識を習得する。必要に応じて、実務家の助⾔も得る。

平和構築の実践について、具体的な事例に触れつつ、その活動内容を総合的に説明
できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

平和構築の実践について、その活動の主要な内容を説明できる。(問題発⾒・分析・
解決・リーダーシップ)

国際⽂化交流論
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
国際協⼒に関する専⾨的知識を獲得し、体系的な理解を深める⼀環として、国際⽂
化交流事業の現状と課題を理解する。
⽇本外交において⽂化交流事業が果たす役割や当⾯の課題につき考察する。

１．国際⽂化交流事業の現状と課題について⼗分な説明ができる。
２．⽇本外交において⽂化交流事業が果たす役割や当⾯の課題について、⾃分の考
えを⼗分に説明できる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

１．国際⽂化交流事業の現状と課題について最低限の説明できる。
２．⽇本外交において⽂化交流事業が果たす役割や当⾯の課題に関する⾃分の考え
について、最低限の説明ができる。(問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際⽂化財保護論
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
⽂化財や⽂化遺産保護と環境の問題、及び地域社会や観光開発との関係をめぐる
様々な問題に関して知識を深め、この分野における国際協⼒のあり⽅や、地域主導
の動きなどを理論や政策から実践まで包括的に理解する。

⽂化財や⽂化遺産保護と環境の問題、及び地域社会や観光開発との関係をめぐる
様々な問題に関する⼗分な知識に基づき、この分野における国際協⼒のあり⽅や、
地域主導の動きなどを理論や政策から実践まで包括的に説明できる。(問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

⽂化財や⽂化遺産保護と環境の問題、及び地域社会や観光開発との関係をめぐる
様々な問題に関する知識に基づき、この分野における国際協⼒のあり⽅や、地域主
導の動きなどを理論や政策について最低限の説明できる。(問題発⾒・分析・解決・
リーダーシップ)

International
Relations

国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
国際社会のなかで個々の国家などのアクター（⾏為主体）がとる対外政策（外交政
策）の決定過程分析に必要な理論について英語で理解し、具体的な事例でそれを⽤
い、考察する。対外政策の主要理論であるリアリズム、リベラリズム、コンストラ
クティヴィズムの基本的な考え⽅を英語で理解する。理論は実際に起こった歴史事
象から析出されたものであるため、授業ではヴィデオなども利⽤して、具体的な事
例の分析を⾏ないながら英語で考察する。

１．対外政策の決定過程について理解し、国ごとの制度の違いを踏まえた英語の説
明ができる。
２．具体的な事例をもとに対外政策の決定過程について、主要な理論に従って分析
を⾏い、英語のレポートを作成することができる。
３．対外政策の主要理論であるリアリズム、リベラリズム、コンストラクティヴィ
ズムについて、代表的な論者をあげながら、それぞれの特徴を英語で説明できる。
(⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

１．対外政策の決定過程について、基本的な事項を英語で説明できる。
２．具体的な事例をもとに対外政策の決定過程について、英語のレポートを作成す
ることができる。
３．対外政策の主要理論であるリアリズム、リベラリズム、コンストラクティヴィ
ズムについて、基本的な事項を英語で説明できる。(⾔語運⽤能⼒・社会の仕組みの
理解・問題発⾒・分析・解決)



科⽬名称 科⽬区分 配当年次 単位数 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

Global Business
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
この科⽬は、現代世界が抱える重要なビジネス問題について、実⽤的な語彙と知識
を⾝につける。

1. 英語でビジネスに関する問題を総合的に判断できる⼗分な能⼒がある。
2. 理論や概念を様々なビジネスシーンに効果的に適⽤できる能⼒がある。(⾔語運⽤
能⼒・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

1. 英語でビジネスに関する問題を総合的に判断できる能⼒がある。
2. 理論や概念を様々なビジネスシーンに適⽤できる能⼒がある。(⾔語運⽤能⼒・社
会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決)

国際専⾨演習
国際学部 専⾨発展
科⽬

3 4

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
専⾨分野についてより⾼度な専⾨的⽂献や資料を講読し、分析、発表、討論を⾏
う。
研究テーマを絞り、4年次における卒業研究につなげていくために各分野における専
⾨的な研究への⽅向付けを⾏う。

4年次における卒業研究に備えるため、卒業研究に必要な基礎的知識、研究のテーマ
の設定の仕⽅、論⽂の構成⽅法などを⼗分に修得することができるる。
論理的な考察が⼗分にできるようになる。
問題意識を持って関⼼のあるテーマに積極的に取り組むことができる。(異⽂化理
解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

4年次における卒業研究に備えるため、卒業研究に必要な基礎的知識、研究のテーマ
の設定の仕⽅、論⽂の構成⽅法などの基礎を修得することができるる。
論理的な考察ができるようになる。
問題意識を持って関⼼のあるテーマに取り組むことができる。(異⽂化理解・多様性
理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

国際卒研演習
国際学部 専⾨発展
科⽬

4 2

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
⼤学における学問・研究の総仕上げとしての卒業研究に際し、各⾃テーマの設定、
資料収集、調査⽅法、資料の整理とその分析や考察を⾏う。
活発なディスカッションを通して、卒業研究の内容を充実させる。
この演習と卒業研究を通して、研究テーマを科学的な⽅法によって分析・考察し、
発表するという研究を実践する。

関⼼のあるテーマに沿って、研究⽂献・資料を収集したり、調査を⾏ったりするこ
とが⼗分にできる。
収集した研究⽂献・資料を⼗分に理解することができる。
⽂献・資料、調査結果を分析・整理し、考察し、卒業研究として適切にまとめるこ
とができるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発
⾒・分析・解決・リーダーシップ)

関⼼のあるテーマに沿って、最低限必要な研究⽂献・資料の収集をしたり、調査を
⾏ったりすることができる。
収集した研究⽂献・資料の基本的な部分を理解することができる。
⽂献・資料、調査結果を分析・整理し、考察し、卒業研究としてまとめることがで
きるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

卒業研究
国際学部 専⾨発展
科⽬

4 6

この科⽬は専⾨発展科⽬です。
1年次から3年次において修得した基礎的・専⾨的知識や学問的⼿法をもとに、⾃ら
が⽴てた問題設定を「国際卒研演習」における教員の指導を受けつつ研究成果とし
て形にしていく。

関⼼のあるテーマに沿って、研究⽂献・資料を収集したり、調査を⾏ったりするこ
とが⼗分にできる。
収集した研究⽂献・資料を⼗分に理解することができる。
⽂献・資料、調査結果を分析し・整理し、考察し、卒業研究として適切にまとめる
ことができるようになる。
研究成果を形にするだけでなく、発表や⼝頭試問によって研究成果についてわかり
やすく明確に説明できるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理
解・問題発⾒・分析・解決・リーダーシップ)

関⼼のあるテーマに沿って、最低限必要な研究⽂献・資料を収集したり、調査を
⾏ったりすることができる。
収集した研究⽂献・資料の基本的な部分を理解することができる。
⽂献・資料、調査結果を分析し・整理し、考察し、卒業研究としてまとめることが
できるようになる。
研究成果を形にするだけでなく、発表や⼝頭試問によって研究成果について説明で
きるようになる。(異⽂化理解・多様性理解・社会の仕組みの理解・問題発⾒・分
析・解決・リーダーシップ)

⽇本語教育研究A
国際学部 諸資格に
関する科⽬

2 4

⽇本語教育について概観する。まず、⽇本語の教授法に関して、これまでの教授法
の歴史をたどりながらそれぞれの教授法の特徴を把握するとともに、教授法につい
て理解を深めるために簡単な模擬授業も⾏う。また、⾔語教育における重要な課題
のひとつである第⼆⾔語習得理論や、⾔語教育と密接な関わりをもつ異⽂化理解に
ついても考察する。さらに、地域の⽇本語教育、現代⽇本語教育事情、海外の⽇本
語教育事情、⽇本語教育史など、現代の⽇本語教育を取り巻くいくつかのテーマを
とりあげ、⽇本語教育全般についての基礎的な知識を養う。

⽇本語教育の歴史や現状、さらに外国語教授法、評価法、また、海外での⽇本語教
育の現状などを⼗分に理解し、説明できる。
また、模擬授業に備えて、適切な教案や副教材を作ることができる。( 異⽂化理
解・ ⾔語運⽤能⼒)

⽇本語教育の歴史や現状、さらに外国語教授法、評価法、また、海外での⽇本語教
育の現状などの基本的な知識を理解することができる。
また、模擬授業に備えて、教案や副教材を作ることができる。( 異⽂化理解・ ⾔語
運⽤能⼒)

⽇本語教育研究B
国際学部 諸資格に
関する科⽬

2 4

⽇本語教育の教授⽅法について具体的に学ぶ。どのような学習者が⽇本語を学ぶの
か、学習者によってどのようなコースデザインが考えられるのかを考える。まず、
マルチメディア教材を含む市販の教材分析をとおして、多様な学習者に応じた市販
の教材・教具の⻑所と短所、想定される学習者、学習⽬標やそれに対応したシラバ
ス、教材の使⽤⽅法について考察する。また、コミュニケーションを重視した教
材、４技能別教材、漢字教材、視聴覚教材など学習⽬標にあわせた教材の作成も⾏
う。さらに、⾔語テストの作成⽅法、結果の分析⽅法についても考察する。

外国語教授法の理論を⼗分に理解し、説明することができる。
学習者の⽴場を重視した適切な⽇本語の教授の仕⽅を考えることができる。(異⽂化
理解・ ⾔語運⽤能⼒)

基本的な外国語教授法の理論を理解することができる。
学習者の⽴場を重視した⽇本語の教授の仕⽅を考えることができる。( 異⽂化理
解・ ⾔語運⽤能⼒)

⽇本語教育実習
国際学部 諸資格に
関する科⽬

4 1

模擬授業と授業⾒学、教壇実習を⾏う。模擬授業では、テキストの学習項⽬を的確
に把握し、授業計画を⽴てる。授業案を作成し（必要なら補助教材等も作成す
る）、授業を⾏う。模擬授業後に学習者役の学⽣と意⾒交換をしながら、よりよい
授業のあり⽅について考える。また、⽇本語学校等での教壇実習を通して、⽇本語
教師養成課程で学んだことを実践する。

⽇本語教育に関する知識を、模擬授業や教壇実習の活動に⼗分に活かすことができ
る。
学習⽬標に沿った適切な教案や副教材を作成し、模擬授業や教壇実習を⾏うことが
できる。模擬授業や教壇実習を通して、問題点や課題に気づき、⾃律的に解決策を
探ることができる。（異⽂化理解・ ⾔語運⽤能⼒・リーダーシップ)

⽇本語教育に関する知識を、模擬授業や教壇実習の活動に活かすことができる。
学習⽬標に沿った教案や副教材を作成し、模擬授業や教壇実習を⾏うことができ
る。模擬授業や教壇実習を通して、問題点や課題に気づき、解決策を探ることがで
きる。(異⽂化理解・ ⾔語運⽤能⼒・リーダーシップ)


